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埼経協ニュース３７０号

今後の主要事業の日程決まる
２４年度主要事業の日程が決定いたしました。以下、開催済のプログラムともに今後の開催計画を掲
載いたします。従来に比べ、質量ともに充実した内容を企画しております。是非ともご参加くださ
いますようお願い申し上げます。また、今後の事業運営に関し積極的なご意見をお待ちしております。

社団法人 埼玉県経営者協会会報

’１２ 月号

日本経団連 埼玉

理事会、新年会員懇談会等

会 場プ ロ グ ラ ム開 催 日会 議 名 等

理事会 ２４．４．１９�

�理事会 （１４：１０～１５：００）
�講演会 （１５：１０～１６：４０）
演 題 『震災後の日本経済を展望する』
講 師 学習院大学経済学部 教授 宮川 努 氏

�懇親会 （１６：５０～１８：００）

パレスホテル
大宮 ４階
ローズルーム
他

定時総会 ２４．５．１０�

�総 会 （１３：３０～１５：１５）
�特別講演 （１５：３０～１７：００）
演 題 『貢献力の経営』
講 師 �エヌ・ティ・ティ・データ 代表取締役社長 山下 徹 氏

�懇親会 （１７：１５～１８：３０）

〃

理事会 ２４．１０．１２�

�理事会 （１４：３０～１５：００）
�講演会 （１５：１０～１６：５０）
演 題 『世界経済の大潮流

～経済学の常識をくつがえす資本主義の大転換』
講 師 埼玉大学大学院経済科学研究科 客員教授

内閣官房内閣審議官（国家戦略室） 水野 和夫 氏
�懇親会 （１７：００～１８：００）

〃

新年会員懇談会 ２５．１．１０�

�挨拶の部 （１３：３０～１４：００）
�講演会 （１４：１０～１５：５０）
演 題 『日本政治の崩壊～第三の敗戦をどう乗り越えるか』
講 師 政策研究大学院大学 教授

前東京大学大学院法学研究科教授
元特命全権大使（日本政府国連代表部次席代表）北岡 伸一 氏

�パーティー （１６：００～１７：００）

〃

ものつくり大学
特別公開講座

２５．２．２２�

�挨拶等 （１４：００～１４：２０）
�講演会 （１４：２０～１６：００）
演 題 『日本人よ、世界一の夢を追え』
講 師 富士通 次世代テクニカルコンピューティング開発本部長

井上 愛一郎 氏（スーパーコンピューター“京”の開発責任者）

〃

８・９
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青年経営者部
会・特別講演会

２５．３．１８�

�挨拶等 （１６：００～１６：１０）
�講演会 （１６：１０～１７：５０）
演 題 『どうする日本企業～今、改めて経営戦略を問いなおす』
講 師 神戸大学大学院経営学研究科 教授 三品 和広 氏

�懇親会 （１８：００～１９：００）

パレスホテル
大宮 ４階
ローズルーム

理事会 ２５．３．２２�

�理事会 （１４：３０～１５：００）
�講演会 （１５：１０～１６：５０）
演 題 『日本のあるべき安全保障政策とは？

～北東アジアを巡る情勢変化を踏まえて』
講 師 政策研究大学院大学 安全保障・国際問題プログラム

ディレクター 准教授 道下 徳成 氏
�懇親会 （１７：００～１８：００）

〃

トップセミナー

開 催 日 プ ロ グ ラ ム 会 場

第１回２４．５．２１�
（１４～１６時）

演題 『途上国化する日本～日本経済再生の条件とは』
講師 東京大学大学院新領域創成科学研究科 教授 戸堂 康之氏

ソニックシティ
市民ホール

第２回２４．５．２８�
（１４～１６時）

演題 『経営理念とイノベーション～あこがれを信じ求める力が企業を動かす』
講師 東京理科大学大学院イノベーション研究科技術経営専攻 教授

佐々木 圭吾 氏
〃

第３回２４．７．１３�
（１４～１６時）

演題 『良い現場を日本に残そう～現場から見上げる“ものづくり戦略論”』
講師 東京大学大学院経済学研究科 教授 ものづくり研究センター長

ハーバード大学ビジネススクール上席研究員 藤本 隆宏 氏

パレスホテル
チェリールーム

第４回２４．７．１８�
（１４～１６時）

演題 『価格競争で生き残る時代は終わった～こうすれば日本のサービス業は変わる』
講師 産業技術総合研究所・サービス工学研究センター副研究センター長

内藤 耕 氏

ソニックシティ
市民ホール

第５回２４．７．２３�
（１４～１６時）

演題 『クラウドが変える世界～ICTがもたらす企業経営と社会システムの新潮流』
講師 日本電信電話株式会社 顧問（前代表取締役副社長） 宇治 則孝 氏

パレスホテル
ローズルーム

第６回２４．８．２９�
（１４～１６時）

演題 『なぜ、日本企業はグローバル化でつまずくのか？
～世界の先進企業に学ぶリーダー育成法』

講師 IMD（International Institute for Management Development）
日本代表 高津 尚志 氏

ソニックシティ
市民ホール

第７回２４．９．１２�
（１４～１６時）

演題 『グローバル JAPAN～２０５０年 シミュレーションと総合戦略』
講師 日本経団連グローバル JAPAN特別委員会 主査

読売新聞グループ本社監査役（元財務事務次官） 丹呉 泰健 氏
〃

第８回２４．１０．１６�
（１４～１６時）

演題 『公共事業が日本を救う～“列島強靭化でGDP９００兆円の日本が生まれる』
講師 京都大学大学院 工学研究科 教授 藤井 聡 氏

〃

第９回２４．１１．１９�
（１４～１６時）

演題 『日本経済再生のために、今実行すべき政策とは？
～日本を代表するエコノミストが熱く語る』

講師 BNPパリバ証券 経済調査本部長 河野 龍太郎 氏
〃

第１０回２４．１２．２０�
（１４～１６時）

演題 『２０１３年の世界経済、日本経済を展望する』
講師 株式会社三菱総合研究所 主席研究員 チーフエコノミスト 武田 洋子 氏

〃

第１１回２５．１．１６�
（１４～１６時）

演題 『２０２０年“貯蓄率ゼロ経済”の世界で何が起こるのか
講師 ニッセイ基礎研究所 専務理事 櫨 浩一 氏

〃

第１２回２５．１．２８�
（１４～１６時）

演題 『日本の通商戦略の課題と将来展望』
講師 早稲田大学大学院アジア太平洋研究科 教授

２１世紀政策研究所 研究主幹 浦田 秀次郎 氏
〃

第１３回２５．３．１２� 演題 『習近平政権下の中国政治経済情勢と日本経済、日本企業への影響について』
講師 キヤノングローバル戦略研究所 研究主幹 瀬口 清之 氏

〃

― ２ ―
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特別セミナー

開 催 日 プ ロ グ ラ ム 会 場

第１回２４．１０．４�
（１４：００～１６：３０）

演 題 『経営者のための日本経済入門～景気循環、人口・産業構造の変化、デフレ問題、
為替相場、貿易収支等について学ぶ』

講 師 首都大学東京大学院 社会科学研究科 教授 村田 啓子 氏

ソニックシティ
市民ホール

第２回２４．１２．１４�
（１３：３０～１６：３０）

演 題 『企業競争力強化に向けたビッグデータの活用について』
講 師 富士通 インテリジェントサービス本部

戦略企画統括部 部長 徳永 奈緒美 氏
〃

第３回２４．１２．１７�
（１３：３０～１６：３０）

演 題 『事例から考える不正防止のための視点～内部監査の活用を中心に』
講 師 KPMGビジネスアドバイザリー� シニアマネジャー 林 拓矢 氏

〃

第４回２４．１．２１�
（１３：３０～１６：３０）

テーマ 『企業経営における知的財産の重要性について学ぶ』
講演� 『知的財産とは、そして知的財産を巡る最近の情勢について』
講 師 埼玉大学オープンイノベーションセンター

知的財産部門コーディネーター 弁理士 北島 恒之 氏
講演� 「企業での研究開発の進め方並びに知的財産権の活用について」
講 師 埼玉大学 非常勤講師 工学博士 角田 敦 氏

〃

第５回２４．２．２８�
（１３：３０～１６：３０）

演 題 『今後の企業経営の動向～IPO、M&A、事業構造改革等の推進について』（仮題）
講 師 あずさ監査法人 講師調整中

〃

埼玉大学特別公開講座

開 催 日 プ ロ グ ラ ム 会 場

第１講２４．７．１９�
（１４：００～１６：００）

演題 『なぜ経営戦略は現場に理解されないのか？
～今企業に求められる実践知の経営』

講師 埼玉大学経済学部長 教授 薄井 和夫 氏

ソニックシティ
市民ホール

第２講２４．１１．２�
（１４：００～１６：００）

演題 『改めて会社の格付け、債券の格付け等について学ぶ』
講師 埼玉大学経済学部 教授 箕輪 徳二 氏

〃

第３講２５．２．２１�
（１４：００～１６：００）

演題 調整中
講師 埼玉大学経済学部 教授 牛嶋 俊一郎 氏

〃

その他のプログラム

開 催 日 プ ロ グ ラ ム 会 場

２４．５．２５�
（１３：３０～１６：３０）

埼玉県産業労働部主要施策説明会
説明者 産業労働部 副部長 立川 吉朗 氏

〃 雇用労働局長 齊藤 修一 氏

ソニックシティ
研修室

２４．９．２６�
（１３：３０～１６：３０）

第１回埼玉大学・本会合同研究開発フォーラム
研究発表� 『イノベーションを目指したものづくり技能伝承と人材育成』

発表者 埼玉大学大学院理工学研究科 教授 綿貫 啓一 氏
研究発表� 『特許データの分析による日本企業の技術戦略』

発表者 埼玉大学経済学部 教授 菰田 文男 氏
研究発表	 『次世代自動車や医療・福祉機器における人に優しいヒューマンイン

ターフェイス技術～安全・安心・快適さを実現する研究・技術開発動向』
発表者 埼玉大学大学院理工学研究科 教授 綿貫 啓一 氏

ソニックシティ
市民ホール

― ３ ―



委員会・研究会の開催計画固まる
～委員会・研究会委員への積極的なご登録をお願いいたします

少子高齢化の進展、人口減少社会の到来、グローバル化の進行、さらにはオープン・イノベーシ
ョン、コ・クリエーションに代表される共創・協業の進展等、企業を取り巻く経営環境は激変して
おり、かつガバナンス強化、CSR推進等、企業に求められる課題もますます高度化、広範多岐に
わたってきています。
こうした状況の下、２４年度より各種情報提供機能をさらに強化・拡充するとともに、会員企業同

士の情報交換機会の充実を図る観点から、７つの委員会を新設いたしました。既に各委員会とも活
動を開始しておりますが、今般、今後の開催計画も決定し、開催済のプログラムとともに以下の通
りお知らせいたします。
会員の皆様におかれましては、別紙の委員登録申込書に必要事項をご記入の上、埼玉県経営者協

会宛FAXにてお申込みください。ご登録は随時受付いたします。
なお、委員としてのご登録は全ての委員会・研究会に１会員２名を上限に登録することできます。

委員へご登録いただきますと、開催案内はもちろんのこと、講演資料もメールでご送付いたします
ので、積極的なご登録をお願い申し上げます。

◆企業戦略研究会

開 催 日 プ ロ グ ラ ム 会 場

第１回２４．６．１３�
（１３：３０～１５：３０）

演 題 『M&Aの現状と事業承継への活用』
講 師 M&Aキャピタルパートナーズ� 代表取締役社長 中村 悟 氏

ソニックシティ
市民ホール

第２回２４．９．３�
（１４：００～１６：００）

演 題 『わが国サービス産業の海外市場進出について』
講 師 �独日本貿易振興機構（ジェトロ）生活文化・サービス産業部

サービス産業課 課長 北川 浩伸 氏
〃

第３回２４．１２．４�
（１３：３０～１６：３０）

演 題 『機能する戦略～経営戦略フレームワークの正しい使い方』
講 師 信州大学経営大学院 准教授 牧田 幸裕 氏

〃

第４回２４．１２．７�
（１３：３０～１６：３０）

演 題 『どうすれば差別化を機能させられるのか～ポーターの競争戦略を使いこなす』
講 師 信州大学経営大学院 准教授 牧田 幸裕 氏

〃

第５回２５．３（予定） �意見交換会「２５年度の活動内容について」 ソニックシティ
研修室

― ※上記の他に２５年２月にも研究会追加開催を検討中 ―

◆産業教育委員会

開 催 日 プ ロ グ ラ ム 会 場

第１回２４．６．２２�
（１３：３０～１６：３０）

�講演会
演 題 『産業教育の現状と課題』
講 師 埼玉県教育局県立学校部 高校教育指導課

産業教育担当 主幹（兼）主任指導主事 峰 稔浩 氏
�意見交換

ソニックシティ
研修室

第２回２４．１０．５�
（１３：００～１６：００）

教育現場の視察と意見交換会～埼玉県立大宮工業高校
埼玉県立
大宮工業高校

第３回２４．１１．１０	
（１０：００～１７：００）

産業教育フェア
�オープニング講演（１０：００～１１：００）
演 題『チャレンジすることの大切さ？』
講 師 ライフネット生命� 代表取締役副社長 岩瀬 大輔 氏

�産業教育フェア見学（１１：００～）

ソニックシティ
小ホール他

第４回２５．３（予定） �意見交換会「２５年度の活動内容について」 ソニックシティ
研修室

― ４ ―



◆グローバル委員会

開 催 日 プ ロ グ ラ ム 会 場

第１回２４．６．１１�
（１３：３０～１６：００）

演 題 『外国人留学生の採用・活用等について』
講 師 NAP合同会社 代表 田口 芳弘 氏

ソニックシティ
市民ホール

第２回２４．１２．１１�
（１４：００～１６：００）

演 題 『BOPビジネスの推進に向けて
～アジア・アフリカ諸国の成長機会をどうビジネスに結びつけるか？』

講 師 経済産業省貿易協力局 通商金融・経済協力課 中村 亮太 氏
〃

第３回２５．３（予定） �意見交換会「２５年度の活動内容について」 ソニックシティ
研修室

― ※上記の他に２５年３月にも委員会追加開催を検討中 ―

◆CSR委員会

開 催 日 プ ロ グ ラ ム 会 場

第１回２４．８．２１�
（１３：３０～１６：３０）

『NPOと企業とのマッチングフォーラム』
�NPOのプレゼンテーション
�NPOと企業関係者との名刺交換会

ソニックシティ
市民ホール

第２回２４．１０．１�
（１４：００～１６：００）

演 題 『もうやめよう！その法令遵守
～本当に尊敬されて胸を張って利益を出せる会社を創る方法』

講 師 増田パートナーズ法律事務所弁護士
米国ニューヨーク州弁護士 増田 英次 氏

〃

第３回２４．１１．１２�
（１４：００～１６：００）

演 題 『社会から信頼される企業を目指して
～企業不祥事例を踏まえ、あるべき経営倫理について考える』

講 師 埼玉大学経済学部経済学科 准教授 水村 典弘 氏
〃

第４回２４．１１．２９�
（１３：３０～１６：３０）

�講演
演 題 『発達障害者の理解と雇用促進・職場での配慮について』
講 師 埼玉障害者職業センター 主任障害者職業カウンセラー

安房 竜矢 氏
�事例発表�
テーマ 『発達障がい者の方々の雇用における工夫について』
発表者 �マルイキットセンター 取締役社長 武居 哲郎 氏

�事例発表�
テーマ 『当社 発達障がい者社員の採用から今日まで』
発表者 �アドバンテストグリーン 顧問 青木 一男 氏 当事者１名

〃

第５回２５．３（予定） �意見交換会「２５年度の活動内容について」 ソニックシティ
研修室

◆少子高齢化対策研究会

開 催 日 プ ロ グ ラ ム 会 場

第１回２４．６．１８�
（１４：００～１６：００）

演 題 『わが国の人口のゆくえ～少子高齢化、人口減少の将来展望』
講 師 国立社会保障・人口問題研究所 副所長 金子 隆一 氏

ソニックシティ
市民ホール

第２回２４．１０．２６	
（１４：００～１６：００）

演 題 『２１００年、人口３分の１の日本～衝撃の未来予想図』
講 師 上智大学経済学部 教授 鬼頭 宏 氏

〃

第３回２５．３（予定） �意見交換会「２５年度の活動内容について」 ソニックシティ
研修室

― ※上記の他に２５年２月にも研究会追加開催を検討中 ―

◆ウ－マノミクス推進委員会

開 催 日 プ ロ グ ラ ム 会 場

第１回２４．６．２７

（１３：３０～１６：３０）

�講演�
演 題 『女性の活躍推進のキーワードは“ポジティブ・アクション”』
講 師 �独労働政策研究・研修機構 主席統括研究員

前厚生労働省 雇用均等・児童家庭局長 伊岐 典子 氏
�講演

演 題 『ポジティブ・アクション実践的導入マニュアルの解説』
講 師 �２１世紀職業財団 中小企業診断士 大野 任美 氏

ソニックシティ
市民ホール

― ５ ―



開 催 日 プ ロ グ ラ ム 会 場

第２回２４．８．７�
（１３：３０～１６：３０）

�講演
演 題 『女性の活躍が職場にイノベーションを引き起こす』
講 師 �セブン＆アイホールディングス 顧問 水越 さくえ 氏

�パネルディスカッション テーマ『女性社員の活躍で企業を元気に！』
コーディネーター �セブン＆アイホールディングス 顧問 水越 さくえ 氏
パネリスト 東京海上日動火災保険�人事企画部 部長 岩田 みどり 氏

富士電機�人事・総務室 担当課長 大塚 裕美子 氏

ソニックシティ
市民ホール

第３回２４．９．２０�
（９：３０～１６：３０）

�『活躍する女性リーダーのための実践コーチング
～マネジメント、ビジネススキル、部下指導等について学ぶ』
講 師 �２１世紀職業財団 特任講師

BCS認定プロフェッショナルビジネスコーチ
WABC Certified Business Coach 加地 照子 氏

〃

第４回２４．１０．１８�
（１３：３０～１６：４０）

�平成２４年度「均等・両立推進企業表彰式」
�事例発表
�講演 演 題 『女性の活躍推進と企業の活性化推進について』

講 師 学習院大学経済学部経営学科 教授 今野 浩一郎 氏

〃

第５回２４．３（予定） �意見交換会「２５年度の活用内容について」 ソニックシティ
研修室

― ※２４年１２月、２５年１月にも委員会追加開催検討中 ―

◆人事労務委員会

開 催 日 プ ロ グ ラ ム 会 場

第１回２４．６．４�
（１３：３０～１６：３０）

�講演�
演 題『GPTWの働きがいのある会社調査とは』
講 師 Great Place to Work	 Insutitute Japan 代表 和田 彰 氏

�基調講演
演 題 『“働きがい”のある組織づくり～“夢の失われた会社”からの脱却』
講 師 法政大学 キャリアデザイン学部 准教授 木村 琢磨 氏

�事例発表 『わくわくルンルンな会社をつくるために』
発 表 者 �明光ネットワークジャパン 人事部長 植村 友一 氏

�パネルディスカッション「働きがいのある会社を目指して」
コーディネーター Great Place to Work	 Insutitute Japan 代表

和田 彰 氏
パネリスト 法政大学 キャリアデザイン学部 准教授 木村 琢磨 氏

�明光ネットワークジャパン 人事部長 植村 友一 氏

ソニックシティ
研修室

第２回２４．１０．２９�
（１４：００～１６：３０）

演 題 『いい会社とは何か～社員一人ひとりと向き合う会社が業績を伸ばす』
講 師 �リクルートマネジメントソリューションズ

組織行動研究所所長 古野 庸一 氏
〃

第３回２５．２．２５� テーマ『先進企業の組織活性化策・人事制度等について学ぶ』
�GPTW ２０１３年『働きがいのある会社調査』上位入賞企業 事例発表

ソニックシティ
市民ホール

第４回２５．３（予定） �意見交換会「２５年度の活動内容について」 ソニックシティ
研修室

◆地域社会問題委員会

開 催 日 プ ロ グ ラ ム 会 場

第１回２４．７．１９

（１３：３０～１６：３０）

�講 演
演 題 『迫り来るインフラ老朽化の危機～カギを握るシティ・マネジャーの存在～』
講 師 東洋大学経済学部 教授兼PPP研究センター長 根本 祐二 氏

�事例発表
テーマ 『インフラ老朽化に対する�いたま市の取り組みについて』
発表者 �いたま市 行財政改革本部 副理事 西尾 真治 氏

ソニックシティ
研修室

第２回２４．１０．３０�
（１４：００～１６：２０）

演 題 『認知症への理解を得るために』
講 師 公益社団法人 認知症の人と家族の会埼玉県支部

事務局長 安藤 幸男 氏

ソニックシティ
市民ホール

第３回２４．３（予定） �意見交換会「２５年度の活動内容について」 ソニックシティ
研修室

― ※２５年２月にも委員会追加開催を検討中 ―

― ６ ―
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平
成
二
四
年
度
第
三
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
開
催

『
良
い
現
場
を
日
本
に
残
そ
う
〜
現
場
か
ら
見

上
げ
る�
も
の
づ
く
り
戦
略
論
�』と
題
し
て

東
京
大
学
大
学
院
教
授
藤
本
隆
宏
氏
が
講
演

平
成
二
四
年
度
第
四
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
開
催

『
価
格
競
争
で
生
き
残
る
時
代
は
終
わ
っ
た
〜
こ
う

す
れ
ば
日
本
の
サ
ー
ビ
ス
業
は
変
わ
る
』と
題
し
て

（
独
）産
業
技
術
総
合
研
究
所
内
藤
耕
氏
が
講
演

平
成
二
四
年
度
三
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ

ー
は
、七
月
一
三
日
�
一
三
時
三
〇
分
よ

り
、パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
三
階
チ
エ
リ
ー

ル
ー
ム
に
お
い
て
、も
の
づ
く
り
研
究
の

世
界
的
権
威
で
あ
る
、
東
京
大
学
大
学

院
経
済
学
研
究
科
教
授
で
東
京
大
学
も

の
づ
く
り
経
営
研
究
セ
ン
タ
ー
セ
ン
タ

ー
長
、ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク

ー
ル
上
級
研
究
員
で
も
あ
る
、藤
本
隆
宏

氏
を
講
師
と
し
て
お
迎
え
し
、「
良
い
現

場
を
日
本
に
残
そ
う
〜
現
場
か
ら
見
上

げ
る�
も
の
づ
く
り
戦
略
論
�」と
題
し
て

開
催
し
、
九
三
名
の
方
々
が
参
加
し
た
。

藤
本
氏
は
、
講
演
の
冒
頭
、「
震
災

復
興
・
円
高
下
に
お
け
る
産
業
・
企
業
・

地
域
の
活
性
化
」
に
つ
い
て
、

�
東
日
本
大
震
災
は
「
グ
ロ
ー
バ
ル
競

争
下
の
先
進
国
（
高
コ
ス
ト
国
）
で

起
こ
っ
た
初
め
て
の
広
域
大
災
害
」

と
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
。

�
復
興
と
同
時
に
、
次
の
大
災
害
へ
の

備
え
が
必
要
だ
が
、
産
業
や
現
場
の

競
争
力
を
落
と
し
て
ま
で
そ
れ
を
行

う
余
裕
は
、
円
高
下
の
現
在
の
日
本

に
は
な
い
。
必
要
な
の
は
、
競
争
力

と
頑
強
性
の
両
立
で
あ
る
。

�
こ
の
状
況
で
、
企
業
や
政
府
の
意
思

決
定
は
、
雰
囲
気
に
流
さ
れ
た
「
震

災
の
心
理
」
や
「
円
高
の
心
理
」
で

は
な
く
、「
産
業
の
論
理
」「
競
争
の

論
理
」
に
基
づ
く
べ
き
で
あ
る
。

と
呼
べ
、
講
演
を
開
始
し
た
。

講
演
の
ポ
イ
ン
ト
は
以
下
の
通
り
。

◆
も
の
づ
く
り
現
場
発
の
戦
略
論
の
重

要
性

�
経
済
、
産
業
等
の
見
方
と
し
て
は
、

マ
ク
ロ
の
視
点
か
ら
、
ミ
ク
ロ
の
視

点
に
向
け
て
、�
「
日
本
経
済
論
・
世

界
経
済
論
」、�「
個
別
産
業
論
・
貿
易

論
」、�「
経
営
戦
略
論
」、	「
も
の
づ

く
り
戦
略
論
」、
「
生
活
者
�
現
場

人
の
人
生
」
の
五
つ
の
段
階
が
考
え

ら
れ
る
が
、
最
近
の
も
の
づ
く
り
産

業
に
は
、
こ
の
�
か
ら


の
マ
ク
ロ

か
ら
ミ
ク
ロ
の
議
論
が
う
ま
く
つ
な

が
っ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
課
題
・

問
題
点
が
あ
り
、や
は
り
、「
ま
ず
は
、

現
場
を
繰
り
返
し
観
察
す
る
こ
と
か

ら
出
発
す
る
」
と
い
う
も
の
づ
く
り

現
場
発
の
戦
略
論
が
重
要
で
あ
る
。

◆
も
の
づ
く
り
産
業
の
取
組
む
べ
き
こ

と
�
国
内
拠
点
の
も
の
づ
く
り
能
力
の
再

構
築

グ
ロ
ー
バ
ル
化
シ
ョ
ッ
ク
へ
の
緊
急

対
応
で
、
近
年
、
能
力
構
築
能
力
が
弱

ま
っ
た
。
現
在
は
、「
長
期
・
多
能
工
・

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
・
能
力
構
築
・
高
生
産

性
・
高
賃
金
路
線
」
を
再
び
目
指
す
か
、

「
短
期
・
単
能
工
・
低
生
産
性
・
低
賃

金
路
線
」
を
国
内
で
続
け
る
か
の
分
岐

点
に
あ
る
。
前
者
の
立
場
を
と
る
の
で

あ
れ
ば
、国
内
に
は「
進
化
す
る
現
場
」

し
か
い
ら
な
い
。

�
戦
略
構
築
力
の
強
化

従
来
、
多
く
の
日
本
企
業
は
、
戦
略

構
想
力
を
弱
点
と
し
て
き
た
。
い
わ
ゆ

る
�
強
い
工
場
・
弱
い
本
社
�
の
問
題

で
あ
る
。
こ
の
状
況
を
改
善
す
る
た
め

に
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
見
直
し
て
、

ブ
ラ
ン
ド
構
築
で
儲
か
る
国
内
拠
点
の

確
保
が
不
可
欠
。
そ
の
た
め
に
は
、
設

計
図
の
読
め
る
事
務
屋
と
戦
略
の
わ
か

る
技
術
屋
の
連
携
、「
ア
ー
キ
テ
ク
チ

ャ
」
の
位
置
取
り
を
再
点
検
す
る
等
を

通
じ
た
現
場
を
生
か
す
事
業
戦
略
の
構

築
が
重
要
で
あ
る
。

�
適
財
適
所
の
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
見
直

し中
国
華
南
、
中
国
東
北
、
ア
セ
ア
ン
、

イ
ン
ド
な
ど
に
、
適
財
適
所
で
何
を
配

置
す
る
か
が
重
要
。
そ
の
た
め
に
は
、

適
切
な
組
織
能
力
評
価
が
カ
ギ
と
な
る
。

�
複
雑
化
へ
の
対
応

経
済
社
会
的
制
約
条
件
（
安
全
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
、
環
境
保
全
）
な
ど
か
ら
、

顧
客
要
求
は
益
々
厳
し
く
な
る
と
想
定

さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
応
し
、
製
品
の
制

御
複
雑
化
、
イ
ン
テ
グ
ラ
ル
化
、
サ
イ

エ
ン
ス
集
約
化
が
進
展
す
る
。
と
り
わ

け
、
メ
カ
設
計
・
エ
レ
キ
設
計
・
ソ
フ

ト
設
計
の
同
時
複
雑
化
が
、
各
社
の
挑

戦
課
題
に
な
っ
て
お
り
、
ギ
リ
ギ
リ
の

対
応
を
し
て
い
る
の
が
現
状
。
し
か
し
、

こ
れ
を
乗
り
切
れ
ば
、
次
の
時
代
の
競

争
戦
略
を
確
立
で
き
る
。

◇
二
一
世
紀
型
製
造
業
の
人
材
育
成
に

対
す
る
私
見

今
後
の
製
造
業
に
は
、「
強
い
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ン
」
と
「
強
い
ス
ト
ラ
テ
ジ

ー
」
の
両
立
と
も
の
づ
く
り
の
強
味
を

し
っ
か
り
収
益
に
結
び
つ
け
る
「
戦
略

構
想
力
」
が
不
可
欠
。
そ
し
て
、
そ
の

た
め
に
必
要
な
人
材
は
、
戦
略
の
概
念

を
理
解
す
る
技
術
屋
（
理
科
系
）
と
技

術
屋
さ
ん
と
有
意
義
な
対
話
の
で
き
る

事
務
屋
（
文
科
系
）。
特
に
文
科
系
人

材
育
成
の
た
め
に
は
、
学
部
に
お
け
る

理
科
系
と
連
携
し
た
「
も
の
づ
く
り
経

営
学
の
教
育
」、
こ
れ
を
前
提
と
し
た

「
泥
臭
い
（
問
題
発
見
型
）
エ
リ
ー
ト

教
育
」、
そ
し
て
そ
の
延
長
線
上
に
あ

る
「
大
学
院
教
育
の
拡
充
」
の
三
つ
が

必
要
で
あ
る
。

平
成
二
四
年
度
第
四
回
ト
ッ
プ
セ
ミ

ナ
ー
は
、
七
月
十
八
日
�
一
四
時
よ
り
、

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
四
階
市
民
ホ
ー

ル
に
お
い
て
、
サ
ー
ビ
ス
・
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
研
究
の
日
本
の
第
一
人
者
で
あ

る
、
独
立
行
政
法
人
産
業
技
術
総
合
研

究
所
サ
ー
ビ
ス
工
学
研
究
セ
ン
タ
ー
副

研
究
セ
ン
タ
ー
長
内
藤
耕
氏
を
講
師
と

し
て
お
迎
え
し
、
価
格
競
争
で
生
き
残

る
時
代
は
終
わ
っ
た
〜
こ
う
す
れ
ば
日

本
の
サ
ー
ビ
ス
業
は
変
わ
る
」
と
題
し

開
催
し
、
七
五
名
の
方
々
が
参
加
し
た
。

講
演
の
ポ
イ
ン
ト
は
以
下
の
通
り
。

◆
企
業
を
取
り
巻
く
厳
し
い
情
勢

現
在
の
日
本
経
済
は
、少
子
高
齢
化
・

人
口
減
少
に
よ
る
需
要
収
縮
、
企
業
数

減
少
以
上
の
需
要
減
の
進
行
、
供
給
過

講
演
す
る
藤
本
隆
宏
氏

熱
の
こ
も
っ
た
講
演
で
講
演
時
間
は
予

定
よ
り
３０
分
超
過
し
た

世
界
的
な
研
究
者
の
講
演
に
多
数
の
会

員
が
参
加
し
た

講
演
す
る
内
藤
耕
氏

― ８ ―



平
成
二
四
年
度
第
五
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
開
催

『
ク
ラ
ウ
ド
が
変
え
る
世
界
〜
Ｉ
Ｃ
Ｔ
が
も
た
ら
す
企
業

経
営
と
社
会
シ
ス
テ
ム
の
新
潮
流
』と
題
し
て
前
日
本
電

信
電
話
�
代
表
取
締
役
副
社
長
宇
治
則
孝
氏
が
講
演

剰
で
低
価
格
競
争
の
激
化
、
品
質
の
維

持
・
向
上
へ
の
要
求
レ
べ
ル
の
向
上
、

さ
ら
に
は
単
独
世
帯
の
増
加
等
に
よ
る

消
費
単
位
の
少
人
数
化
な
ど
が
同
時
に

進
行
し
て
お
り
、
企
業
に
と
っ
て
極
め

て
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

◆
サ
ー
ビ
ス
産
業
は
「
顧
客
満
足
Ｖ
Ｓ

作
業
効
率
」
の
二
律
相
反
状
態

こ
う
し
た
環
境
に
あ
っ
て
、
サ
ー
ビ

ス
産
業
は
、「
顧
客
満
足

Ｖ
Ｓ

作

業
効
率
」
の
関
係
に
あ
り
、
顧
客
満
足

を
追
求
す
れ
ば
作
業
効
率
が
低
下
し
、

逆
に
作
業
効
率
を
向
上
さ
せ
れ
ば
顧
客

満
足
が
低
下
す
る
と
い
う
、
二
律
相
反

状
態
に
お
か
れ
て
い
る
。

◆
科
学
的
・
工
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ

る
業
務
革
新

し
か
し
な
が
ら
、
一
部
の
サ
ー
ビ
ス

産
業
で
は
、
科
学
的
・
工
学
的
な
ア
プ

ロ
ー
チ
に
よ
る
業
務
革
新
を
通
じ
顧
客

満
足
度
向
上
と
と
も
に
も
作
業
効
率
向

上
も
同
時
に
達
成
し
、「
顧
客
満
足

Ｖ
Ｓ

作
業
効
率
」
の
二
律
相
反
状
況

を
改
善
し
、
業
務
革
新
に
成
功
し
た
事

例
も
出
て
き
て
い
る
。

◆
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
究
極
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ

東
日
本
大
震
災
の
発
生
に
よ
り
、
被

災
地
の
サ
ー
ビ
ス
産
業
は
大
き
な
打
撃

を
受
け
た
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
中
に

あ
っ
て
も
着
実
に
業
績
を
伸
ば
し
て
い

る
企
業
も
見
ら
れ
る
。

そ
う
し
た
企
業
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、

�
小
商
圏

�
個
人
客

�
日
常
需
要

�
効
率
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

の
四
つ
で
あ
り
、
地
道
な
顧
客
満
足
の

効
率
的
な
実
現
へ
の
努
力
が
最
大
の
緊

急
時
の
備
え
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
物

語
っ
て
い
る
。

平
成
二
四
年
度
第
五
回
ト
ッ
プ
セ
ミ

ナ
ー
は
、
七
月
二
三
日
�
一
三
時
三
〇

分
よ
り
、
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
四
階
ロ
ー
ズ

ル
ー
ム
に
お
い
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
戦
略

の
日
本
の
第
一
人
者
で
あ
る
前
日
本
電

信
電
話
�
代
表
取
締
役
副
社
長
（
現
顧

問
）
宇
治
則
孝
氏
を
講
師
と
し
て
お
迎

え
し
、「
ク
ラ
ウ
ド
が
変
え
る
世
界
〜

Ｉ
Ｃ
Ｔ
が
も
た
ら
す
企
業
経
営
と
社
会

シ
ス
テ
ム
の
新
潮
流
」
と
題
し
て
開
催

し
、
五
九
名
の
方
々
が
参
加
し
た
。

講
演
の
ポ
イ
ン
ト
は
以
下
の
通
り
。

■
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
潮
流
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
イ

ン
フ
ラ
の
現
状

�
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
、
固
定
・
移
動

と
も
、
通
信
速
度
が
概
ね
十
五
年
で

一
五
〇
〇
倍
。
ま
た
、
モ
バ
イ
ル
契

約
数
は
全
世
界
で
五
四
億
で
固
定
の

一
二
億
を
大
き
上
回
り
増
加
傾
向
。

特
に
途
上
国
に
お
い
て
そ
の
傾
向
が

顕
著
。
ま
た
、
現
状
ス
マ
ー
ト
端
末

が
急
速
に
普
及
し
て
い
る
状
況
に
あ

る
。

�
現
状
わ
が
国
は
、
米
国
、
英
国
、
韓

国
と
比
べ
、
教
育
、
行
政
、
医
療
等

の
公
的
分
野
で
の
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド

利
活
用
の
進
展
に
遅
れ
が
あ
り
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
利
活
用
の
促
進
が
重
要
な
課
題

と
な
っ
て
い
る
。

�
ま
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
と
関
連
す
る
ビ
ジ
ネ
ス

の
潮
流
と
し
て
は
、
�
リ
ソ
ー
ス
は

「
持
つ
」
か
ら
「
使
う
」
へ
の
	
パ

ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト

、
�
放
送
と
通

信
、
家
電
と
ネ
ッ
ト
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
の
融
合
、

�
人
・
モ
ノ
・
金
・
情
報
の
グ
ロ
ー

バ
ル
化
の
三
つ
を
あ
げ
る
こ
と
が
で

き
る
。

■
企
業
経
営
と
社
会
シ
ス
テ
ム
の
新
潮

流
◇
ク
ラ
ウ
ド
の
進
展

ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
は
一
般
的
に
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン

ド
回
線
を
経
由
し
て
、
デ
ー
タ
セ
ン
タ

ー
に
蓄
積
さ
れ
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
資
源

を
役
務
（
サ
ー
ビ
ス
）
と
し
て
、
第
三

者
（
利
用
者
）
に
対
し
て
遠
隔
地
か
ら

提
供
す
る
も
の
と
定
義
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
特
長
は
、
拡
張
性
、
可
用
性
、
俊

敏
性
、
計
測
管
理
制
、
経
済
性
に
あ
る
。

ク
ラ
ウ
ド
は
、
提
供
主
体
に
応
じ
て
、

�
企
業
向
け
ク
ラ
ウ
ド
、
�
公
共
サ
ー

ビ
ス
ク
ラ
ウ
ド
、
�
個
人
向
け
ク
ラ
ウ

ド
の
三
つ
に
分
類
さ
れ
、
現
状
様
々
な

サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
て
い
る
。

◇
コ
ン
バ
ー
ジ
ェ
ン
ス
の
時
代
へ

現
在
ク
ラ
イ
ド
は
融
合
の
時
代
を
迎

え
、
以
下
の
よ
う
な
様
々
な
サ
ー
ビ
ス

等
が
創
出
さ
れ
て
い
る
。

�
放
送
と
通
信
の
進
化
・
融
合
に
よ
る

Ｉ
Ｐ
Ｔ
Ｖ
、
マ
ル
チ
ス
ク
リ
ー
ン
。

�
マ
ル
チ
デ
バ
イ
ス
対
応
の
コ
ン
テ
ン

ツ
流
通
の
加
速

�
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
融
合
に
よ

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
の
最
適
化
、
ス

マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
テ
ィ

�
ホ
ー
ム
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
用
い
た
家
電
・
創

エ
ネ
機
器
・
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

見
え
る
化
、
機
器
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

に
よ
る
家
庭
内
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化

�
医
療
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
融
合
に
よ
る
医
療

情
報
の
電
子
化
・
連
携
、
医
薬
品
開

発
の
革
新
、
予
防
医
療
の
促
進

■
将
来
に
向
け
て

最
後
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
長
年
携
わ
っ
て

き
た
者
と
し
て
、
今
後
の
日
本
の
Ｉ
Ｃ

Ｔ
の
進
む
べ
き
方
向
に
つ
い
て
は
、
以

下
の
よ
う
に
考
え
る
。

◇
産
官
学
に
お
け
る
取
り
組
み
の
強
化

と
連
携

現
在
日
本
に
は
、
社
会
制
度
や
仕
組

み
の
整
備
、
制
度
疲
労
等
が
課
題
と
し

て
山
積
し
て
い
る
。

政
府
レ
ベ
ル
や
民
間
レ
ベ
ル
で
様
々

な
意
見
、
様
々
な
議
論
が
な
さ
れ
て
い

る
が
、
実
際
に
ク
ラ
ウ
ド
の
利
活
用
を

促
進
加
速
す
べ
き
で
あ
る
。

◇
進
化
の
た
め
の
道
筋

国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
Ｉ
Ｃ

Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
戦
略
の
日
本
の
権
威
に
よ

る
講
演

真
剣
に
説
明
に
聞
き
入
る
参
加
者

講
演
す
る
宇
治
則
孝
氏

講
師
の
説
明
に
真
剣
に
耳
を
傾
け
る
参

加
者

― ９ ―



平
成
二
四
年
度
第
六
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
開
催

『
な
ぜ
、日
本
企
業
は�
グ
ロ
ー
バ
ル
化
で
つ
ま
ず
く
の

か
〜
世
界
の
先
進
企
業
に
学
ぶ
リ
ー
ダ
ー
育
成
法
』

と
題
し
て
Ｉ
Ｍ
Ｄ
日
本
代
表
高
津
尚
志
氏
が
講
演

Ｔ
に
関
す
る
様
々
な
「
総
合
特
区
制

度
」
が
創
設
さ
れ
る
こ
と
に
大
き
な
期

待
を
抱
い
て
い
る
。

ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
に
求
め
ら

れ
る
こ
と
は
、変
革
を
恐
れ
ず
に
、新
た

な
環
境
に
適
応
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。

◇
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
存
在
に
な
る

日
本
は
「
課
題
先
進
国
」
に
留
ま
る

の
で
は
な
く
、「
課
題
解
決
先
進
国
」

へ
と
変
貌
を
遂
げ
る
べ
き
。

そ
し
て
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
関
す
る
日
本
の
役

割
は
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活
用
の
ノ
ウ
ハ
ウ
・
実

績
を
世
界
に
示
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。

日
本
は
、
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
存
在

に
な
る
た
だ
け
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
持

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

平
成
二
四
年
度
第
六
回
ト
ッ
プ
セ
ミ

ナ
ー
は
、
八
月
二
九
日
�
一
四
時
よ
り
、

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
四
階
市
民
ホ
ー

ル
に
お
い
て
、「
世
界
競
争
力
ラ
ン
キ

ン
グ
」
を
毎
年
発
表
し
大
変
注
目
を
浴

び
て
い
る
ス
イ
ス
の
世
界
的
な
ビ
ジ
ネ

ス
ス
ク
ー
ル
Ｉ
Ｍ
Ｄ
（International

Institute
for
M
anagem

ent
D
evel-

opm
ent

）
日
本
代
表
の
高
津
尚
志
氏

を
講
師
と
し
て
お
迎
え
し
、「
な
ぜ
、

日
本
企
業
は
�
グ
ロ
ー
バ
ル
化
で
つ
ま

ず
く
の
か
〜
世
界
の
先
進
企
業
に
学
ぶ

リ
ー
ダ
ー
育
成
法
」
と
題
し
て
開
催
し
、

六
九
名
の
方
々
が
参
加
し
た
。

講
演
の
ポ
イ
ン
ト
は
以
下
の
通
り
。

◆
日
本
企
業
は
果
た
し
て
「
グ
ロ
ー
バ

ル
企
業
」
と
言
え
る
の
か
？

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
道
筋
に
お
け
る
各

段
階
を
、
事
業
面
と
Ｈ
Ｒ
Ｍ
（H

um
an

Resource
M
anagem

ent

）
面
か
ら
み

る
と
、
ま
ず
、
事
業
面
で
は
、
�
国
内

に
焦
点
、
�
輸
出
、
�
地
域
に
焦
点
、

�
国
境
な
き
グ
ロ
ー
バ
ル
事
業
の
四
段

階
に
、
そ
し
て
、
Ｈ
Ｒ
Ｍ
面
で
は
、
�

輸
出
に
は
じ
ま
り
、
続
い
て
�
現
地
へ

本
国
の
マ
ネ
ジ
ャ
ー
派
遣
、
�
現
地
人

材
の
現
地
ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
へ
の

登
用
な
ど
の
ロ
ー
カ
ル
化
、
�
グ
ロ
ー

バ
ル
化
、
す
な
わ
ち
国
籍
を
問
わ
な
い

適
材
適
所
の
人
材
活
用
の
四
段
階
に
分

か
れ
る
。

こ
の
事
業
面
、
Ｈ
Ｒ
Ｍ
面
の
両
面
か

ら
、
ま
た
、
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
の
真
の

定
義
（
パ
ス
ポ
ー
ト
の
色
に
と
ら
わ
れ

ず
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト

を
重
ん
じ
、
地
球
上
の
ど
こ
で
で
も
事

業
を
行
え
る
企
業
）
に
照
ら
し
て
み
る

と
、
日
本
の
代
表
的
な
企
業
で
あ
っ
て

も
、
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
と
は
言
え
な
い

の
で
あ
る
。

◆
な
ぜ
日
本
企
業
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
で

つ
ま
ず
く
の
か

現
状
、
日
本
企
業
は
新
興
国
で
勝
て

な
く
な
っ
て
い
る
。こ
れ
は
特
定
企
業
や

特
定
製
品
の
問
題
で
は
な
く
、
日
本
企

業
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
に
要
因
が
あ
る
。

な
ぜ
、
日
本
企
業
が
グ
ロ
ー
バ
ル
化

で
つ
ま
ず
い
た
の
か
、
そ
の
要
因
を
考

え
る
と
以
下
の
諸
点
に
集
約
さ
れ
る
。

�
も
は
や
競
争
優
位
で
な
い
「
高
品

質
」
に
こ
だ
わ
り
続
け
た
。

�
生
態
系
（
ビ
ジ
ネ
ス
生
態
系
�
複
数

の
産
業
の
境
界
線
が
融
合
し
あ
い
、

多
種
多
様
な
企
業
が
共
調
と
競
争
を

繰
り
返
す
混
沌
と
し
た
事
業
環
境
の

な
か
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
共
生
し
あ
う

関
係
性
を
ベ
ー
ス
に
し
た
ビ
ジ
ネ
ス

イ
ン
フ
ラ
の
体
系
）
構
築
が
肝
心
な

の
に「
モ
ノ
」し
か
見
て
こ
な
か
っ
た
。

�
地
球
規
模
の
長
期
戦
略
が
曖
昧
で
取

り
組
み
が
遅
れ
た
。

�
生
産
現
場
以
外
の
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
が
う
ま
く
で

き
な
か
っ
た
、

も
っ
と
単
刀
直
入
に
言

え
ば
、「
視
野
狭
窄
」、「
土

俵
違
い
」、「
多
様
な
人
材

の
欠
如
」
が
日
本
企
業
が

グ
ロ
ー
バ
ル
化
で
つ
ま
ず

い
た
要
因
で
あ
る
。

そ
し
て
、
い
ま
の
日
本

企
業
に
問
わ
れ
て
い
る
こ

と
は
、
�
「
大
卒
、
生
え

抜
き
、
日
本
人
男
性
」
を

ど
う
鍛
え
直
す
か
、
�
そ

れ
以
外
の
層
を
ど
う
組
み
入
れ
る
か
、

�
両
者
の
間
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

ど
う
実
現
す
る
か
の
三
点
で
あ
り
、
今

後
は
こ
れ
ら
の
問
い
に
答
え
て
い
く
こ

と
を
通
じ
、「
日
本
式
経
営
の
輸
出
か

ら
良
識
あ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
経
営
」
へ
の

変
革
を
図
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

◆
グ
ロ
ー
バ
ル
・
リ
ー
ダ
ー
育
成
に
お

い
て
考
え
る
べ
き
こ
と

�
い
つ
も
同
じ
フ
ィ
ー
ル
ド
で
あ
る
安

全
地
帯
か
ら
引
き
出
し
、
フ
ロ
ン
テ

ィ
ア
に
立
た
せ
る
（
修
羅
場
を
経
験

さ
せ
る
）

�
目
的
は
「
人
材
育
成
」
か
、
そ
れ
と

も
「
会
社
の
変
革
」
か
。
当
然
、
会

社
の
変
革
が
目
的
で
あ
る
。

�
研
修
は
「
気
づ
き
、
き
っ
か
け
、
覚

悟
」
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
。
そ
し
て
、

研
修
後
に
ど
の
よ
う
な
場
を
提
供
す

る
の
か
等
、
研
修
後
の
フ
ォ
ロ
ー
が

重
要
で
あ
る
。

�
外
国
語
能
力
の
基
盤
は
言
語
運
用
能

力
。
日
本
語
の
質
が
外
国
語
能
力
を

左
右
す
る
。
具
体
的
に
は
、
日
本
語

で
の
論
理
的
な
能
力
を
身
に
つ
け
る

こ
と
が
重
要
。
日
本
語
で
の
論
理
的

能
力
が
な
い
の
に
、
外
国
語
で
の
論

理
的
能
力
は
発
揮
で
き
な
い
。

	
人
間
の
成
長
力
を
侮
ら
な
い
。
若
手

を
鍛
え
る
の
み
で
は
間
違
い
。
オ
ジ

サ
ン
達
も
十
分
に
変
わ
り
得
る
の
で

あ
る
。
人
間
は
い
く
つ
に
な
っ
て
も

成
長
す
る
の
で
あ
る
。

◆
日
本
の
人
材
育
成
へ
の
疑
問

次
の
よ
う
な
二
つ
の
項
目
が
当
然

「
Ａ
Ｎ
Ｄ
」
で
あ
る
べ
き
こ
と
が
、「
Ｏ

Ｒ
」
に
な
っ
て
い
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、

ど
ち
ら
も
重
要
で
あ
る
の
も
係
ら
ず
、

一
方
の
視
点
に
留
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ

が
日
本
の
人
材
育
成
の
問
題
点
で
あ
る

と
考
え
る
。



新
人
・
若
手
�
ミ
ド
ル
・
経
営
層



Ｍ
Ｂ
Ａ
的
な
も
の
�
軸
・
哲
学
・
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ



日
本
�
世
界



日
本
人
・
正
社
員
�
外
国
人
ほ
か



渦
中
・
最
中
�
事
前
・
事
後

参
加
者
は
「
グ
ロ
ー
バ
ル
マ
イ
ン
ド
」
の
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
も

行
っ
た
（
説
明
に
回
る
講
師
）

注
目
の
講
演
で
あ
っ
た
た
め
多

数
の
質
問
が
出
さ
れ
た

講
演
す
る
高
津
尚
志
氏
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『
女
性
社
員
の
活
躍
で
企
業
を
元
気

に
！
』
を
テ
ー
マ
に
講
演
会
と
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
開
催

〜
第
二
回
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
推
進
委
員
会

平
成
二
十
四
年
度
第
一
回
の
地
域
社
会
問
題
委

員
会
（
委
員
長
：
光
山
由
一
東
日
本
電
信
電
話
�

埼
玉
支
店
長
・
本
会
副
会
長
）
を
七
月
十
九
日
�

午
後
、
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
九
〇
六
会
議
室
で

開
催
し
、
約
二
十
名
の
方
々
が
参
加
し
た
。

日
本
の
高
度
成
長
期
に
整
備
さ
れ
た
公
共
施
設
、

道
路
、
橋
梁
、
上
・
下
水
道
、
港
湾
な
ど
の
イ
ン

フ
ラ
（
社
会
資
本
）
は
現
在
想
像
以
上
に
老
朽
化

し
て
お
り
、
現
状
そ
の
対
策
は
ほ
と
ん
ど
考
慮
さ

れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
必
要
と
な
る
財
源
の
ほ
と

ん
ど
も
確
保
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
今
回
の
地
域
社
会

問
題
委
員
会
は
、「
迫
り
来
る
イ
ン
フ
ラ
老
朽
化

の
危
機
〜
カ
ギ
を
握
る
シ
テ
ィ
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

の
存
在
〜
」
を
テ
ー
マ
に
、
公
民
連
携
、
地
域
再

生
研
究
の
日
本
の
第
一
人
者
で
あ
る
東
洋
大
学
経

済
学
部
教
授
兼
Ｐ
Ｐ
Ｐ
研
究
セ
ン
タ
ー
長
の
根
本

祐
二
氏
を
講
師
と
し
て
お
迎
え
し
た
講
演
会
と

「
イ
ン
フ
ラ
老
朽
化
に
対
す
る
さ
い
た
ま
市
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
同
市
行

財
政
改
革
本
部
副
理
事
の
西
尾
真
治
氏
が
事
例
発

表
を
行
っ
た
。

開
会
に
あ
た
り
、
光
山
委
員
長
が
挨
拶
、
そ
の

後
、
根
本
祐
二
東
洋
大
学
教
授
兼
Ｐ
Ｐ
Ｐ
研
究
セ

ン
タ
ー
長
が
、
�
シ
テ
ィ
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
導
入

の
必
要
性
、
�
公
共
施
設
・
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化

問
題
、
�
イ
ン
フ
ラ
老
朽
化
の
実
態
お
よ
び
事
例

紹
介
、
�
増
大
す
る
更
新
投
資
需
要
と
減
少
す
る

公
共
投
資
予
算
（
老
朽
化
に
よ
る
更
新
投
資
の
必

要
性
は
全
国
的
で
、
今
後
五
〇
年
に
わ
た
っ
て
年

間
八
・
一
兆
円
の
更
新
投
資
が
必
要
）、
�
埼
玉

県
宮
代
町
を
は
じ
め
各
自
治
体
の
公
民
連
携
に
よ

る
診
断
結
果
、
	
公
共
施
設
の
多
機
能
化
に
よ
る

不
動
産
の
有
効
活
用
、


イ
ン
フ
ラ
の
包
括
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
、
�
イ
ン
フ
ラ
老
朽
化
問
題
に
対
し
、

今
後
民
間
企
業
や
市
民
が
取
り
組
む
べ
き
事
例
、

な
ど
に
つ
い
て
講
演
し
た
。

続
い
て
の
事
例
発
表
で
は
、
西
尾
真
治
さ
い
た

ま
市
行
財
政
改
革
推
進
本
部
副
理
事
が
、「
さ
い

た
ま
市
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
」
を
紹
介

し
、
�
公
共
施
設
の
老
朽
化
問
題
と
は
、
�
さ
い

た
ま
市
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
の
狙
い
、

�
さ
い
た
ま
市
の
現
状
と
課
題
、
�
公
共
施
設
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
特
長
、
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
、

○
長
寿
命
化
・
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
推
進
、

○
施
設
整
備
に
お
け
る
事
前
協
議
、
○
公
共
施
設

の
複
合
化
の
推
進
、
○
Ｐ
Ｐ
Ｐ
（
民
間
資
金
等
活

用
事
業
手
法
）
の
推
進
な
ど
の
必
要
性
を
強
調
し

た
。

平
成
二
四
年
度
第
二
回
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
推
進

委
員
会
は
、
八
月
七
日
�
、
一
三
時
三
〇
分
よ
り
、

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
階
市
民
ホ
ー
ル
で
「
女
性
社

員
の
活
躍
で
企
業
を
元
気
に
！
」
を
テ
ー
マ
に
、

講
演
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
開
催
さ
れ
、

五
八
名
の
方
々
が
参
加
し
た
。

委
員
会
は
、
ま
ず
セ
ブ
ン
＆
ア
イ
・
ホ
ー
ル
デ

ィ
ン
グ
ス
常
務
執
行
役
員
、
セ
ブ
ン
＆
ア
イ
出
版

代
表
取
締
役
社
長
、
さ
ら
に
は
経
済
同
友
会
社
会

的
責
任
経
営
委
員
会
委
員
長
等
を
お
務
め
に
な
ら

れ
た
、
現
セ
ブ
ン
＆
ア
イ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
顧

問
の
水
越
さ
く
え
氏
よ
り
、『
女
性
の
活
躍
が
職

場
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
引
き
起
こ
す
』
と
題
す

る
講
演
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、
水
越
氏
が
コ
ー
デ

イ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
、「
女
性
社
員
の
活
躍
で
企

業
を
元
気
に
！
」
を
テ
ー
マ
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
ま
ず
、
パ
ネ

リ
ス
ト
で
あ
る
東
京
海
上
日
動
火
災
保
険
�
人
事

企
画
部
部
長

岩
田
み
ど
り
氏
と
富
士
電
機
�
人

事
・
総
務
室
担
当
課
長
大
塚
裕
美
子
氏
の
両
氏
か

ら
取
組
事
例
の
報
告
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
活
発
な

意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
最
後
に
会
場
か
ら
多
数
の

質
問
が
出
さ
れ
、
活
発
な
委
員
会
と
な
っ
た
。

『
迫
り
来
る
イ
ン
フ
ラ
老
朽
化
の
危
機
』

を
テ
ー
マ
に
講
演
と
事
例
発
表

第
一
回
地
域
社
会
問
題
委
員
会
を
開
催

講
演
す
る
水
越
さ
く
え
氏

西
尾
真
治
さ
い
た
ま
市
行
財
政
改
革
推

進
本
部
副
理
事

事
例
発
表
を
す
る
岩
田
み
ど
り
氏

根
本
祐
二
東
洋
大
学
教
授
兼
Ｐ
Ｐ
Ｐ
研

究
セ
ン
タ
ー
長

光
山
由
一
地
域
社
会
問
題
委
員
長
（
東

日
本
電
信
電
話
�
埼
玉
支
店
長
）

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
風
景

事
例
発
表
を
す
る
大
塚
裕
美
子
氏
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第
一
回
Ｃ
Ｓ
Ｒ
委
員
会

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
企
業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
開
催

〜
昨
年
に
続
き
二
回
目
の
開
催

埼
玉
大
学
大
学
院
「
知
的
財
産
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
終
了

〜
本
会
社
員
も
多
数
参
加

平
成
二
四
年
度
よ
り
各
種
企
業
の
不
祥
事
例
等

を
題
材
と
す
る
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
等
を
通
じ
企
業

倫
理
・
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
あ
る
べ
き

姿
、
企
業
の
危
機
管
理
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
等
に
つ
い

て
研
究
す
る
と
と
も
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
連
携
を
図

る
な
ど
、
企
業
の
新
し
い
社
会
貢
献
活
動
の
形
を

検
討
す
る
こ
と
を
目
的
に
Ｃ
Ｓ
Ｒ
委
員
会
を
新
設

い
た
し
ま
し
た
。

今
般
、
そ
の
第
一
回
目
と
し
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
企

業
の
連
携
の
可
能
性
を
追
求
す
る
目
的
で
、
平
成

二
四
年
八
月
二
一
日
�
、
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル

四
階
の
市
民
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
企
業

の
マ
ッ
チ
ン
グ
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
埼
玉
県
県
民
生
活

部
と
共
同
で
開
催
し
、
六
一
名
の
方
々
が
参
加
し

た
。フ

ォ
ー
ラ
ム
は
、
ま
ず
埼
玉
県
県
民
生
活
部
共

助
社
会
づ
く
り
課
課
長
下
田
正
幸
氏
の
挨
拶
に
は

じ
ま
り
、
続
い
て
埼
玉
県
「
新
し
い
公
共
」
支
援

運
営
委
員
会
委
員
勝
浦
信
幸
氏
よ
り
「
共
助
社
会

に
向
け
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
企
業
と
の
協
働
」
と
題
す
る

講
演
が
行
わ
れ
た
。

そ
の
後
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に

移
り
、
企
業
の
社
会
貢
献
活
動
に
資
す
る
事
業
を

実
施
し
て
い
る
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
九
団
体
が
登
場
、
自
社

の
取
組
み
等
に
つ
い
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
行

い
、
そ
の
後
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
た
。

ま
た
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
終
了
後
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
企
業

の
担
当
者
が
名
刺
交
換
等
を
行
い
、
連
携
・
協
働

に
向
け
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

当
日
、
登
場
し
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
つ
い
て
は
以
下
の

通
り
。
な
お
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
資
料
は
会

員
専
用
ペ
ー
ジ
に
掲
示
済
で
す
の
で
、
ご
覧
く
だ

さ
い
。

�
サ
ポ
ー
ト
あ
お
い

�
く
き
Ｃ
Ａ
Ｐ

�
新
座
子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

�
Ｓ
Ｒ
Ｃ

�
演
劇
普
及
ク
ラ
ブ
・
ス
タ
ー
ト
ボ
ッ
ク
ス

�
楽
市
楽
座

	
住
ま
い
の
安
全
と
防
犯
の
会



東
上
線
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ネ
ッ
ト
・
地
域
雇
用
推
進
委
員

会
�
救
急
法
＆
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
研
究
会

な
お
、
本
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
テ
レ
ビ
埼
玉
の
取

材
を
受
け
、
当
日
夕
刻
の
ニ
ュ
ー
ス
で
報
道
さ
れ

ま
し
た
。

埼
玉
大
学
大
学
院
で
は
こ
れ
ま
で
優
れ
た
新
技

術
開
発
を
成
し
遂
げ
る
た
め
の
能
力
開
発
に
重
点

を
お
き
、先
進
技
術
教
育
を
実
施
し
て
参
り
ま
し
た
。

し
か
し
、技
術
者
は
高
い
専
門
知
識
と
研
究
開
発

能
力
さ
え
あ
れ
ば
十
分
な
の
で
し
ょ
う
か
。ビ
ジ
ネ

ス
を
大
き
く
成
長
さ
せ
る
た
め
に
は
、さ
ら
に
緻
密

な
知
財
戦
略
を
組
め
る
能
力
が
重
要
だ
と
考
え
ま

す
。こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
埼
玉
大
学
知
的
財
産
部

門
で
は「
知
的
財
産
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
開
発
し
、

平
成
二
四
年
度
四
月
二
〇
日
�
よ
り
大
学
院
教
育

の
一
環
と
し
て
新
た
な
開
発
教
材
を
用
い
た
講
義

が
開
催
さ
れ
、七
月
六
日
�
、十
五
講
目
で
あ
る
最

終
回
の
講
義
で
は
、
出
願
実
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

な
お
、本
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
、本
会
員
会
員
企
業

の
従
業
員
も
無
料
で
多
数
参
加
し
、知
的
財
産
に
関

す
る
様
々
な
知
識
等
を
修
得
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

な
お
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
二
五
年
度
も
開
催
さ

れ
る
予
定
で
あ
り
、
募
集
開
始
次
第
、
会
員
宛
て

通
知
す
る
予
定
で
す
。

住
ま
い
の
安
全
と
防
犯
の
会

演
劇
普
及
ク
ラ
ブ
・
ス
タ
ー
ト
ボ
ッ
ク
ス

サ
ポ
ー
ト
あ
お
い

楽
市
楽
座

東
上
線
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ネ
ッ
ト
・
地
域
雇
用
推
進
委
員
会

く
き
Ｃ
Ａ
Ｐ

開
会
挨
拶
を
す
る
共
助
社
会
づ
く
り
課

課
長
下
田
正
幸
氏

新
座
子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

Ｓ
Ｒ
Ｃ

講
演
す
る
勝
浦
信
幸
氏

最
終
講
「
出
願
実
習
」
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埼玉県最低賃金は、１０月１日以降７７１円となる予定です。
最低賃金額は、労働者の賃金、通常の事業の賃金支払能力、生活保護水準等を総合的に勘案した上で決定され

るもので、平成２２年度は徹底した調査・審議を重ねた結果、７７１となり、平成２３年度と比較しますと１２円の引き
上げとなりました。

時間額 ７７１円 引上額 １２円 引上率 １．５８％

＜注意していただくこと＞

１．適用する地域…埼玉県の区域
２．適用する使用者…前号の地域内で事業を営む使用者
３．適用する労働者…前号の使用者に使用される労働者
４．この最低賃金において賃金に算入しないもの…精皆勤手当、通勤手当及び家族手当
５．「非鉄金属製造業」、「電子部品・デバイス・電子回路、電気機械器具、情報通信機械器具製造業」、「輸送用

機械器具製造業」、「光学機械器具・レンズ・時計・同部分品製造業」、「各種商品小売業」及び「自動車小売
業」については、別途特定（産業別）最低賃金が適用されます。

詳しくは、埼玉労働局賃金室（電話０４８‐６００‐６２０５）または最寄の労働基準監督署へお問い合わせください。

埼埼埼玉玉玉県県県ののの最最最低低低賃賃賃金金金ののの改改改定定定
10月1日以降、771円

２４

７７１円

１２円
１．５８％

２３

７５９円

９円
１．２０％

２２

７５０円

１５円
２．０４％

２１

７３５円

１３円
１．８０％

２０

７２２円

２０円
２．８５％

年 度

最低賃金
時 間 額

引 上 額
引 上 率

引上額

時間額

６

９

６

７

７

７

７

６

７

７

６

６

７

７

８

１２

最低賃金額

時間額

６９１

７１９

６９０

６５４

６７４

６５４

６５２

７０１

６５３

６５３

６５３

６５３

６５３

６５４

６５３

７４９

都道府県名

岡 山

広 島

山 口

徳 島

香 川

愛 媛

高 知

福 岡

佐 賀

長 崎

熊 本

大 分

宮 崎

鹿 児 島

沖 縄

全 国 平 均

引上額

時間額

６

６

５

６

６

７

８

７

７

２

７

８

６

５

７

６

最低賃金額

時間額

６９３

６９０

６９５

７００

７１３

７３５

７５８

７２４

７１６

７５１

７８６

７５９

６９９

６９０

６５３

６５２

都道府県名

石 川

福 井

山 梨

長 野

岐 阜

静 岡

愛 知

三 重

滋 賀

京 都

大 阪

兵 庫

奈 良

和 歌 山

鳥 取

島 根

引上額

時間額

１４

７

８

１０

７

７

６

７

５

６

１２

８

１３

１３

６

８

最低賃金額

時間額

７１９

６５４

６５３

６８５

６５４

６５４

６６４

６９９

７０５

６９６

７７１

７５６

８５０

８４９

６８９

７００

都道府県名

北 海 道

青 森

岩 手

宮 城

秋 田

山 形

福 島

茨 城

栃 木

群 馬

埼 玉

千 葉

東 京

神 奈 川

新 潟

富 山

平成２４年度地域別最低賃金額（時間額）の状況（平成２４年９月１４日現在）

過去５年間の最低賃金額の状況

―１３―
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こ
の
人
と
話
を
し
て
い
る
と
、
と
に
か
く
元
気
づ

け
ら
れ
る
。
真
面
目
な
話
を
し
て
い
て
も
時
折
冗
談

や
ユ
ー
モ
ア
も
交
え
て
、
楽
し
く
し
て
く
れ
る
。

子
供
の
頃
か
ら
人
を
笑
わ
せ
る
こ
と
が
大
好
き
だ

っ
た
と
の
こ
と
。
小
学
校
時
代
は
ガ
キ
大
将
で
、
わ

ん
ぱ
く
に
遊
び
ま
わ
り
、
楽
し
い
と
思
っ
た
こ
と
は

何
で
も
や
っ
て
み
た
。
足
が
速
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

ま
た
、
じ
っ
と
し
て
い
る
こ
と
が
嫌
い
だ
っ
た
の
で
、

野
球
や
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
に
勉
強
そ

っ
ち
の
け
で
打
込
ん
だ
。
人
の
笑
い
を
と
り
た
い
こ

と
や
じ
っ
と
い
て
い
る
こ
と
が
嫌
い
な
の
は
小
学
生

時
代
か
ら
の
素
地
に
よ
る
も
の
な
の
だ
ろ
う
。

小
学
校
、
中
学
校
と
も
低
学
年
時
の
成
績
は
芳
し

く
な
か
っ
た
が
、
最
終
学
卒
時
の
先
生
（
恩
師
）
に

恵
ま
れ
た
。
腕
白
少
年
を
見
捨
て
ず
、「
博
は
集
中

力
が
あ
る
の
だ
か
ら
、
勉
強
も
や
れ
ば
き
っ
と
出
来

る
よ
う
に
な
る
」
と
励
ま
さ
れ
（
お
だ
て
ら
れ
）、

そ
の
気
に
な
っ
て
勉

強
す
る
と
、
学
年
で

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
成

績
ま
で
一
気
に
伸
び

た
と
い
う
。
浦
和
高

校
か
ら
埼
玉
大
学
教

養
学
部
に
進
学
、
自

宅
が
浦
和
市
（
現
さ

い
た
ま
市
）
の
元
町

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

小
学
校
か
ら
大
学
ま

で
徒
歩
や
自
転
車
通

学
範
囲
の
学
校
に
通
っ
た
。

大
学
で
は
ウ
ェ
イ
ト
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ク
ラ
ブ
に

所
属
し
、
パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
で
関
東
学
生
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
に
輝
い
た
こ
と
も
あ
る
。

体
を
動
か
し
鍛
え
る
こ
と
の
好
き
な
後
閑
さ
ん
は
、

六
十
一
歳
の
現
在
で
も
週
二
回
は
ジ
ム
に
通
い
、
ラ

ン
ニ
ン
グ
、
ウ
ェ
イ
ト
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
ス
イ
ミ

ン
グ
を
こ
な
し
、
時
間
が
あ
れ
ば
自
宅
周
辺
の
ジ
ョ

ギ
ン
グ
も
続
け
て
い
る
。
ま
た
、
仲
間
と
の
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
や
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
ゴ
ル
フ
な
ど
も
楽
し
み

に
し
て
い
る
。
体
脂
肪
率
は
十
二
％
、
上
腕
二
頭
筋

の
盛
り
上
が
り
は
と
て
も
還
暦
過
ぎ
の
方
と
は
思
え

な
い
ほ
ど
。

大
学
を
卒
業
し
、
昭
和
四
十
八
年
埼
玉
県
庁
に
入

庁
。
衛
生
部
（
現
保
険
医
療
部
）
に
配
属
、
教
育
局

管
理
部
財
務
課
長
、
総
務
部
学
事
課
長
な
ど
を
経
て
、

総
合
政
策
部
改
革
政
策
局
長
、
埼
玉
県
社
会
福
祉
事

業
団
理
事
長
、
県
民
生
活
部
長
な
ど
を
歴
任
し
、
平

成
二
十
二
年
四
月
、
埼
玉
県
公
営
企
業
管
理
者
に
就

任
、
平
成
二
十
三
年
三
月
、
埼
玉
県
を
退
職
、
平
成

二
十
三
年
五
月
、
現
職
の
埼
玉
県
信
用
保
証
協
会
会

長
に
就
任
し
た
。

後
閑
さ
ん
は
ど
の
職
場
に
異
動
し
て
も
、「
元
気

で
明
る
く
楽
し
い
職
場
づ
く
り
」
に
注
力
し
て
き
た
。

自
ら
の
今
ま
で
の
言
動
や
行
動
を
約
六
十
か
ら
成
る

�
後
閑
語
録
�
に
ま
と
め
て
い
る
が
、
そ
の
冒
頭
に

も
、「
職
場
が
元
気
で
明
る
く
な
け
れ
ば
、
お
客
様

で
あ
る
県
民
を
元
気
で
明
る
く
で
き
る
は
ず
が
な

い
」
と
掲
げ
て
い
る
。
ま
た
、「
職
場
を
元
気
に
す

る
こ
と
で
最
も
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
の
は
そ

の
職
場
の
管
理
者
（
ト
ッ
プ
）
で
あ
る
」
と
も
言
っ

て
お
り
、
元
気
で
明
る
い
職
場
づ
く
り
を
基
本
と
し

て
い
る
。
一
方
、
仕
事
の
進
め
方
で
は
、「
石
橋
を

た
た
い
て
渡
る
な
。
三
メ
ー
ト
ル
位
の
川
な
ら
、
橋

を
渡
ら
ず
飛
び
越
え
れ
ば
い
い
」
や
「
百
の
理
屈
よ

り
一
の
行
動
が
大
切
」
さ
ら
に
「
前
例
が
な
い
か
ら

こ
そ
、
自
由
に
で
き
る
」
と
も
言
っ
て
い
る
。�
後

閑
語
録
�
を
全
て
紹
介
で
き
な
い
の
は
残
念
だ
が
、

後
閑
さ
ん
の
モ
ッ
ト
ー
は
、
や
れ
る
こ
と
は
先
送
り

せ
ず
に
す
ぐ
や
る
こ
と
、
い
い
こ
と
な
ら
即
実
行
す

る
こ
と
。
自
ら
改
革
推
進
派
だ
と
分
析
し
、
県
の
中

で
は
異
端
児
だ
っ
た
と
も
い
う
。
事
前
準
備
は
周
到

に
整
え
な
が
ら
、
変
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
は
す
ぐ
に
変

え
る
と
い
う
行
動
力
の
人
で
あ
る
。

現
職
の
埼
玉
県
信
用
保
証
協
会
会
長
に
就
任
後
も
、

職
員
に
対
し
て
、
�
ダ
メ
だ
し
を
し
な
い
で
、
ど
う

し
た
ら
で
き
る
か
を
考
え
よ
、
�
情
報
を
共
有
化
し

て
チ
ー
ム
力
を
上
げ
る
、
�
明
る
く
元
気
に
、
の
三

箇
条
を
折
に
ふ
れ
話
し
て
い
る
と
い
う
。
そ
し
て
実

務
面
で
は
、「
保
証
協
会
と
中
小
企
業
の
接
点
を
で

き
る
だ
け
増
や
す
こ
と
が
重
要
。
今
年
四
月
か
ら
本

格
実
施
し
た
企
業
担
当
制
な
ど
を
活
用
し
、
経
営
者

の
人
柄
や
考
え
に
直
接
触
れ
、
企
業
の
成
長
性
や
事

業
の
将
来
性
な
ど
を
見
極
め
る
こ
と
。
さ
ら
に
、
中

小
企
業
の
目
線
に
立
ち
、
時
に
は
裁
量
の
余
地
を
探

っ
て
い
く
こ
と
も
必
要
」
と
語
り
、「
何
事
も
最
後

は
人
間
性
」
と
力
説
し
た
。

生
ま
れ
持
っ
て
の
気
質
な
の
か
、
と
に
か
く
何
事

に
も
好
奇
心
旺
盛
な
後
閑
さ
ん
は
、
そ
の
趣
味
も
幅

広
い
。
ス
ポ
ー
ツ
は
勿
論
、
読
書
、
特
に
歴
史
小
説

が
好
き
で
司
馬
遼
太
郎
、
池
波
正
太
郎
、
藤
沢
周
平

な
ど
の
著
書
は
ほ
と
ん
ど
読
ん
だ
と
い
う
。
さ
ら
に

落
語
の
寄
席
通
い
や
今
は
ジ
ャ
ズ
演
奏
会
に
も
良
く

行
く
と
い
う
。
ま
た
、
街
歩
き
、
特
に
下
町
が
大
好

き
で
、
雰
囲
気
、
食
文
化
と
も
自
分
に
は
合
っ
て
い

る
気
が
す
る
と
い
う
。「
母
親
は
江
東
区
の
下
町
生

ま
れ
、
世
話
好
き
で
話
し
好
き
、
母
の
周
り
に
は
い

つ
も
多
く
の
人
と
笑
い
が
あ
り
、
僕
は
そ
の
Ｄ
Ｎ
Ａ

を
引
き
継
い
で
い
る
の
か
も
」
と
微
笑
ん
だ
。

さ
ら
に
最
近
は
ま
っ
て
い
る
の
が
、
中
国
語
と
韓

国
語
、
そ
し
て
ド
イ
ツ
語
の
語
学
勉
強
。
そ
の
国
の

文
化
を
学
ぶ
た
め
に
は
ま
ず
言
葉
か
ら
学
び
た
い
と

思
い
、
毎
日
各
十
五
分
づ
つ
、
リ
ス
ニ
ン
グ
を
中
心

に
勉
強
し
て
い
る
。
自
己
研
鑚
に
対
し
て
も
貪
欲
な

人
だ
と
つ
く
づ
く
感
心
し
、
ま
た
、
明
る
い
お
人
柄

に
癒
さ
れ
た
。

昔
か
ら
「
後
閑
博
の
行
く
所
は
�
日
本
晴
れ
�」

と
言
わ
れ
て
い
る
そ
う
で
あ
る
。

浦
和
生
ま
れ
で
現
在
は
上
尾
市
在
住
。
二
十
六
歳

で
職
場
結
婚
し
、
家
族
は
養
母
と
妻
と
二
人
の
息
子
。

◆
ご
略
歴
◆

昭
和
二
十
五
年
十
月

埼
玉
県
生
ま
れ

昭
和
四
十
八
年
三
月

埼
玉
大
学
教
養
学
部
卒
業

昭
和
四
十
八
年
四
月

埼
玉
県

入
庁

平
成
十
一
年
四
月

教
育
局
管
理
部
財
務
課

課
長

平
成
十
三
年
四
月

総
務
部
学
事
課

課
長

平
成
十
五
年
四
月

健
康
福
祉
部
健
康
福
祉
政
策

課
課
長

平
成
十
五
年
十
月

総
合
政
策
部
改
革
政
策
局
長

平
成
十
八
年
四
月

福
祉
部
付
（
埼
玉
県
社
会
福

祉
事
業
団
理
事
長
）

平
成
二
十
年
四
月

県
民
生
活
部
部
長

平
成
二
十
二
年
四
月

埼
玉
県
公
営
企
業
管
理
者

平
成
二
十
三
年
三
月

退
職

平
成
二
十
三
年
五
月

埼
玉
県
信
用
保
証
協
会
会
長

埼
玉
県
信
用
保
証
協
会

会

長

後

閑

博
氏

埼
玉
県
信
用
保
証
協
会

後
閑
博
会
長
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埼
玉
県
信
用
保
証
協
会
は
、
金
融
機
関

か
ら
融
資
を
受
け
よ
う
と
す
る
中
小
企
業

の
「
公
的
な
保
証
人
」
と
な
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
そ
の
信
用
を
補
完
し
、
中
小
企
業

者
に
対
す
る
金
融
の
円
滑
化
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
昭
和
２４
年
に
さ
い
た
ま

市
（
旧
浦
和
市
）
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

業
務
の
拠
点
は
、本
店（
さ
い
た
ま
市
）

の
他
に
、
昭
和
６１
年
に
熊
谷
支
店
、
平
成

元
年
に
川
越
支
店
、
平
成
３
年
に
春
日
部

支
店
を
開
設
し
、
県
内
東
西
南
北
に
拠
点

を
設
け
、
保
証
協
会
を
利
用
さ
れ
る
皆
さ

ん
の
利
便
性
向
上
に
も
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
し
た
。

設
立
以
来
、さ
ま
ざ
ま
な
経
済
・
産
業
構

造
の
変
遷
の
中
で
、
中
小
企
業
の
金
融
面

に
お
け
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
の

役
割
を
果
た
す
べ
く
、
政
策
保
証
の
推
進

や
ニ
ー
ズ
に
適
合
し
た
保
証
制
度
の
創
設
、

経
営
・
再
生
支
援
活
動
の
促
進
な
ど
、
県

内
中
小
企
業
を
金
融
・
経
営
の
側
面
か
ら

積
極
的
に
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

平
成
２４
年
３
月
末
に
お
い
て
、
当
協
会

の
保
証
債
務
残
高
は
１
兆
３
、８
９
３
億

円
、
全
国
で
５
番
目
の
規
模
と
な
り
、
県

内
中
小
企
業
者
の
約
３０
パ
ー
セ
ン
ト
に
あ

た
る
５
６
、９
８
７
の
企
業
に
ご
利
用
い

た
だ
く
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

【
基
本
理
念

３
Ｄ
】

『
埼
玉
県
信
用
保
証
協
会
は
、
地
域
社
会

の
発
展
〈D

evelopm
ent

of
society

〉

の
た
め
、
中
小
企
業
者
の
中
に
秘
め
ら
れ

た
可
能
性
を
発
掘
〈D
iscovery

〉
し
、

夢
〈D

ream

〉
の
実
現
の
お
手
伝
い
を

し
ま
す
。』

創
立
５０
周
年
時
の

平
成
１１
年
に
埼
玉
県

信
用
保
証
協
会
の
あ

る
べ
き
姿
、
目
指
す

べ
き
方
向
を
基
本
理

念
と
し
て
制
定
し
た

も
の
で
す
。

こ
れ
は
、
保
証
協

会
の
活
動
・
専
門
分

野
を
意
味
す
る
と
と

も
に
、
中
小
企
業
の

皆
さ
ま
、
関
係
諸
機

関
、
協
会
職
員
と
の
接
点
と
な
る
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
。

基
本
理
念
の
３
つ
の
Ｄ
を
通
じ
て
、
よ

り
一
層
皆
さ
ま
に
信
頼
さ
れ
る
保
証
協
会

の
実
現
に
向
け
、
努
力
を
続
け
て
ま
い
り

ま
す
。

【
金
融
円
滑
化
法
の
最
終
延
長
を
踏
ま
え

た
経
営
支
援
の
強
化
】

中
小
企
業
金
融
円
滑
化
法
の
期
限
を
平

成
２５
年
３
月
末
に
控
え
、
急
増
し
た
条
件

変
更
企
業
の
出
口
戦
略
が
重
要
と
考
え
て

い
ま
す
。

１
社
で
も
多
く
の
企
業
に
事
業
を
継
続

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
条
件
変
更
や

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
な
ど
の
期
中
支
援
や
再
生

支
援
を
充
実
す
る
と
と
も
に
、
外
部
関
係

機
関
と
の
連
携
を
強
化
し
、
経
営
改
善
に

取
り
組
む
企
業
の
支
援
に
最
大
限
の
努
力

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

今
年
度
は
、
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
機
能
を
強
化
す
る
た

め
、
経
済
産
業
省
に
よ
る
中
小
企
業
の
高

度
・
専
門
的
な
経
営
課
題
へ
の
対
応
を
図

る
専
門
家
等
派
遣
事
業
で
あ
る
「
中
小
企

業
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
強
化
事
業
」
に
参

画
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
各
企
業

の
課
題
に
対
し
て
、
中
小
企
業
支
援
の
専

門
知
識
や
豊
富
な
実
績
を
有
す
る
巡
回
対

応
相
談
員
や
専
門
家
が
解
決
を
支
援
す
る

も
の
で
す
。

ま
た
、
平
成
２４
年
９
月
目
途
に
、
埼
玉

県
内
に
当
協
会
が
事
務
局
を
務
め
る
「
彩

の
国
中
小
企
業
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
会

議
）」
を
構
築
す
る
た
め
の
準
備
を
進
め

て
お
り
ま
す
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
メ
ン
バ
ー
に
は
、
保

証
協
会
、
地
域
金
融
機
関
、
政
府
系
金
融

機
関
、
中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会
、
法

務
・
会
計
・
税
務
等
の
専
門
家
、
経
営
支

援
機
関
、
経
済
産
業
局
、
財
務
局
、
埼
玉

県
等
が
参
加
す
る
予
定
で
す
。

こ
の
目
的
は
、
中
小
企
業
金
融
円
滑
化

法
の
最
終
延
長
を
踏
ま
え
、
定
期
的
に
情

報
交
換
会
や
研
修
会
を
開
催
し
、
地
域
に

お
け
る
再
生
事
例
や
経
営
改
善
計
画
を
共

有
す
る
こ
と
で
、
地
域
内
金
融
機
関
の
実

務
担
当
者
の
目
線
合
わ
せ
、
再
生
ス
キ
ル

の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
関
係
諸
機
関

と
の
連
携
を
強
化
し
、
地
域
が
一
体
と
な

っ
て
企
業
の
経
営
支
援
・
再
生
支
援
に
努

め
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
に
は
、

個
別
企
業
を
直
接
支
援
す
る
枠
組
み
と
し

て
、
経
営
サ
ポ
ー
ト
会
議
の
開
催
も
計
画

し
て
い
ま
す
。
地
域
の
関
係
者
の
力
を
総

動
員
し
て
、
県
内
中
小
企
業
の
経
営
改
善

や
再
生
を
支
援
す
る
環
境
を
整
備
し
て
行

き
ま
す
。

今
後
も
県
内
中
小
企
業
の
経
営
支
援
を

図
る
た
め
、
地
元
関
係
機
関
の
方
々
と
一

体
に
な
っ
て
、
多
様
な
経
営
支
援
を
展
開

し
て
行
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

〔
埼
玉
県
信
用
保
証
協
会
〕

本
店
�
さ
い
た
ま
市
大
宮
区
桜
木
町
１
―

７
―
５

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
１１
階

支
店
�
熊
谷
市

川
越
市

春
日
部
市

会員企業紹介

「
公
的
な
保
証
人
」
と
な
っ

て
企
業
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

埼 玉 県
信用保証協会

コメント：シンボルマークは、当協会の
基本理念である「３D」を、保証協会の
持っている「人間的な優しさ」の表現と
して、ソフトな筆タッチの花びらをモチ
ーフにしました。中小企業・金融機関・
当協会の３つの力で大きく花ひらくイメ
ージです。
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第
四
十
回
を
迎
え
た
本
会
主
催
の
埼

玉
県
実
業
団
剣
道
大
会
（
埼
玉
県
剣
道

連
盟
・
埼
玉
新
聞
社
・
テ
レ
ビ
埼
玉
後

援
、
埼
玉
県
剣
道
連
盟
北
本
支
部
主

管
）
が
七
月
一
日
�
、
北
本
市
の
解
脱

錬
心
舘
で
開
催
さ
れ
、
熱
戦
が
繰
り
広

げ
ら
れ
た
。

節
目
の
第
四
十
回
を
迎
え
た
本
大
会

の
開
会
式
は
、
国
歌
斉
唱
、
昨
年
度
の

優
勝
旗
・
優
勝
杯
返
還
の
後
、
大
会
会

長
の
本
会
西
村
和
義
会
長
が
「
礼
節
を

重
ん
じ
る
剣
道
の
理
念
を
元
に
、
日
頃

の
心
身
の
鍛
錬
を
本
日
の
試
合
で
発
揮

し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
主
催
者
挨
拶
、

続
い
て
、
大
会
副
会
長
の
野
澤
治
雄
埼

玉
県
剣
道
連
盟
会
長
に
ご
挨
拶
い
た
だ

き
、
審
判
長
の
根
岸
一
雄
埼
玉
県
剣
道

連
盟
副
会
長
か
ら
挨
拶
な
ら
び
に
試
合

場
の
諸
注
意
を
い
た
だ
い
た
。
引
き
続

き
、
昨
年
度
個
人
戦
四
段
以
上
の
部
優

勝
の
伊
田
テ
ク
ノ
ス
・
吉
村
翔
選
手
が

選
手
宣
誓
、
続
い
て
打
太
刀
・
山
中
利

恵
錬
士
七
段
、
仕
太
刀
・
三
須
恵
里
子

五
段
に
よ
る
「
日
本
剣
道
形
」
が
披
露

さ
れ
、
試
合
は
、
午
前
中
は
個
人
戦
、

午
後
か
ら
は
団
体
戦
が
行
わ
れ
た
。

個
人
戦
は
、
女
子
の
部
が
四
試
合
、

三
段
以
下
の
部
は
二
十
二
試
合
、
四
段

以
上
の
部
は
四
十
一
試
合
が
行
わ
れ
、

女
子
の
部
決
勝
は
同
僚
対
決
と
な
り
、

斉
藤
愛
（
大
塚
家
具
）
が
先
輩
で
昨
年

度
も
準
優
勝
の
町
田
友
里
恵
（
大
塚
家

具
）
を
下
し
初
優
勝
。
三
段
以
下
の
部

で
も
、初
出
場
の
菅
直
央（
大
塚
家
具
）

が
決
勝
で
同
じ
く
初
出
場
の
関
根
慎
也

（
関
越
物
産
）
を
下
し
て
初
優
勝
を
果

た
し
た
。
優
勝
し
た
斉
藤
愛
選
手
と
菅

直
央
選
手
は
大
塚
家
具
に
入
社
し
た
社

会
人
一
年
生
、
ま
だ
初
々
し
い
二
人
が

共
に
初
優
勝
を
飾
っ
た
。

四
十
二
名
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
、
激
戦

と
な
っ
た
四
段
以
上
の
部
で
は
、
ベ
ス

ト
四
の
す
べ
て
が
伊
田
テ
ク
ノ
ス
の
選

手
と
な
り
、
決
勝
で
は
内
田
祐
司
（
伊

田
テ
ク
ノ
ス
）
が
栄
花
元
春
（
伊
田
テ

ク
ノ
ス
）
を
延
長
戦
で
下
し
、
熱
戦
を

制
し
た
。
内
田
祐
司
選
手
は
第
三
十
六

回
大
会
で
も
優
勝
し
て
お
り
、
四
年
ぶ

り
二
度
目
の
栄
冠
を
手
に
し
た
。

団
体
戦
は
十
一
の
企
業
か
ら
三
名
一

組
（
先
鋒
・
中
堅
・
大
将
）
で
二
十
チ

ー
ム
が
エ
ン
ト
リ
ー
、
白
熱
し
た
レ
ベ

ル
の
高
い
試
合
が
続
い
た
。
ベ
ス
ト
四

に
残
っ
た
の
は
伊
田
テ
ク
ノ
ス
二
チ
ー

ム
と
日
本
通
運
の
二
チ
ー
ム
。
準
決
勝

は
と
も
に
同
僚
対
決
と
な
り
、
決
勝
に

は
伊
田
テ
ク
ノ
ス
Ｂ
チ
ー
ム
と
日
本
通

運
Ａ
チ
ー
ム
が
勝
ち
進
ん
だ
。
決
勝
戦

で
は
、
伊
田
テ
ク
ノ
ス
Ｂ
（
石
山
、
栄

花
友
、
内
田
）
が
日
本
通
運
Ａ
（
松
田
、

小
副
川
、
中
石
）
を
二
対
〇
で
下
し
、

伊
田
テ
ク
ノ
ス
は
大
会
七
連
覇
を
達
成

し
た
。
試
合
場
で
は
、
両
チ
ー
ム
の
監

督
、
控
え
選
手
、
そ
し
て
試
合
を
終
え

た
同
僚
の
選
手
た
ち
が
左
右
に
別
れ
、

応
援
に
駆
け
付
け
た
方
と
と
も
に
選
手

た
ち
の
真
剣
勝
負
に
対
し
声
援
と
拍
手

を
送
り
場
内
に
響
い
た
。

優
勝
し
た
伊
田
テ
ク
ノ
ス
Ｂ
で
大
将

を
務
め
た
内
田
祐
司
選
手
は
、
個
人
戦

の
四
段
以
上
の
部
も
含
め
、
個
人
と
団

体
の
二
冠
に
輝
い
た
。

年
を
追
う
ご
と
に
レ
ベ
ル
が
向
上
し

て
き
た
こ
の
大
会
は
、
本
会
会
員
企
業

の
体
育
文
化
活
動
を
支
援
す
る
行
事
と

し
て
昭
和
四
十
五
年
に
「
埼
玉
県
経
営

者
協
会
剣
道
大
会
」
と
し
て
ス
タ
ー
ト

し
、
今
年
で
四
十
回
と
い
う
歴
史
あ
る

大
会
。
第
二
十
九
回
か
ら
は
公
益
財
団

法
人
埼
玉
県
剣
道
連
盟
の
承
認
を
得
て

「
埼
玉
県
実
業
団
剣
道
大
会
」
に
改
称
、

本
会
会
員
企
業
を
中
心
に
、
毎
年
多
数

が
参
加
す
る
大
会
へ
と
定
着
し
た
。
関

東
大
会
や
全
国
大
会
で
も
活
躍
し
て
い

る
選
手
も
参
加
す
る
が
、
女
性
も
含
め

誰
も
が
気
軽
に
参
加
で
き
る
大
会
と
し

て
引
き
続
き
門
戸
を
広
げ
て
い
き
た
い
。

ぜ
ひ
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
こ
の
大

会
で
発
揮
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

当
日
は
、
テ
レ
ビ
埼
玉
や
埼
玉
新
聞

社
の
報
道
記
者
の
方
も
取
材
に
訪
れ
、

大
会
の
模
様
は
テ
レ
玉
の
ニ
ュ
ー
ス
・

ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
ナ
ー
や
埼
玉
新
聞
の
ス

ポ
ー
ツ
版
で
も
紹
介
さ
れ
た
。

第第
四四
十十
回回
埼埼
玉玉
県県
実実
業業
団団
剣剣
道道
大大
会会
開開
催催

伊
田
テ
ク
ノ
ス

団
体
戦
七
連
覇

第４０回埼玉県実業団剣道大会
広告掲載企業および賛助企業

広告掲載企業

伊田テクノス�
東和産業�
日本通運�
�埼玉りそな銀行
東日本電信電話�埼玉支店
栄光武道具�
武州ガス�
丸和工業�
UDトラックス�

賛 助 企 業

三国コカ・コーラボトリング�
（公財）埼玉県剣道連盟
�テレビ埼玉
�埼玉新聞社

開
会
挨
拶
す
る
西
村
和
義
本
会
会
長

野
澤
治
雄
埼
玉
県
剣
道
連
盟
会
長
挨
拶

試
合
開
始
前
の
演
武

日
本
剣
道
形

国
歌
斉
唱
の
様
子
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監督含む

第４０回埼玉県実業団
剣道大会入賞者

個人戦
〈女子の部〉
決 勝 斉藤 メ ― 町田
優 勝 斉藤 愛（大塚家具）
準優勝 町田友里恵（大塚家具）
〈三段以下の部〉
準決勝 菅 メメ ― 白水
準決勝 関根 メメ ― メ 高原
決 勝 菅 メコ ― 関根
優 勝 菅 直央（大塚家具）
準優勝 関根 慎也（関越物産）
三 位 白水 健太（大正製薬）
三 位 高原 右京（関越物産）
〈四段以上の部〉
準決勝 内田 メ ― 栄花友
準決勝 栄花元 コ ― 伊藤

（延長勝ち）
決 勝 内田 メ ― 栄花元

（延長勝ち）
優 勝 内田 祐司（伊田テクノス）
準優勝 栄花 元春（伊田テクノス）
三 位 栄花 友彦（伊田テクノス）
三 位 伊藤 優樹（伊田テクノス）
団体戦
準決勝
伊田テクノスＢ ３―０ 伊田テクノスＡ
準決勝
日本通運Ａ ２―０ 日本通運Ｂ
決 勝
伊田テクノスＢ ２―０ 日本通運A
先鋒 石山 メ ― 松田
中堅 栄花友 コ ― 小副川
大将 内田 引き分け 中石
優 勝 伊田テクノスＢ（石山、栄花友、内田）
準優勝 日本通運Ａ（松田、小副川、中石）
三 位 伊田テクノスＡ（栄花元、奥島、田口）
三 位 日本通運Ｂ（梯、津田、志賀）

第４０回埼玉県実業団剣道大会参加状況
（社名５０音順、エントリー状況）

合 計
参加人数

１５

２

１４

４

４

１

４

１

６

１

１６

４

７

１０

１

５

８

１０３

団 体 戦

団体のみ

７

７

１

１

２

９

３

１

２

３３

チーム数

３

２

１

１

１

２

３

２

２

１

２

２０

個 人 戦

計

８

２

７

３

３

１

２

１

６

１

７

４

４

９

１

５

６

７０

女子

３

１

１

５

四段以上

８

１

２

３

２

１

２

１

７

２

４

６

１

２

４２

三段以下

１

２

３

１

３

２

２

５

４

２３

会 社 名

伊 田 テ ク ノ ス �

� NTT デ ー タ

� 大 塚 家 具

グ ロ ー リ ー �

� 関 越 物 産

関 東 化 学 �

� シ モ ン

新日本アーンストヤング税理士法人

大 正 製 薬 �

�中川機器製作所

日 本 通 運 �

日 本 電 波 工 業 �

パイオニア�川越事業所

東日本旅客�道�

� 堀 河 製 作 所

�本田技術研究所

UDトラックス�

合計

�

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

四
段
以
上
の
部

優
勝

内
田
祐
司
選
手
（
伊
田
テ
ク
ノ
ス
）

女
子
の
部

優
勝

斉
藤
愛
選
手
（
大
塚
家
具
）

三
段
以
下
の
部

優
勝

菅
直
央
選
手
（
大
塚
家
具
）

団
体
優
勝

伊
田
テ
ク
ノ
ス
Ｂ
チ
ー
ム

当
日
の
試
合
の
様
子
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�調査対象 ……………………………６０１社
有効回答数 ………………………１８６社
回収率……………………………３０．９％

�業種内訳 �内製造業………………９２社
�内非製造業……………９４社

�資本金別
�５０００万円以下………………………７７社
�５０００万円超～１億円以下…………４４社
�１億円超～３億円以下……………１９社
�３億円超……………………………４６社

�－１．経営動向（売上高）
�１２／４－６月期の売上高DI は、製造業は８ポイン
トの悪化、非製造業も１４ポイント悪化している。

�１２／７－９月期の見通しは、製造業、非製造業とも
４－６月期の実績からほぼ横ばい状態と見ている
が、前回４月調査時の７－９月期見通しよりは大
幅な悪化の見通しとなっている。

�その後の１２／１０－１２月期は、製造業、非製造業とも
改善し、大幅なプラスになる見通しとなっている。

見 通 し

１２／１０－１２

＋２３

＋１４

＋３２

１２／７－９

（＋１８）
＋２
（＋２１）
－２
（＋１５）
＋５

実 績

１２／４－６

（－４）
＋１
（－８）
－２
（－１）
＋４

１２／１－３

＋１２

＋６

＋１８

１．売上高DI
（対前四半期比）

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

企業経営動向調査（１２年７月実施）調査結果
調調 査査 概概 要要

企企業業経経営営動動向向調調査査結結果果

�国内景気の最近のDI は、前回調査か
ら悪化し、製造業は１５ポイント、非製
造業は１２ポイント、全体では１３ポイン
トの悪化となり、全てマイナスに転じ
た。
�先行きのDI も、悪化傾向が強まり、
製造業は６ポイント、非製造業は１４ポ
イントの悪化で、全体でも１０ポイント
の悪化となっている。

１２年７月調査

－８

－１４

－２

－１６

－１５

－１７

１２年４月調査

＋５

＋１

＋１０

－６

－９

－３

１．国内景気DI（「上昇」－「下降」）

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

最 近

先 行 き
（６カ月先）

�．景況判断

�業界の景気の最近のDIは、製造業が１
２ポイントの大幅悪化、非製造業も
５ポイントの悪化となっている。

�先行きは、製造業が－４→－２６と２２ポ
イントの大幅な悪化、非製造業は３
ポイントの悪化だが依然としてマイ
ナス水準は高く、全体でも前回調査
比１３ポイント悪化で、業界景気の見
通しは厳しい。

１２年７月調査

－１３

－１９

－８

－２５

－２６

－２４

１２年４月調査

－５

－７

－３

－１２

－４

－２１

２．業界の景気DI（「上昇」－「下降」）

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

最 近

先 行 き
（６カ月先）

�自社の業況については、製造業は８ポ
イントの悪化でマイナスに転じ、非
製造業はほぼ横ばいとなっている。

�先行きについては、製造業は２１ポイン
トの大幅悪化、非製造業は１０ポイン
トの悪化で、全体でも１５ポイントの
悪化となり、大きくマイナスに転じ
る見通しとなっている。

１２年７月調査

＋１

－８

＋９

－１１

－１４

－８

１２年４月調査

＋５

±０

＋１０

＋４

＋７

＋２

３．自社の業況DI（「上昇」－「下降」）

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

最 近

先 行 き
（６カ月先）

（注）１２／４－６月期、１２／７－９月期の上段の（ ）内の数値は１２年４月調査時の見通し

�１２／４－６月期の経常利益DI は、製造業は対前期比で７
ポイントの悪化、非製造業は２０ポイントの大幅な悪化でマ
イナスに転じている。
�１２／７－９月期の見通しについては、製造業、非製造業と
もマイナスが続く見通しで、前回調査時の見通しからは大
きく減益に転じている。
�１２／１０－１２月期については、大幅に改善する見通しとなっ
ており、製造業、非製造業とも７－９月期に比べ、１５ポイン
トの大幅改善で全体でも増益に転じる見通しとなっている。

見 通 し

１２／１０－１２

＋６

＋３

＋９

１２／７－９

（＋９）
－９
（＋１２）
－１２

（＋５）
－６

実 績

１２／４－６

（－７）
－１０
（－１０）
－９
（－４）
－１２

１２／１－３

＋３

－２

＋８

２．経常利益DI
（対前四半期比）

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業
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�．その他

�最近の在庫水準のDI は、前回調
査比で過大傾向が一層強まり、特
に製造業は＋２０の高水準となって
いる。
�先行きのDI では、若干過大傾向
が弱まる見通しとなっているが依
然として過大な状況となっている。

�最近の設備DI は、全体としては
前回調査からほぼ横ばいとなって
いるが、製造業は７ポイント過剰
感が高まり、非製造業は逆に８ポ
イント不足感が増している。
�先行きのDI でも、製造業は前回
調査の－４から＋７へとプラスに
転じ過剰状態となり逆に非製造業
は前回調査の＋２から－７となり、
不足感が増す傾向にある。

�最近の雇用人員DI は、製造業は
６ポイント過剰感が増し、非製造業
は７ポイント不足感が増しており、
製造業と非製造業での過剰感と不
足感の差がさらに広がっている。
�先行きについては、前回調査とほ
ぼ同様の傾向となっているが、非
製造業は４ポイント不足感が増し
ている。製造業の過剰傾向、非製
造業の不足傾向は今回の調査でも
継続している。

�最近の資金繰りDI については、
前回調査比で製造業は８ポイント
改善、非製造業は横ばいとなって
おり、全社ベースでは４ポイント
改善しており、前回調査よりも資
金繰りは楽だと判断している。
�先行きのDI は、製造業が前回調
査から若干の改善、非製造業は７
ポイントのマイナスとなっている
がプラス傾向は続いている。

�最近の販売価格DI は、製造業は
前回調査から３ポイント価格下落
傾向は弱まっているが、非製造業
は５ポイント下落傾向が強まり、
依然として下落傾向は続いている。
�先行きのDI は、製造業は５ポイ
ント価格が下落し全体でも３ポイ
ント下落が強まり、依然として下
落傾向が続く見通しとなっている。

�最近の仕入価格DI については、
製造業は３ポイント下落、非製造業
も２ポイント下落しており、全社ベ
ースでも３ポイントの下落となっ
ているが仕入価格は高水準にある。
�先行きのDI でも製造業は３ポイ
ントは下落傾向になるものの、非
製造業は上昇の高水準でほぼ横ば
いとなっており、依然として仕入
価格は高い水準にある。

１２年７月調査

＋１４

＋２０

＋８

＋４

＋６

＋２

１２年７月調査

＋２

＋８

－５

±０

＋７

－７

１２年７月調査

－１

＋１３

－１４

－７

＋５

－１９

１２年７月調査

＋１４

＋１７

＋１１

＋６

＋１０

＋２

１２年７月調査

－１６

－１６

－１５

－２２

－２７

－１６

１２年７月調査

＋１４

＋１４

＋１４

＋１８

＋１６

＋２０

１２年４月調査

＋１０

＋１８

＋２

＋７

＋８

＋５

１２年４月調査

＋２

＋１

＋３

－１

－４

＋２

１２年４月調査

±０

＋７

－７

－５

＋５

－１５

１２年４月調査

＋１０

＋９

＋１１

＋８

＋８

＋９

１２年４月調査

－１５

－１９

－１０

－１９

－２２

－１５

１１年４月調査

＋１７

＋１７

＋１６

＋１９

＋１９

＋１９

１．製品の在庫水準DI（「過大」－「不足」）

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

２．生産・営業用設備DI（「過剰」－「不足」）

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

３．雇用人員DI（「過剰」－「不足」）

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

４．資金繰りDI（「楽」－「厳しい」）

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

５．販売価格DI（「上昇」－「下落」）

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

６．仕入価格DI（「上昇」－「下落」）

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

最 近

先 行 き
（ ６ カ 月 先 ）

最 近

先 行 き
（ ６ カ 月 先 ）

最 近

先 行 き
（ ６ カ 月 先 ）

最 近

先 行 き
（ ６ カ 月 先 ）

最 近

先 行 き

最 近

先 行 き
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� アンケート調査の概要

１ 調査対象及び調査数：�埼玉県経営者協会 会員企業６０１先

２ 調査方法：緊急調査のため、FAXによる配布・回収

３ 調査期間：平成２４年６月２０日～７月６日

４ 有効回収数及び回収率：１３６先（２２．６％）

５ 調査機関：�埼玉県経営者協会

� 調査結果の概要

Ｑ１ 認知症サポーターを配置されていますか？ 〔回答数１３６先〕

Ｑ２ 認知症のお客様や介護で苦労している社員への対応等で留意している事項。 〔自由記述〕

�就業時間の配慮等 …………………………………………………………………………………３件
�介護休業規程や介護支援制度などを適応して支援 ……………………………………………３件

�「よろず相談室」の設置による相談 ……………………………………………………………１件

Ｑ３ Ｑ１で「いいえ」とお答えいただいた方に、今後、認知症サポーターを配置するお考えはありますか？

〔回答数１２９先〕

認知症サポーターに関するアンケート調査結果

―２０―



Ｑ４ 認知症サポーターの配置状況は以下のどれに該当しますか？（複数回答）

１．会社全体で一人……３件 ２．本社（部）に配置……３件 ３．支店・営業所に配置……５件

Ｑ５ 認知症サポーターが具体的に取り組んでいる内容は？〔自由記述〕

�事情によって窓口で相談しながら対応する ……………………………………………………２件

�日常生活の中で各自が行動する …………………………………………………………………１件

�支援を要する人を見かけた場合の関係機関への連絡 …………………………………………１件

Ｑ６ 認知症のお客様等への対応で困ったことがありましたか？「ある」とお答えの方は、具体的な事例をご記

入ください。 〔回答数５６先〕

「ある」と回答した方の具体的事例

�取引内容などが正しく理解できず、意思確認や対応で苦慮する ……………………………２件

�ガスなどの供給停止について家族と本人で意思疎通ができておらず、本人から
「ガスがでない」などの苦情連絡がくる ………………………………………………………２件

�窓口では認知症と判断することが難しいことがある …………………………………………１件

�お金に関わる業種であり、対応が難しいケースがある ………………………………………１件

�長い取引の間に契約内容を勘違いしてしまうケースがある …………………………………１件

Ｑ７ Ｑ６で「ある」とお答えいただいた方に。適切に対応するためにはどのようなことが必要ですか？

�家族の連絡先を教えていただき、家族との連携や、時には付添いが必要 …………………５件

�成年後見人を選任する ……………………………………………………………………………１件
�窓口係は営業係と情報を共有化し、判断材料とする …………………………………………１件

Ｑ８ 社内における認知症サポーター養成上、課題と感じていることがありましたら、ご記入ください。

�人的余裕や経費の面などで養成することは難しい ……………………………………………２件

�社員の中から適任者を選定することが難しい …………………………………………………２件

�会社、地域社会、家族など全面的な連携が必要 ………………………………………………１件

�平成２２年度に全店で１９８名の認知症サポーターを養成しているが、その後の
継続的な教育ができていない ……………………………………………………………………１件

�各市町村でサポーター養成講師の斡旋を行っており、県などで一本化して
いただけると研修カリキュラムに入れやすくなります ………………………………………１件

認知症のお客様等への対応で困ったことは？

―２１―



���������������������������������������������
���������������������������������������������
���������������������������������������������
���������������������������������������������
���������������������������������������������
���������������������������������������������

産業への展開

次世代高効率太陽電池の

開発

学歴・略歴

八木 修平

（やぎ しゅうへい）

２００４年 東京工業大学大

学院理工学研究科博士

課程修了。博士（工学）。

同年 物質・材料研究

機構特別研究員

２００７年 筑波大学数理物

質科学研究科研究員

２００８年 東京大学先端科

学技術研究センター特

任研究員

２００９年 東京大学先端科

学技術研究センター特

任助教

２０１０年 埼玉大学大学院

理工学研究科助教。

太陽光発電はエネルギー源の枯
渇問題やCO２排出量削減の切り札として期待さ
れており、電力会社による太陽光発電の余剰電力
買取制度が始まるなど、普及に向けた努力が続け
られている。今後太陽光発電が主要な電力供給源
となるためには発電コストを火力発電並に下げる
必要があり、そのため太陽電池セルのエネルギー
変換効率の一層の向上が求められている。
我々は、量子ドットと呼ばれる半導体微細構造
を利用して、太陽電池の変換効率を高めるための
研究を行っている。量子ドットはキャリア（電子、
正孔）を十�程度の微小領域に閉じ込めて、その
エネルギー構造の人為的な調整を可能とする。太
陽電池の中に量子ドットを多数並べて光吸収させ
ると、通常の太陽電池に比べて光エネルギーを無
駄なく電力として取り出すことができ、理論上６０
％以上の変換効率が得られる。ただし、そのため
には量子ドットのサイズ、均一性や配列構造を精
密に制御することが求められる。我々はこれまで
に、量子ドットと周囲の障壁層材料にインジウム、
ガリウムといった金属元素と窒素の化合物（窒化
物半導体）である InN、GaNを用いて、光吸収層
の基本構造となる量子ドット配列の作製技術を確

立した。GaNで囲まれた InN量子ドットは電子や
正孔を強く閉じ込めるため、最適なキャリアのエ
ネルギー構造の設計を可能とする。真空中で原料
分子を加熱して基板上に蒸着する「分子線エピタキ
シー法」により、GaN結晶上に InN結晶を数�堆
積すると、格子定数の違いから生じる歪によって
InNがドット状に形成される。このように作製した
InN量子ドットは、サイズ制御、高密度・高均一化、
配列構造の実現が可能で、太陽電池吸収層として
の利用に適している。今後は実際に量子ドットを
太陽電池構造へ導入し、変換効率向上を実証して
いくことが目標である。成すべきことはまだ多く
あるが、試行錯誤を繰り返しつつ取り組んでいる。

産業への展開

空港における危険物・薬

物検査、構造物の非破壊

内部検査

学歴・略歴

成瀬 雅人

（なるせ まさと）

２００７年 京都大学 理学

部理学科卒業

２００９年 東京大学大学院

理学系研究科修士課

程 天文学専攻修了

２０１２年 同大学院 理学

系研究科博士課程 天

文学専攻修了、博士（理

学）取得

２０１２年 埼玉大学大学院

理工学研究科 助教

現在に至る。マイクロ波

工学、準光学、超伝導

工学の研究、テラヘル

ツ波高感度超伝導検出

器の開発に従事。

研究内容：テラヘルツ波は光と電
波の間の周波数帯（０．１‐１０THz）に属し、波長は
３�‐３０�に相当する。テラヘルツ波は光の直進
性と電波の透過性を持ち合わせているため、今ま
で視られなかったものを可視化する新しい“目”
となることが期待されており、近年、基礎研究か
ら産業応用までの幅広い分野で研究開発が活発に
行われている。
このなかで私は大学院時代に天文学用テラヘル
ツ波検出器の開発を行った。テラヘルツ波は大気
による吸収が大きいため地上での観測は困難であ
り観測装置の開発が他の周波数帯域に比べて遅れ
ていた。しかし、２０００年代に入って標高５０００メー
トルにあるチリのアタカマ高原や南極などの大気
が薄く乾燥している場所への望遠鏡設置が可能と
なったことからテラヘルツ波検出器の需要が大き
くなってきた。
テラヘルツ波観測によって、宇宙晴れ上がりの
瞬間（宇宙誕生から３８万年後）から、銀河が最初
に形成されたころ（宇宙誕生から１０億年後）、さ
らには近傍銀河での星形成（宇宙誕生から３０－１０
０億年後あたり）といった様々な時代の異なる天
体現象を観測することができる。このように幅広

い時代に渡る宇宙の進化を解明するためには、テ
ラヘルツ波での広視野観測が極めて有力な手段で
あり、１０００素子以上のセンサーを並べたテラヘル
ツカメラの開発が待たれている。一方で、天文学
用装置は非常に弱い信号を受信するために検出器
感度が最優先であり、検出器は０．１Kという極低
温下で動作させる。このため天文学用装置をその
まま一般産業へ応用させることは難しい。
そこで、私が今年の４月に埼玉大学に着任して
から、寒剤を使わなくても恒久的に到達可能な
４Kで動作する高感度テラヘルツ波カメラの開発
を行っている。今後の目標は、１０００素子のセンサ
ーとフーリエ分光器を組み合わせて、テラヘルツ
波分光器の動作
実証を行うこと
である。そして、
ビル構造の非破
壊検査や空港で
の危険物検査な
ど様々な用途に
使える装置とし
ていきたい。

埼埼玉玉大大学学研研究究者者ととのの出出会会いいのの広広場場
今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼経協 専務理事 根岸 茂文、事務局次長 宮田 信久 �０４８‐６４７‐４１００
�０４８‐６４１‐０９２４

シリーズ
第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

産業への展開研 究 の 内 容

窒化物量子ドットの作製と高効率量子ドット太陽電池への応用
埼玉大学大学院理工学研究科 八 木 修 平 助教

研究題目：テラヘルツ波を用いた新しい“目”の開発
埼玉大学大学院理工学研究科 成 瀬 雅 人 助教

テラヘルツ波分光カメラの概念図

―２２―



																																													
																																													
																																													
																																													
																																													
																																													
																																													

図１．TLSCのイメージ

企業活動において、製品の変更や外部環境の変化に合わせ、
業務のプロセスや生産現場の改善・改革など日々競争力向上に
大変ご苦労されていることと思います。筆者も企業においてい
ろいろな部署で業務改革のサポートをしてまいりましたが、そ
の進め方において、一つの大事なポイントを紹介したいと思い
ます。
“改革”という通常より大きく業務レベルを上げる取組みに
当たっては、�計画を立てる�現状の見える化とあるべき姿の
確認�課題の把握�改善実施�後戻りしない仕掛け、のステッ
プで行われるべきですが、よくありがちなのが、�のステップ
を飛ばしてしまい、先入観的に課題を決めつけてしまうことで
す。よく経験することですが、このような進め方をするとせっ
かくやった改善が、思わぬ所に新たな悪影響を及ぼし、また振
出しに戻ってしまうことです。
これを未然に防ぐために、“見える化”が大事になってくる
訳です。この一つの手法として TLSC（Total Link System
Chart）というものがあります。この作成により、関係する業
務の全貌を In/Out 情報とお互いに関連付けて表現し、関係者

皆がそれを基に議論し、課題解決の方向付け、漏れや影響の押
さえなどを行いながら戦略を立てて行くというものです。

筆者の研究室では、この様な業務プロセスのマネジメントや
トヨタ生産方式に関して学生諸君に学んでもらい、社会に出て
活用出来る人材に育って欲しいと願っています。

炭素繊維材は、軽量・高強度・高耐食性など等の優れた特性
を持った先端複合材料です。繊維自体は直径５～２０ミクロン程
度であり、エポキシ樹脂を含浸させて成形してシートやプレー
ト状に加工されます。炭素繊維材は、既に航空・化学・医学・
スポーツなどの幅広い産業分野で適用されています。
これまで建設分野においては、主に構造物の補強材として使
用されており、鉄筋コンクリート構造物の耐震補強用に多くの
補修・補強の実績があります。しかしこれ以外にも、炭素繊維
材の優れた特性を生かした様々な利用法への展開が可能です。
北條研究室では、これまで炭素繊維材の強度特性や耐久性に
関して研究を進めてきました。一例として、軽くて強い特性を
生かした高強度引張材の開発に取り組んでおり、建設用構造材

料としての接合部の強度特性の分析や耐久性の評価を行ってい
ます。更に、炭素繊維材は建設用構造材料として利用できるば
かりでなく、建設機械や産業機械の部材などにも適用が可能と
考えています。
また、炭素繊維材が木質材料の補強にも有効であり、木材と
一体化させた場合の強度特性の分析やその耐久性評価にも取り
組んでいます。木質材料の補強の場合は、特に文化財の保存補
修などに炭素繊維材の活用は有効な方法で、表面特性の分析を
交えた研究が重要となります。
このように最先端材料である炭素繊維材は、あらゆる産業分
野において活躍できる可能性を秘めており、今後も炭素繊維材
の利用技術について幅広く研究を進める予定です。

「「ももののつつくくりり大大学学」」へへよよううここそそ
今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼経協 専務理事 根岸 茂文、事務局次長 宮田 信久 �０４８‐６４７‐４１００
�０４８‐６４１‐０９２４

連 載
第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

“業務改革”と“見える化”について
製造学科 藤 井 宣 仁 教授

藤井宣仁（ふじい よしと）教授、岐阜大学大学院修士課程修了、トヨタ自動車�勤務を経て２０１２年４月からものつくり大学教
授、情報・マネジメント、（連絡先：y_fujii@iot.ac.jp）、自動車技術会

先端材料の利用技術の研究
建設学科 北 條 哲 男 教授

北條哲男（ほうじょう てつお）教授・博士（工学）・技能士（建設部門）、北海道大卒、新日本製鐵�エンジニアリング事業部
建設技術部を経て、２００２年より【ものつくり大学】教授、現在に至る。専門分野：鋼構造、先端材料（蓮洛先：０４８‐５６４‐３８５１）

―２３―













































































 第第6611回回

「
冨
士
石
綿
工
業
」
と
し
て
東

京
都
板
橋
区
で
創
業
し
た
冨
士
ブ

レ
ー
キ
工
業
は
、
今
年
で
設
立
六

十
一
周
年
と
い
う
歴
史
あ
る
会
社
。

オ
ー
ト
バ
イ
用
の
石
綿
ブ
レ
ー
キ

ラ
イ
ニ
ン
グ
や
ク
ラ
ッ
チ
を
製
造

し
て
い
た
。
そ
の
後
、
独
自
技
術

力
に
よ
り
ス
パ
イ
ラ
ル
ク
ラ
ッ
チ

フ
ェ
ー
シ
ン
グ
な
ど
を
開
発
、
社

名
も
「
冨
士
ブ
レ
ー
キ
工
業
」
に

改
称
し
、
茨
城
県
に
製
造
工
場
や

研
究
所
、
さ
ら
に
デ
ィ
ス
ク
ブ
レ

ー
キ
専
門
工
場
な
ど
を
新
設
、
自

動
車
用
へ
の
販
路
も
拡
大
し
て
い

っ
た
。

平
成
を
迎
え
、
石
綿
（
ア
ス
ベ

ス
ト
）
を
原
因
と
し
た
じ
ん
肺
被

害
な
ど
の
問
題
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
さ
れ
、
脱
石
綿
を
図
る
た
め
、

材
質
も
人
造
繊
維
、
鉱
物
繊
維
な

ど
に
転
換
す
る
た
め
の
技
術
開
発

に
も
注
力
し
た
。

当
社
の
強
み
は
、
国
産
車
全
車

に
対
応
す
る
商
品
群
と
品
質
、
そ

し
て
低
価
格
。
交
換
部
品
と
し
て

は
純
正
よ
り
安
く
提
供
し
て
お
り
、

ま
た
、
生
産
中
止
と
な
っ
た
ス
ポ

ー
ツ
車
な
ど
の
デ
ィ
ス
ク
パ
ッ
ド

に
も
対
応
し
て
い
る
。

自
動
車
産
業
は
、
Ｈ
Ｖ
や
Ｅ
Ｖ

の
台
頭
に
よ
り
、
従
来
部
品
の
需

要
は
減
少
し
て
い
る
。
し
か
し
、

車
の
急
停
車
時
に
は
優
れ
た
制
動

力
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
不
変
の

テ
ー
マ
で
、
新
た
な
材
質
の
研
究

な
ど
に
よ
り
、
さ
ら
に
高
品
質
・

高
性
能
な
デ
ィ
ス
ク
パ
ッ
ド
の
開

発
が
要
求
さ
れ
て
い
る
。

秋
山
武
社
長
は
、「
今
後
も
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
続
け
、
高
性
能

部
材
を
つ
く
っ
て
い
く
と
と
も
に
、

自
動
車
以
外
の
産
業
機
械
へ
の
応

用
、
そ
し
て
海
外
生
産
も
視
野
に

入
れ
た
海
外
展
開
を
し
て
い
か
な

い
と
生
き
残
れ
な
い
」
と
語
り
、

「
三
〇
年
寿
命
説
と
い
わ
れ
る
企

業
経
営
の
中
で
、
六
〇
年
も
続
い

た
企
業
で
あ
る
こ
と
に
誇
り
を
持

つ
と
と
も
に
、
支
え
て
く
れ
た
従

業
員
に
も
感
謝
し
て
い
る
。
そ
し

て
、
従
業
員
に
は
自
ら
考
え
行
動

で
き
る
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
。
ま

た
、
伝
統
を
守
り
つ
つ
新
し
い
事

業
に
も
目
を
向
け
て
も
ら
い
た

い
」
と
自
ら
の
思
い
を
語
っ
た
。

語
り
口
調
は
ソ
フ
ト
な
秋
山
社
長

だ
が
、
芯
の
強
さ
と
思
い
の
深
さ

を
感
じ
た
。

自
動
車
を
止
め
る「
ブ
レ
ー
キ
」、

人
の
命
に
関
わ
る
大
切
な
役
割
を

果
た
す
部
品
の
一
つ
で
、
冨
士
ブ

レ
ー
キ
工
業
は
全
従
業
員
一
丸
と

な
り
「
安
全
へ
の
祈
り
を
こ
め

て
」
製
品
作
り
を
し
て
い
る
。

エ
ヌ
・
テ
ィ
・
テ
ィ

テ
レ
コ

ン
株
式
会
社
は
、
昭
和
六
三
年
の

創
業
で
、
各
種
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の

自
動
検
針
・
集
中
監
視
シ
ス
テ
ム

を
提
供
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
事
業
者
の
業
務
効
率

化
、
ま
た
保
安
情
報
の
遠
隔
監
視

に
よ
る
保
安
の
高
度
化
の
実
現
を

目
指
し
て
い
る
。

支
店
網
は
全
国
に
及
び
、
北
海

道
、東
北
、中
部
、関
西
、中
国
、四
国
、

九
州
、そ
し
て
、
首
都
圏
で
あ
る
。

そ
の
首
都
圏
支
店
は
蕨
市
に
あ

り
、関
東
甲
信
越
の
一
都
九
県
を
営

業
エ
リ
ア
と
し
、長
野
、新
潟
に
は

営
業
所
を
配
置
し
、
万
全
の
営
業
、

及
び
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
備
え
て
お

り
、
当
社
最
大
の
支
店
で
も
あ
る
。

当
社
は
、
集
中
監
視
・
自
動
検

針
・
保
安
対
応
・
業
務
支
援
サ
ー

ビ
ス
を
中
心
に
、
見
守
り
・
設
備

監
視
、
メ
ー
ル
配
信
・
顧
客
管
理

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
。

集
中
監
視
・
自
動
検
針
・
保
安

対
応
・
業
務
支
援
サ
ー
ビ
ス
で
は
、

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
、
都
市
ガ
ス
、
水
道
、

電
気
等
様
々
な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を

遠
隔
か
ら
検
針
、
ま
た
監
視
す
る

こ
と
で
、
業
務
の
効
率
化
、
保
安

の
向
上
化
、
環
境
貢
献
等
に
対
応

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

見
守
り
・
設
備
監
視
サ
ー
ビ
ス
で

は
、集
中
監
視
・
自
動
検
針
サ
ー
ビ

ス
の
付
加
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、あ
ん

し
ん
テ
レ
ち
ゃ
ん
等
を
提
供
し
て

お
り
、Ｎ
Ｃ
Ｕ
を
活
用
し
た
需
要
家

へ
の
新
し
い
付
加
価
値
を
提
供
し

て
い
る
。そ
の
他
、自
治
体
向
け
に

同
技
術
を
活
用
し
た
高
齢
者
安
否

確
認
サ
ー
ビ
ス
も
提
供
し
て
い
る
。

メ
ー
ル
配
信
・
顧
客
管
理
サ
ー

ビ
ス
で
は
、
セ
ン
タ
の
運
用
管
理

能
力
の
強
み
を
活
か
し
、
２４
時
間
、

３
６
５
日
使
用
可
能
な
Ａ
Ｓ
Ｐ
サ

ー
ビ
ス
と
し
て
提
供
し
て
い
る
。

遠
隔
か
ら
の
自
動
検
針
の
具
体

的
な
メ
リ
ッ
ト
は
、
人
手
に
よ
る

検
針
が
不
要
と
な
り
、
人
件
費
の

削
減
、
車
両
移
動
を
削
減
、
検
針

困
難
な
住
宅
の
自
動
検
針
を
実
現
、

検
針
日
・
請
求
日
の
統
一
等
々
、

そ
こ
で
、
営
業
活
動
に
専
念
で
き
、

業
績
向
上
に
つ
な
が
る
。
ま
た
、

常
時
監
視
で
ガ
ス
漏
れ
を
早
期
発

見
、
ガ
ス
の
閉
め
忘
れ
、
消
し
忘

れ
に
も
遠
隔
遮
断
で
安
心
な
対
応

が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

で
は
、
残
ガ
ス
量
の
監
視
で
ガ
ス

切
れ
、
ボ
ン
ベ
配
送
の
最
適
化
が

可
能
と
な
る
。

河
野
康
正
首
都
圏
支
店
長
は
、

「
安
心
・
安
全
で
環
境
に
優
し
い

社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
、
豊
富

な
運
用
実
績
を
も
と
に
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
使
用
量
の
見
え
る
化
等
の
サ

ー
ビ
ス
を
可
能
に
す
る
こ
と
で
、

環
境
に
関
わ
る
分
野
で
も
積
極
的

に
貢
献
し
た
い
」
と
話
さ
れ
た
。

なな話話題題 北北 南南 西西 中中

北
部
冨
士
ブ
レ
ー
キ
工
業
㈱

「
安
全
へ
の
祈
り
を
こ
め
て
」〜
お
客
様
に

安
心
し
て
使
っ
て
い
た
だ
け
る
製
品
づ
く
り
〜

DATA
会 社 名：冨士ブレーキ工業�
所 在 地：茨城県古河市本町４‐１‐９ ONOZATOビ

ル五階
電 話：０２８０‐３０‐８２８１
Ｆ ａ ｘ：０２８０‐３１‐１９２１
代 表 者：代表取締役社長 秋山武
設 立：昭和二十六年
資 本 金：５，０００万円
従業員数：六十名
事業内容：自動車用ブレーキライニング、ディスクパ

ットの製造・販売、産業用機械の摩擦材の
製造・販売

Ｕ Ｒ Ｌ : http : //www.fujibrake.co.jp/

南
部
エ
ヌ
・
テ
ィ
・
テ
ィ
テ
レ
コ
ン
㈱

自
動
検
針
・
集
中
監
視
シ
ス
テ

ム
で
安
心
の
暮
ら
し
を
実
現

DATA
会 社 名：エヌ・ティ・ティ テレコン株

式会社
首都圏支店：蕨市中央４‐２‐２２ NTT蕨ビル

１F
電 話：０４８‐４４７‐１２２１
支 店 長：河野康正
創 業：昭和６３年
資 本 金：４億
事業内容：電気通信設備を利用した遠隔検

針・制御等
本 社：東京都台東区雷門１‐４‐４

当
社
の
製
品

自
動
車
用
デ
ィ

ス
ク
ブ
レ
ー
キ
パ
ッ
ト

エ
ヌ
・
テ
ィ
・
テ
ィ

テ
レ
コ

ン
㈱
河
野
康
正
首
都
圏
支
店
長

秋
山
武
代
表
取
締
役
社
長

―２４―












































































株
式
会
社
シ
リ
コ
ニ
ッ
ト
は
、

昭
和
二
十
二
年
の
創
業
以
来
、
炭

化
ケ
イ
素
発
熱
体
・
各
種
電
気
炉

を
中
心
に
、
素
材
研
究
用
か
ら
製

品
生
産
用
に
至
る
ま
で
、
優
れ
た

安
定
し
た
製
品
を
製
造
・
販
売
し
、

少
量
多
品
種
の
特
注
品
受
注
生
産

で
、
同
業
大
手
を
凌
駕
し
て
い
る
。

当
社
の
経
歴
は
、
東
邦
電
力
�

（
現
在
の
中
部
電
力
）が
創
業
５０
周

年
記
念
事
業
と
し
て
東
邦
産
業
研

究
所
を
創
立
し
、
昭
和
十
五
年
志

木
町（
現
在
の
志
木
市
）に
そ
の
工

事
を
完
成
し
た
こ
と
に
は
じ
ま
る
。

昭
和
十
七
年
右
記
研
究
所
に
お
い

て
、
故
上
甲
道
春
氏
を
主
査
と
し

て
炭
化
ケ
イ
素
発
熱
体
（
登
録
商

品
名
シ
リ
コ
ニ
ッ
ト
）の
研
究
を

開
始
し
た
。そ
し
て
、
昭
和
二
十

二
年
中
部
産
業
�
を
創
立
し
、
シ

リ
コ
ニ
ッ
ト
発
熱
体
の
販
売
を
開

始
し
た
。
昭
和
二
十
六
年
業
務
拡

張
の
た
め
シ
リ
コ
ニ
ッ
ト
高
熱
工

業
�
（
中
部
電
力
の
子
会
社
）
を

創
立
し
、
志
木
工
場
の
権
利
業
務

い
っ
さ
い
を
継
承
し
た
こ
と
に
始

ま
る
。
平
成
九
年
、
シ
リ
コ
ニ
ッ

ト
高
熱
工
業
�
を
�
シ
リ
コ
ニ
ッ

ト
に
社
名
変
更
し
た
。

シ
リ
コ
ニ
ッ
ト
発
熱
体
は
、
製

法
が
世
界
唯
一
の
も
の
で
あ
る
。

故
上
甲
道
春
（
初
代
社
長
）
氏
が

完
成
し
、
工
業
化
し
た
特
許
に
よ

る
独
創
的
製
法
に
よ
る
も
の
で
、

国
内
で
製
造
で
き
る
の
は
当
社
の

他
に
二
社
だ
け
で
あ
る
。

そ
の
主
な
用
途
と
し
て
は
、
電

気
炉
内
に
ヒ
ー
タ
ー
と
し
て
組
み

込
ま
れ
る
こ
と
が
多
く
、
八
百
〜

千
六
百
度
ま
で
の
幅
広
い
温
度
域

に
対
応
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
鉄

鋼
、
非
鉄
金
属
の
熱
処
理
、
半
導

体
素
子
の
接
合
、
拡
散
、
焼
成
な

ど
幅
広
い
。

そ
の
他
に
も
次
の
よ
う
な
工
業

分
野
で
利
用
、
活
用
さ
れ
、
数
々

の
（
最
終
商
品
）
を
生
み
出
し
て

い
る
。
一
般
産
業
分
野
で
は
（
時

計
、
シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
芯
等
）
自
動

車（
エ
ン
ジ
ン
パ
ー
ツ
、車
体
等
）

電
気
・
半
導
体
（
光
フ
ァ
イ
バ
ー
、

携
帯
電
話
等
）
医
療
（
カ
テ
ー
テ

ル
、
Ｃ
Ｔ
ス
キ
ャ
ン
等
）
そ
し
て

ガ
ラ
ス
・
光
学
分
野
で
は
（
液
晶

テ
レ
ビ
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
等
）、

さ
ら
に
、
研
究
開
発
分
野
（
東
京

大
学
・
京
都
大
学
等
）
で
あ
る
。

当
社
は
技
術
面
で
は
、
他
社
の

追
随
を
許
さ
な
か
っ
た
が
、経
理
・

経
営
面
で
は
経
常
赤
字
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
吉
田
守
現
社
長
が
現
埼

玉
り
そ
な
銀
行
か
ら
副
社
長
と
し

て
入
り
、土
地
建
物
を
含
め
た
資
本

部
分
の
大
改
革
、生
産
人
員
の
削
減
、

生
産
ラ
イ
ン
改
善
等
大
幅
な
合
理

化
を
徹
底
し
、さ
ら
に
、販
売
先
の

厳
選
を
行
い
、
平
成
十
五
年
度
よ

り
九
期
連
続
黒
字
を
続
け
て
い
る
。

吉
田
社
長
は
「
先
代
が
受
け
継

い
で
き
た
も
の
づ
く
り
の
技
術
を

受
け
継
ぎ
、
利
益
を
伸
ば
し
、
経

営
を
安
定
さ
せ
、
今
後
さ
ら
に
発

展
・
拡
大
す
る
医
療
、
光
学
分
野

で
、
大
い
に
展
開
し
た
い
」
と
話

さ
れ
た
。

関
東
食
糧
の
企
業
理
念
は
、「
人

源（
に
ん
げ
ん
）」、臼
田
満
社
長
が

考
案
し
た
造
語
だ
が
、「
食
」に
関

わ
る
ビ
ジ
ネ
ス
は「
人
」が
す
べ
て

の
源
に
な
る
と
い
う
思
い
を
こ
め

て
い
る
。そ
し
て
、「
人
に
最
上
の
知

恵
。人
に
最
良
の
時
。人
に
最
善
の

食
。」と
い
う
社
訓
を
掲
げ
て
い
る
。

取
材
に
応
じ
て
い
た
だ
い
た
臼

田
真
一
朗
取
締
役
副
社
長
も
、「
社

員
一
人
ひ
と
り
の
成
長
が
企
業
の

成
長
に
つ
な
が
る
、
と
い
う
こ
と

を
念
頭
に
置
き
、
人
材
育
成
に
注

力
し
て
い
ま
す
」
と
人
を
育
て
る

こ
と
の
重
要
性
を
語
っ
た
。

関
東
食
糧
は
設
立
か
ら
四
十
五

年
、
臼
田
社
長
の
実
家
が
桶
川
で

臼
田
製
麺
工
業
（
屋
号
「
今
福

屋
」）
を
営
ん
で
お
り
、
浦
和
市

場
開
設
に
合
わ
せ
市
場
内
に
自
社

製
造
の
乾
麺
や
仕
入
食
材
を
一
般

家
庭
用
に
販
売
す
る
店
舗
を
立
ち

上
げ
た
こ
と
が
創
業
の
き
っ
か
け
。

そ
の
後
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ス
ト

ラ
ン
や
フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
な
ど

の
外
食
産
業
が
台
頭
し
始
め
、
販

路
も
家
庭
用
か
ら
業
務
用
食
材
に

移
行
・
特
化
し
た
。
さ
ら
に
、
業

務
拡
大
・
店
舗
展
開
を
図
り
、
埼

玉
県
内
の
ホ
テ
ル
や
レ
ス
ト
ラ
ン
、

ゴ
ル
フ
場
、
居
酒
屋
、
各
種
料
理

店
な
ど
約
一
万
件
を
ユ
ー
ザ
ー
に

持
ち
、
県
内
で
は
規
模
、
シ
ェ
ア

と
も
に
業
界
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
企

業
に
成
長
し
た
。
現
在
の
取
り
扱

い
ア
イ
テ
ム
は
四
万
ア
イ
テ
ム
、

そ
の
中
か
ら
価
格
、
品
質
、
安
全

性
の
三
つ
を
基
準
に
、
安
心
し
て

供
給
で
き
る
食
材
だ
け
を
吟
味
し
、

お
客
様
に
お
届
け
し
て
い
る
。

業
務
用
食
材
に
特
化
し
て
か
ら

は
四
十
周
年
、こ
れ
を
機
に
様
々
な

変
化
に
対
応
す
べ
く
業
務
革
新
を

進
め
て
い
る
。
当
社
の
強
み
で
あ

る「
提
案
力
」「
商
品
力
」「
対
応
力
」

を
十
二
分
に
発
揮
さ
せ
る
た
め
、

業
界
内
で
も
画
期
的
な
「
営
業
支

援
シ
ス
テ
ム
」の
開
発
・
導
入
や
食

に
関
す
る
様
々
な
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス

ト（
有
資
格
者
）の
養
成
な
ど
、
よ

り
良
い
会
社
に
な
る
た
め
の
チ
ャ

レ
ン
ジ
を
続
け
て
い
る
。
そ
し
て
、

次
世
代
の
地
域
密
着
型
の
卸
売
業

と
し
て
、�
食
文
化
の
向
上
�
に

貢
献
す
る
企
業
を
目
指
し
て
い
る
。

地地区区会会員員企企業業ののホホッットト

中
部

関
東
食
糧
㈱

西
部

㈱
シ
リ
コ
ニ
ッ
ト

特
殊
技
術
と

経
営
の
熱
融
合

地
域
密
着
型
の
卸
売
業
と
し

て
、�
食
文
化
の
向
上
�に
貢
献

DATA
会 社 名：関東食糧株式会社
本 社：桶川市大字川田谷２４５９‐１
電 話：０４８‐７８６‐９１１１
Ｆ ａ ｘ：０４８‐７８６‐９６１３
代 表 者：代表取締役 臼田 満
設 立：昭和四十二年十二月
資 本 金：２，４００万円
従業員数：２２０名（パート含む）
事業内容：業務用（和・洋・中）、冷凍食品、酒類、

米穀、厨房機器の販売
事 業 所：大宮店、川越店、浦和店、熊谷店、北鴻巣

受注センター
http : //www.kanto-syokuryo.co.jp/

DATA
会 社 名：株式会社シリコニット
本 社：志木市下宗岡４‐９‐９
代 表 者：代表取締役社長 吉田 守
創 業：昭和２２年９月１日
資 本 金：５４百万円
事業内容：シリコニット、電気炉等の製造・販

売
主得意先：鉄鋼・非鉄金属、電気・電子機器、

ガラス・セラミックス
精密機器・機械、大学・研究機関、
等々

配
送
商
品
の
積
込

商
品
倉
庫

取
材
に
対
応
し
て
い
た
だ
い
た

臼
田
真
一
朗
取
締
役
副
社
長

（
左
）と
白
岩
智
取
締
役
経
営
管

理
部
部
長（
右
）

吉
田
守
社
長

標
準
型
発
熱
体

―２５―
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本
会
と
株
式
会
社
ウ
ェ
ル
ネ
ッ
ト

が
共
催
し
実
施
し
て
い
る
、「
第
一

種
・
第
二
種
衛
生
管
理
者
受
験
対
策

講
座
」
と
「
安
全
管
理
者
選
任
時
研

修
」
を
八
月
か
ら

九
月
に
か
け
て
開

催
し
た
。

今
年
度
で
五
年

目
の
開
催
と
な
る

こ
の
研
修
で
、
今

年
度
は
八
月
二

日
・
三
日
の
二
日

間
で
第
一
回
衛
生

管
理
者
受
験
対
策

講
座
、
九
月
十
三

日
・
十
四
日
の
二

日
間
で
第
二
回
衛

生
管
理
者
受
験
対

策
講
座
を
開
催
、

八
月
二
三
日
に
は

安
全
管
理
者
選
任

時
研
修
を
開
催
し
、

そ
れ
ぞ
れ
、
四
〇

名
前
後
の
方
に
ご

参
加
い
た
だ
き
、

中
小
企
業
を
中
心

に
衛
生
管
理
者
、
安
全
管
理
者
選
任

に
対
す
る
ニ
ー
ズ
と
関
心
の
高
さ
が

う
か
が
わ
れ
た
。

□
第
一
種
・
第
二
種

衛
生
管
理
者
受

験
の
た
め
の
対
策
講
座（
二
日
間
）

講
師
�
臼
井
一
博

氏
（
�
ウ
ェ

ル
ネ
ッ
ト

専
任
講
師
、
中
小
企
業

診
断
士
、
第
一
種
衛
生
管
理
者
）

特
長
�
�
過
去
の
出
題
傾
向
を
徹

底
分
析
し
、
試
験
に
出
や
す
い
ポ
イ

ン
ト
を
絞
り
、
無
駄
の
な
い
効
率
的

な
学
習
方
法
を
伝
授
、
�
難
し
い
専

門
用
語
や
内
容
を
語
呂
合
わ
せ
な
ど

で
わ
か
り
易
く
解
説
、
�
講
義
↓
演

習
↓
解
説
の
サ
イ
ク
ル
で
実
践
力
を

身
に
つ
け
る
内
容
に
よ
り
、
二
日
間

で
合
格
に
到
達
で
き
る
レ
ベ
ル
ま
で

講
義
を
行
う
。

□
安
全
管
理
者
選
任
時
研
修
（
法
定

九
時
間
研
修
）

講
師
�
鈴
木

昭

氏
（
�
ウ
ェ
ル

ネ
ッ
ト

専
任
講
師
、
労
働
安
全
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
）

特
長
�
�
法
で
定
め
ら
れ
た
研
修
を

衛衛
生生
管管
理理
者者
受受
験験
対対
策策
講講
座座

おお
よよ
びび
安安
全全
管管
理理
者者
選選
任任
時時
研研
修修
をを
開開
催催

衛生管理者受験対策講座 臼井一博講師（�ウェルネット）

安全管理者選任時研修 鈴木昭講師（�ウェルネット）

―２６―
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青青
年年
経経
営営
者者
部部
会会
埼埼
玉玉
全全
国国
大大
会会
はは

平平
成成
二二
十十
六六
年年
十十
一一
月月
十十
三三
日日
・・
十十
四四
日日
にに

開開
催催
日日
決決
定定
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青青
年年
経経
営営
者者
部部
会会

七七
月月
例例
会会
はは
経経
営営
者者
のの

たた
めめ
のの
ヨヨ
ガガ
教教
室室
開開
催催

実
施
、
�
無
駄
の
な
い
効
率
的
な
講

義
、
�
専
門
用
語
や
専
門
的
内
容
を

具
体
的
で
わ
か
り
易
く
解
説
、
�
一

日
で
終
了
す
る
の
で
参
加
し
や
す
い
、

な
ど
で
、
法
定
九
時
間
講
義
の
受
講

者
に
は
修
了
証
を
交
付
し
て
い
る
。

〔
参
考
〕
選
任
の
要
件
な
ど

◇
衛
生
管
理
者

労
働
安
全
衛
生
法
（
第
十
二
条
）

に
よ
り
、
常
時
五
〇
人
以
上
の
労
働

者
を
使
用
す
る
事
業
場
で
は
、
労
働

衛
生
に
関
す
る
技
術
的
事
項
を
管
理

す
る
者
と
し
て
、「
衛
生
管
理
者
」

を
選
任
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

衛
生
管
理
者
に
は
、
衛
生
管
理
者

試
験
（
第
一
種
・
第
二
種
）
に
合
格

し
都
道
府
県
労
働
局
長
の
免
許
を
受

け
た
者
な
ど
を
充
て
る
こ
と
。

◇
安
全
管
理
者

労
働
安
全
衛
生
法
（
第
十
一
条
）

に
よ
り
、
屋
外
産
業
的
業
種
と
工
業

的
業
種
及
び
第
三
次
産
業
の
特
定
業

種
に
属
し
、
常
時
五
〇
人
以
上
の
労

働
者
を
使
用
す
る
事
業
場
で
は
、
労

働
安
全
に
関
す
る
技
術
的
事
項
を
管

理
す
る
者
と
し
て
、「
安
全
管
理
者
」

を
選
任
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

安
全
管
理
者
は
、
厚
生
労
働
大
臣

の
定
め
る
安
全
管
理
者
選
任
時
研
修

を
受
け
た
者
で
な
け
れ
ば
選
任
で
き

な
い
。

青
年
経
営
者
部
会
七
月
の
役
員
会

が
川
本
武
彦
部
会
長
を
議
長
と
し
て

七
月
二
十
六
日
�
浦
和
ロ
イ
ヤ
ル
パ

イ
ン
ズ
ホ
テ
ル
に
て
開
催
さ
れ
た
。

役
員
会
議
で
は
、
主
に
埼
玉
県
主

催
の
第
三
十
九
回
青
年
経
営
者
部
会

全
国
大
会
の
基
本
姿
勢
等
に
つ
い
て

話
し
合
い
が
持
た
れ
た
。

主
な
も
の
は
、
開
催
日
は
、
平
成

二
十
六
年
十
一
月
十
三
日
�
十
四
日

�
の
両
日
、
会
場
は
、
大
宮
パ
レ
ス

ホ
テ
ル
。

大
会
で
は
、
講
師
は
、
一
名
と
は

限
ら
ず
、
硬
軟
等
で
二
名
も
考
慮
す

る
。
主
賓
挨
拶
は
上
田
知
事
に
依
頼
。

懇
親
会
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
基
本

は
、
明
る
く
、
若
く
、
楽
し
く
、
元

気
と
し
、
部
会
員
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
も
考
え
る
と
し
た
。

翌
日
の
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
は
、

観
光
・
見
学
を
メ
イ
ン
と
す
る
。
ま

た
、
第
三
十
八
回
の
兵
庫
大
会
に
は
、

埼
玉
の
Ｐ
Ｒ
を
兼
ね
て
、
二
、
三
十

人
規
模
で
参
加
し
、
埼
玉
大
会
を
大

い
に
Ｐ
Ｒ
し
た
い
等
々
結
論
を
得
た
。

青
年
経
営
者
部
会
の
七
月
例
会
が

七
月
二
十
六
日
�
午
後
浦
和
ロ
イ
ヤ

ル
パ
イ
ン
ズ
ホ
テ
ル
に
お
い
て
二
十

四
名
が
参
加
し
、
経
営
者
の
た
め
の

ヨ
ガ
教
室
と
懇
親
会
の
二
部
構
成
に

よ
り
開
催
さ
れ
た
。

第
一
部
は
藤
池
一
誠
副
部
会
長
の

司
会
・
進
行
で
執
り
行
わ
れ
た
。
経

営
者
の
た
め
の
ヨ
ガ
教
室
は
、
昨
年

大
好
評
と
な
っ
た
た
め
、
二
回
目
の

開
催
と
な
っ
た
。

講
師
は
昨
年
と
同
じ
く
�
ポ
ジ
テ

ィ
ブ
ス
タ
ー
ヨ

ガ
の
代
表
取
締

役
社
長
庄
司
祐

子
氏
で
、
他
に

若
手
女
子
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー

六
名
が
指
導
を

行
っ
た
。
そ
の

た
め
、
行
き
届

い
た
ヨ
ガ
が
で

き
、
肉
体
的
に

も
、
精
神
的
に

も
、
大
い
に
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
で

き
た
。
そ
の
後
、

講師の庄司氏とインストラクター

―２７―
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水
村
真
太
郎

会
計
監
事
よ

り
謝
辞
が
行

わ
れ
、
第
一

部
は
終
了
し

た
。第

二
部
の

懇
親
会
は
、

三
原
宏
治
幹

事
の
司
会
・

進
行
で
執
り

行
わ
れ
、
川

本
武
彦
部
会

長
の
挨
拶
に
続
き
、
栗
原
志
功
会
計

監
事
に
よ
り
、
乾
杯
が
行
わ
れ
た
。

ま
た
、
三
原
幹
事
よ
り
入
会
の
推
薦

が
あ
っ
た
�
エ
イ
ト
リ
ー
ブ
ス
代
表

取
締
役
社
長
野
村
幸
永
氏
よ
り
自
己

紹
介
が
あ
り
、
入
会
が
認
め
ら
れ
た
。

歓
談
で
は
、
部
会
員
は
も
と
よ
り
、

庄
司
祐
子
社
長
を
は
じ
め
、
六
人
の

若
手
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
も
加
わ
り
、

和
気
藹
々
の
懇
親
会
が
続
い
た
。

最
後
に
、
�
嶋
英
司
幹
事
に
よ
る

挨
拶
が
行
わ
れ
、
七
月
例
会
は
盛
会

裏
の
う
ち
に
お
開
き
と
な
っ
た
。

日
本
経
済
の
現
状
を
見
る
と
、
震

災
復
興
、
円
高
、
貿
易
赤
字
の
定
着
、

社
会
保
障
問
題
、
消
費
税
増
税
、
人

口
減
少
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
、
超
高

齢
化
等
、
ま
さ
に
課
題
先
進
国
の
様

相
を
呈
し
て
い
る
。
復
興
需
要
に
よ

る
若
干
の
景
気
回
復
は
期
待
で
き
る

も
の
の
、
雇
用
情
勢
は
引
き
続
き
厳

し
い
状
況
で
あ
る
。
特
に
県
内
高
校

生
の
就
職
希
望
者
数
は
平
成
２３
年
３

月
末
現
在
で
６
８
８
５
人
、
就
職
内

定
率
９２
・
７
％
、
就
職
未
内
定
者
５

０
３
人
で
あ
っ
た
。（
平
成
２４
年
５

月
１５
日
現
在
の
希
望
者
は
７
８
５
１

人
）県

教
育
委
員
会
は
、
夢
と
希
望
を

持
っ
て
社
会
人
と
し
て
自
立
を
図
ろ

う
と
す
る
高
校
生
が
職
の
無
い
ま
ま

卒
業
し
て
し
ま
う
こ
と
、
離
職
率
が

高
い
こ
と
等
は
大
変
憂
慮
す
べ
き
事

態
と
し
、
高
校
生
の
就
職
支
援
を
最

重
要
課
題
の
一
つ
に
位
置
づ
け
て
き

た
。
平
成
２２
年
度
か
ら
「
県
立
高
校

就
職
支
援
求
人
開
拓
員
（
通
称

リ

ク
ル
ー
ト
マ
ス
タ
ー
）」
を
配
置
し
、

現
在
こ
の
事
業
を
継
承
・
発
展
さ
せ

た
も
の
が
「
地
域
就
職
支
援
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
」
で
あ
る
。
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
業
務
は
、
地
域
企
業
を

訪
問
し
て
の
求
人
開
拓
、
就
職
支
援

協
力
の
依
頼
（
講
演
、
面
談
会
、
座

談
会
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
受
入

等
）、
企
業
情
報
の
収
集
、
ア
ン
ケ

ー
ト
の
協
力
依
頼
、
学
校
へ
の
企
業

情
報
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
等
で
あ
る
。

今
年
度
は
新
た
に
県
内
を
８
つ
の
地

域
に
分
割
し
そ
れ
ぞ
れ
に
就
職
支
援

の
た
め
の
拠
点
校
（
越
谷
総
合
技
術

高
校
、
幸
手
商
業
高
校
、
浦
和
商
業

高
校
、
新
座
総
合
技
術
高
校
、
川
越

総
合
高
校
、
所
沢
商
業
高
校
、
深
谷

商
業
高
校
）
を
指
定
し
た
。
そ
こ
に

地
域
就
職
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

を
配
属
す
る
こ
と
で
地
域
単
位
で
高

校
生
の
就
職
支
援
を
展
開
し
て
い
る
。

ま
た
、
そ
れ
ら
を
統
括
す
る
た
め
に
、

県
立
高
校
教
頭
を
地
域
就
職
支
援
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
統
括
と
し
て
�
埼

玉
県
経
営
者
協
会
に
配
置
し
て
い
る
。

５
月
末
ま
で
に
各
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
は
就
職
支
援
が
必
要
な
県
立
高

校
９８
校
に
対
し
て
各
校
の
現
状
や
就

職
希
望
者
の
概
要
調
査
が
終
了
し
た
。

現
在
は
県
内
企
業
を
中
心
に
東
京
都
、

千
葉
県
、
群
馬
県
、
栃
木
県
、
茨
城

県
ま
で
範
囲
を
拡
げ
求
人
開
拓
を
行

っ
て
い
る
。
更
に
、
各
企
業
側
か
ら

こ
れ
か
ら
就
職
し
よ
う
と
す
る
高
校

生
や
彼
ら
を
指
導
す
る
高
校
へ
の
要

望
等
を
各
校
へ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す

る
こ
と
で
、
求
人
側
と
求
職
側
の
ミ

ス
マ
ッ
チ
を
な
く
す
取
り
組
み
を
展

開
し
て
い
る
。

今
後
も
会
員
企
業
様
に
は
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
が
訪
問
し
、
求
人
の
要

請
等
高
校
生
の
就
職
に
関
す
る
情
報

交
換
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。
そ
の
節
は
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

参加者全員でポーズ

高高
校校
生生
のの
就就
職職
内内
定定
率率１１

００
００
％％
をを
目目
指指
しし
てて

地
域
就
職
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
取
り
組
み

―２８―



七

労
働
者
の
損
害
賠

償
す
べ
き
金
額
を

め
ぐ
っ
て

７

従
業
員
の
交
通
事
故
に
よ

る
会
社
の
損
害
と
従
業
員

へ
の
求
償
賠
償

使
用
者
の
従
業
員
へ
の
損
害
賠
償
に

つ
い
て
、
典
型
的
な
の
は
、
従
業
員
の

過
失
に
よ
っ
て
発
生
さ
せ
た
交
通
事
故

に
つ
い
て
の
取
扱
い
で
あ
る
。

判
例
は
、
事
故
の
態
様
、
労
働
者
側

の
事
情
、
使
用
者
側
の
事
情
、
損
害
の

額
、
従
業
員
の
賃
金
の
額
と
い
っ
た
も

の
を
総
合
し
て
検
討
し
、
労
働
者
の
損

害
金
の
負
担
割
合
と
い
っ
た
も
の
を
決

定
し
て
い
る
。
労
働
者
へ
の
使
用
者
の

賠
償
請
求
を
認
め
た
最
高
裁
判
決
に
お

い
て
も
、
次
の
よ
う
に
判
示
さ
れ
て
い

る
。「
使
用
者
が
、
そ
の
事
業
の
執
行

に
つ
き
な
さ
れ
た
被
用
者
の
加
害
行
為

に
よ
り
、
直
接
損
害
を
被
り
又
は
使
用

者
と
し
て
の
損
害
賠
償
責
任
を
負
担
し

た
こ
と
に
基
づ
き
損
害
を
被
つ
た
場
合

に
は
、
使
用
者
は
、
そ
の
事
業
の
性
格
、

規
模
、
施
設
の
状
況
、
被
用
者
の
業
務

の
内
容
、
労
働
条
件
、
勤
務
態
度
、
加

害
行
為
の
態
様
、
加
害
行
為
の
予
防
若

し
く
は
損
失
の
分
散
に
つ
い
て
の
使
用

者
の
配
慮
の
程
度
そ
の
他
諸
般
の
事
情

に
照
ら
し
、
損
害
の
公
平
な
分
担
と
い

う
見
地
か
ら
信
義
則
上
相
当
と
認
め
ら

れ
る
限
度
に
お
い
て
、
被
用
者
に
対
し

右
損
害
の
賠
償
又
は
求
償
の
請
求
を
す

る
こ
と
が
で
き
る
」（
昭
和
五
一
・
七
・

八
最
高
裁
判
決
、
茨
石
事
件
、
判
例
時

報
八
二
七
号
五
二
頁
）。
本
件
で
は
、

上
記
の
よ
う
な
見
地
か
ら
判
断
し
て
、

従
業
員
へ
の
車
間
距
離
不
保
持
、
前
方

不
注
視
に
よ
る
先
行
車
へ
の
追
突
事
故

に
つ
き
四
分
の
一
（
二
五
％
）
の
求
償

を
認
め
て
い
る
。

判
例
に
よ
る
こ
れ
ら
交
通
事
故
の
場

合
の
従
業
員
へ
の
求
償
賠
償
に
お
け
る

負
担
割
合
の
関
係
を
要
約
す
れ
ば
、
別

表
の
と
お
り
と
い
え
る
。

そ
こ
で
、
以
下
、
よ
く
問
題
と
な
る

交
通
事
故
に
関
す
る
労
働
者
へ
の
賠

償
・
求
償
に
関
す
る
判
例
を
紹
介
す
る
。

�
偶
発
的
に
生
じ
た
軽
過
失
に
つ
い
て

従
業
員
へ
の
求
償
権
を
否
定
し
た
事

例本
件
は
、
使
用
者
Ｘ
が
、
従
業
員
の

惹
起
し
た
交
通
事
故
に
つ
き
、
被
害
者

の
相
続
人
に
対
し
、
金
七
五
四
万
円
余

の
損
害
を
賠
償
し
た
の
で
、
こ
の
金
額

か
ら
、
そ
の
後
受
領
し
た
自
賠
責
及
び

任
意
保
険
金
合
計
金
六
二
五
万
円
を
控

除
し
た
金
一
二
九
万
円
余
を
民
法
七
一

五
条
三
項
に
基
づ
き
求
償
し
、
同
時
に

本
人
が
入
社
す
る
に
際
し
て
の
身
元
保

証
人
に
対
し
て
も
連
帯
請
求
し
た
も
の

で
あ
る
。

こ
の
事
故
に
つ
い
て
裁
判
所
は
、「
本

件
事
故
態
様
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
被
告

Ａ
の
側
に
前
方
左
右
不
注
視
の
過
失
が

あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
が
、
他
方
で

被
害
者
た
る
七
才
の
児
童
の
無
思
慮
に

し
て
突
発
的
と
も
い
い
う
べ
き
足
踏
自

転
車
に
よ
る
斜
め
横
断
と
い
う
右
折
方

法
違
反
が
あ
る
こ
と
も
明
白
で
あ
り
、

こ
の
こ
と
が
本
件
事
故
惹
起
に
至
る
有

力
な
一
因
を
な
し
て
い
る
上
に
、
本
件

事
故
当
時
は
土
砂
降
り
の
雨
中
で
ワ
イ

パ
ー
作
動
中
で
あ
つ
た
た
め
視
界
が
平

常
時
に
比
し
て
、
不
自
由
で
あ
つ
た
こ

と
も
本
件
事
故
の
遠
因
を
な
し
た
も
の

と
考
え
ら
れ
、
被
告
Ａ
の
過
失
の
程
度

は
左
程
に
大
き
く
は
な
く
、
い
わ
ゆ
る

軽
過
失
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、

そ
の
た
め
か
、
刑
事
制
裁
も
死
亡
事
故

で
あ
る
の
に
罰
金
刑
を
科
せ
ら
れ
た
の

み
で
あ
る
こ
と
」
と
し
、「
被
告
Ａ
は

未
だ
若
年
で
本
件
求
償
金
を
支
払
う
能

力
に
乏
し
く
、被
告
Ｂ（
身
元
引
受
人
）

は
無
職
無
収
入
で
経
済
的
能
力
は
な
い

こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

し
て
み
る
と
、
被
告
Ａ
は
日
常
的
に

は
原
告
会
社
の
指
揮
命
令
に
従
い
誠
実

に
労
務
を
提
供
し
て
来
た
も
の
で
あ
り
、

本
件
事
故
も
重
大
な
過
失
に
基
因
す
る

も
の
で
は
な
く
、
い
わ
ば
業
務
の
執
行

中
に
不
運
な
諸
要
因
が
重
畳
し
て
偶
発

的
に
生
じ
た
軽
過
失
に
基
く
交
通
事
故

で
あ
る
と
こ
ろ
、
他
方
で
被
告
Ａ
は
本

件
事
故
に
至
る
ま
で
原
告
会
社
に
お
け

る
勤
務
年
数
は
五
年
に
も
満
た
な
か
つ

た
も
の
で
あ
る
が
、
原
告
会
社
と
し
て

も
、
被
用
者
た
る
被
告
Ａ
を
自
動
車
運

転
を
日
常
的
に
必
要
と
す
る
外
勤
に
配

転
す
る
に
際
し
て
、
被
告
Ａ
が
そ
の
業

低
成
長
時
代
の
就
業
規
則
の

見
直
し
・
改
訂
の
ポ
イ
ン
ト

―
第
一
〇
〇
回
―

労
働
契
約
法
の
企
業
実
務
上
の

対
応
に
つ
い
て
（
そ
の
１４
）

弁
護
士

安

西

�

別表 労働者の負担すべき賠償額をめぐって

負 担 割 合

労働者の負担を認めない
（使用者の全額負担）

５％～９５％
（負担金額の割合的分担）

１００％
（労働者の全額負担）

事 故 の 態 様 等

軽過失
不適格者等への運転命令

労働者の注意義務と事故の態様、労使間の
事情等の諸般の事情を総合的に考慮

無免許運転
無断私用運転

�
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�
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務
の
執
行
中
に
事
故
を
惹
起
す
る
こ
と

の
な
い
よ
う
善
良
な
る
管
理
者
の
注
意

を
も
つ
て
事
前
措
置
を
講
ず
べ
き
契
約

上
の
義
務
を
負
う
も
の
で
あ
る
。
原
告

会
社
が
昭
和
四
五
年
四
月
に
被
告
Ａ
を

い
わ
ゆ
る
外
勤
に
配
転
す
る
に
際
し
ど

の
様
な
配
慮
を
行
つ
た
の
か
何
ら
の
主

張
立
証
は
な
い
。
し
か
も
、
原
告
会
社

は
、
本
来
任
意
保
険
に
よ
つ
て
全
額
ま

か
な
わ
れ
る
べ
き
本
件
損
害
賠
償
を
、

そ
の
独
自
の
判
断
に
基
き
被
害
者
保
護

の
た
め
保
険
金
額
を
超
え
る
本
件
示
談

を
成
立
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
、

本
件
損
害
賠
償
額
の
算
定
に
つ
い
て
は

原
告
会
社
と
被
告
Ａ
ら
と
の
間
に
お
い

て
意
見
が
対
立
し
、
被
告
Ａ
は
む
し
ろ

裁
判
所
に
よ
る
適
正
額
の
判
断
を
経
た

い
希
望
を
原
告
会
社
に
対
し
て
表
明
し

て
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
前
認
定
の
と

お
り
で
あ
る
。
そ
し
て
又
、
原
告
会
社

が
そ
の
要
求
に
応
じ
て
調
停
で
あ
れ
、

本
訴
で
あ
れ
司
法
的
解
決
を
試
み
裁
判

所
に
よ
る
適
正
額
の
提
示
が
な
さ
れ
た

の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
全
額
が
任
意
保
険

に
よ
り
填
補
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
し
、
原

告
会
社
と
彼
告
ら
間
に
お
い
て
本
件
の

如
き
紛
争
の
発
生
す
る
余
地
も
な
か
つ

た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
明
白
で
あ
る
。
も

と
よ
り
、
原
告
会
社
が
被
害
者
保
護
の

精
神
よ
り
出
て
、
自
ら
の
責
任
に
お
い

て
そ
の
様
な
示
談
を
為
す
こ
と
は
誠
に

相
当
で
あ
る
と
は
考
え
ら
れ
る
も
の
の
、

被
告
ら
の
要
望
を
無
視
し
て
、
司
法
的

解
決
の
労
を
と
る
こ
と
な
く
自
ら
の
判

断
だ
け
で
取
決
め
た
示
談
額
の
う
ち
任

意
保
険
に
よ
り
填
補
さ
れ
な
い
部
分
の

一
切
を
、
若
年
の
一
被
用
者
で
且
つ
老

齢
の
両
親
を
扶
養
し
、
経
済
力
の
乏
し

い
被
告
Ａ
に
転
嫁
し
た
上
、
こ
れ
に
求

償
を
求
め
う
る
と
す
る
こ
と
は
、
公
平

と
条
理
に
背
き
、
相
当
で
は
な
い
と
判

断
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

以
上
、
原
告
会
社
と
被
告
Ａ
と
の
契

約
関
係
に
基
き
、
そ
の
相
互
の
義
務
違

反
の
度
合
を
本
件
に
ま
つ
わ
る
一
切
の

諸
事
情
を
比
較
対
照
し
て
検
討
す
る
と

き
は
、
原
告
会
社
の
被
告
Ａ
に
対
す
る

本
件
求
償
権
の
行
使
は
公
平
と
条
理
に

反
し
許
さ
れ
な
い
も
の
と
考
え
ざ
る
を

え
ず
、
結
局
被
告
Ａ
に
対
す
る
本
訴
請

求
は
失
当
と
し
て
棄
却
を
免
れ
な

い
。」
と
判
示
し
た
（
昭
和
五
一
・
六
・

九
大
阪
地
裁
岸
和
田
支
部
判
決
、
ト
ヨ

タ
カ
ロ
ー
ラ
事
件
、
判
時
八
四
二
号
一

〇
二
頁
）。

�
運
転
経
験
に
乏
し
い
従
業
員
に
対
し

臨
時
に
運
転
を
命
じ
た
た
め
に
生
じ

た
事
故
に
よ
る
従
業
員
へ
の
求
償
権

の
行
使
が
許
さ
れ
な
い
と
さ
れ
た
事
例

本
件
の
使
用
者
は
、
従
業
員
が
職
務

執
行
中
に
起
こ
し
た
交
通
事
故
に
つ
い

て
、
被
害
者
Ｃ
に
対
し
て
、
合
計
一
六

五
万
円
余
の
損
害
の
賠
償
を
行
っ
た
の

で
、
右
金
額
か
ら
自
賠
責
保
険
金
よ
り

補
填
を
う
け
た
五
〇
万
円
を
控
除
し
た

一
一
五
万
余
円
を
、
従
業
員
Ａ
に
対
し

て
は
民
法
七
一
五
条
三
項
に
よ
り
、
Ａ

の
身
元
保
証
人
に
対
し
て
は
身
元
保
証

契
約
に
よ
り
求
償
を
求
め
た
も
の
で
あ

る
。
こ
れ
に
対
し
て
裁
判
所
は
、
次
の

よ
う
に
判
示
し
て
従
業
員
へ
の
求
償
権

を
認
め
な
か
っ
た
。

本
件
の
運
転
従
業
員
で
あ
る
「
被
告

Ａ
は
、
普
段
は
原
告
会
社
の
自
動
車
を

運
転
す
る
よ
う
な
業
務
を
担
当
し
て
は

い
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
本
件
事
故
は
、

発
送
部
に
お
け
る
自
動
車
担
当
者
が
た

ま
た
ま
不
在
で
あ
つ
た
と
こ
ろ
か
ら
被

告
Ａ
は
臨
時
に
そ
の
仕
事
を
命
ぜ
ら
れ

た
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
も
被
告
Ａ

は
、
軽
自
動
車
運
転
の
免
許
を
と
つ
た

と
は
い
う
も
の
の
、
い
わ
ゆ
る
ペ
ー
パ

ー
ド
ラ
イ
バ
ー
で
あ
つ
て
、
東
京
都
内

の
運
転
な
ど
は
一
度
も
経
験
し
な
い
初

心
者
で
あ
り
、
も
し
被
告
Ａ
の
自
由
な

意
思
で
こ
の
運
転
を
す
る
か
ど
う
か
を

き
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、

躊
躇
す
る
こ
と
な
く
運
転
す
る
こ
と
を

避
け
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
他
の
部
門

の
上
司
か
ら
人
手
が
足
り
な
い
か
ら
と

て
臨
時
の
手
伝
を
依
頼
さ
れ
、
軽
自
動

車
の
運
転
免
許
を
有
し
て
い
な
い
わ
け

で
は
な
い
関
係
上
こ
れ
を
断
り
き
れ
な

か
つ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
本
件

事
故
は
、
被
告
Ａ
の
よ
う
な
初
心
者
に

あ
り
が
ち
な
過
失
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

決
し
て
無
謀
な
運
転
を
し
た
わ
け
で
は

な
い
。

い
う
ま
で
も
な
い
こ
と
な
が
ら
、
自

動
車
の
路
上
運
転
は
被
告
Ａ
の
経
済
状

態
で
は
到
底
負
担
し
切
れ
な
い
程
の
大

き
な
損
害
賠
償
責
任
を
負
担
す
る
危
険

を
伴
う
行
為
で
あ
る
。
通
常
は
こ
れ
を

自
動
車
損
害
賠
償
責
任
保
険
に
加
入
す

る
こ
と
に
よ
つ
て
そ
の
負
担
を
カ
バ
ー

す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
被
告
Ａ
の

よ
う
に
ペ
ー
パ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
で
あ
つ

て
、
通
常
自
動
車
を
運
転
す
る
な
ど
と

い
う
こ
と
を
予
想
し
て
い
な
か
つ
た
者

は
、
そ
の
用
意
を
し
て
い
な
い
の
は
あ

た
り
ま
え
の
こ
と
で
あ
る
。
一
方
、
原

告
会
社
は
、
そ
の
従
業
員
に
、
こ
と
に

被
告
Ａ
の
よ
う
に
自
動
車
の
運
転
を
業

と
し
な
い
未
熟
者
に
さ
え
臨
時
に
原
告

会
社
の
自
動
車
の
運
転
を
命
ず
る
こ
と

を
予
定
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
事
故
の
発

生
に
備
え
て
し
か
る
べ
き
額
の
自
動
車

損
害
賠
償
責
任
保
険
（
任
意
保
険
）
に

加
入
し
、
損
害
を
カ
バ
ー
す
る
措
置
を

と
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
本
件
に
お
い
て
、

も
し
原
告
会
社
が
そ
の
措
置
を
と
つ
て

い
た
な
ら
ば
、
結
局
に
お
い
て
原
告
会

社
は
損
害
を
受
け
な
か
つ
た
こ
と
に
な

る
か
ら
、
本
訴
の
よ
う
に
被
告
Ａ
に
対

し
求
償
す
る
こ
と
は
な
か
つ
た
の
で
あ

る
。
こ
の
場
合
、
保
険
料
は
原
告
会
社

が
負
担
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、

そ
れ
は
、
自
動
車
を
営
業
上
使
用
す
る

こ
と
に
よ
つ
て
受
け
る
利
益
に
よ
つ
て

賄
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
原
告
会
社
の

態
度
は
、
そ
の
失
費
を
惜
し
み
、
そ
の

結
果
招
来
さ
れ
た
損
害
を
わ
ず
か
月
給

一
万
九
〇
〇
〇
円
の
従
業
員
で
あ
る
被

告
Ａ
の
負
担
に
お
い
て
償
な
お
う
と
す

る
も
の
で
あ
つ
て
、
民
法
七
一
五
条
三

項
に
よ
つ
て
許
さ
れ
た
求
償
権
行
使
の

趣
旨
を
逸
脱
し
た
も
の
と
い
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

原
告
会
社
の
運
転
担
当
社
員
が
無
謀
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な
運
転
を
し
て
原
告
会
社
に
不
測
の
損

害
を
か
け
た
場
合
な
ら
ば
い
ざ
し
ら
ず
、

被
告
Ａ
の
よ
う
な
運
転
の
初
心
者
に
、

そ
の
担
当
の
職
務
で
な
い
の
に
か
か
わ

ら
ず
臨
時
に
原
告
会
社
の
自
動
車
の
運

転
を
命
じ
、
そ
の
結
果
損
害
が
生
じ
た

と
き
は
、
そ
の
損
害
を
被
告
Ａ
に
負
担

さ
せ
て
原
告
会
社
の
負
担
を
免
れ
よ
う

と
す
る
こ
と
は
、
何
と
し
て
も
許
さ
れ

な
い
と
解
さ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の
よ

う
な
措
置
の
結
実
は
、
原
告
会
社
自
ら

こ
れ
を
刈
り
取
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
が
社
会
の
条
理
と
い
う
べ
き
も
の

で
あ
ろ
う
。」（
昭
和
四
六
・
九
・
七
東
京

地
裁
判
決
、
中
野
美
術
印
刷
事
件
、
判

タ
二
七
〇
号
二
八
一
頁
）
と
判
示
し
た
。

�
不
適
当
と
知
っ
て
い
な
が
ら
運
転
業

務
に
従
事
さ
せ
た
使
用
者
の
従
業
員

に
対
す
る
損
害
賠
償
の
求
償
権
が
否

定
さ
れ
た
事
例

本
件
は
、
自
動
車
運
転
手
と
し
て
適

当
で
な
い
こ
と
を
知
り
な
が
ら
使
用
者

は
従
業
員
を
運
転
業
務
に
従
事
さ
せ
、

そ
の
者
の
惹
起
し
た
自
動
車
事
故
の
損

害
を
賠
償
し
た
使
用
者
は
、
従
業
員
へ

の
求
償
に
あ
た
っ
て
は
、
故
意
ま
た
は

重
大
な
過
失
が
あ
る
場
合
に
限
っ
て
従

業
員
に
対
し
求
償
権
を
行
使
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
、

本
件
の
求
償
権
は
否
定
さ
れ
た
事
例
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
判
示
は
、「
被
告

従
業
員
Ａ
は
、
専
ら
整
備
工
と
し
て
勤

務
し
て
い
た
が
、
原
告
会
社
で
は
自
動

車
運
転
手
が
不
足
で
あ
つ
た
の
で
、
被

告
自
身
も
そ
の
保
護
者
も
被
告
が
運
転

手
と
し
て
勤
務
す
る
こ
と
を
嫌
が
り
、

し
ば
し
ば
そ
の
旨
上
司
に
申
し
出
で
、

被
告
の
直
接
の
上
司
で
あ
る
東
山
自
動

車
整
備
工
場
の
責
任
者
で
あ
る
Ｓ
も
ま

た
、
被
告
が
若
年
で
運
転
未
熟
で
あ
る

か
ら
運
転
手
と
し
て
勤
務
さ
せ
る
こ
と

は
適
当
で
な
い
旨
原
告
会
社
社
長
に
申

し
出
た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
原
告
会

社
は
、
同
年
暮
頃
か
ら
被
告
を
運
転
業

務
に
従
事
さ
せ
た
と
こ
ろ
、
被
告
は
、

原
告
主
張
の
よ
う
な
各
事
故
を
惹
起
し

た
」
と
こ
ろ
、
こ
れ
に
対
す
る
求
償
権

の
行
使
が
争
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

裁
判
所
は
、
次
の
よ
う
に
判
示
し
て
、

求
償
権
の
行
使
を
否
定
し
た
。「
原
告

は
被
告
の
在
勤
中
の
所
為
に
よ
り
原
告

が
損
害
を
被
つ
た
場
合
の
賠
償
に
関
す

る
雇
用
契
約
上
の
特
約
を
主
張
す
る
」

け
れ
ど
も
、
し
か
し
、「
本
件
各
事
故

の
発
生
は
、
原
告
会
社
代
表
者
が
被
告

を
運
転
手
と
し
て
選
任
す
る
こ
と
が
適

当
で
な
い
こ
と
を
知
り
な
が
ら
敢
え
て

こ
れ
を
運
転
手
と
し
て
勤
務
せ
し
め
た

こ
と
に
も
起
因
す
る
も
の
と
い
う
べ
く
、

被
害
者
に
対
し
て
は
、
原
告
会
社
と
被

告
は
、
民
法
第
七
〇
九
条
、
第
七
一
九

条
に
よ
る
共
同
不
法
行
為
者
の
関
係
に

も
立
ち
不
真
正
連
帯
債
務
を
負
う
も
の

と
解
す
べ
き
と
こ
ろ
、
こ
の
観
点
か
ら

原
被
告
の
内
部
関
係
に
お
け
る
責
任
の

分
担
を
み
る
に
、
前
記
の
事
実
関
係
か

ら
す
れ
ば
、
被
告
の
故
意
又
は
重
過
失

に
基
く
損
害
の
賠
償
に
つ
い
て
は
被
告

自
ら
こ
れ
を
負
担
し
、
被
告
の
軽
過
失

に
基
く
損
害
の
賠
償
に
つ
い
て
は
原
告

会
社
に
お
い
て
こ
れ
を
負
担
す
る
も
の

と
解
す
る
の
が
正
義
公
平
に
合
す
る
ゆ

え
ん
で
あ
つ
て
、
民
法
第
七
一
五
条
第

三
項
の
求
償
権
も
こ
の
限
度
に
制
限
せ

ら
れ
る
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
本
件
に
お
い
て
は
、

被
告
の
故
意
又
は
重
過
夫
に
基
く
損
害

の
賠
償
に
つ
い
て
の
み
、
原
告
は
被
告

に
求
償
し
得
る
こ
と
と
な
る
筋
合
で
あ

る
。」（
昭
和
三
八
・
一
一
・
三
〇
東
京

地
裁
判
決
、
四
宮
運
輸
倉
庫
事
件
、
判

時
三
六
四
号
四
〇
頁
）
と
し
て
、
従
業

員
へ
の
求
償
を
否
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

去
る
八
月
一
〇
日
「
労
働
契
約
法
の
一
部
改

正
法
」
が
公
布
さ
れ
た
。
今
回
の
改
正
の
内
容

は
、
次
の
三
点
で
あ
る
。

１
�
同
一
使
用
者
と
の
間
の
有
期
労
働
契
約
が

通
算
五
年
を
超
え
る
労
働
者
（
途
中
に
六
か

月
以
上
の
空
白
期
間
（
ク
ー
リ
ン
グ
期
間
）

が
あ
る
と
き
は
、
前
の
契
約
期
間
を
通
算
し

な
い
。）が
、
五
年
を
超
え
て
さ
ら
に
契
約
し

て
い
る
場
合
に
、
そ
の
期
間
が
満
了
す
る
日

ま
で
に
、
そ
の
満
了
日
の
翌
日
を
も
っ
て
、

無
期
労
働
契
約
へ
転
換
す
る
旨
の
労
働
者
の

申
込
み
に
よ
り
、
使
用
者
は
、
期
間
の
定
め

の
な
い
契
約
へ
の
転
換
申
込
み
を
承
諾
し
た

と
み
な
す
法
的
効
果
発

生
の
制
度
（
無
期
転
換

申
込
権
）。

２
�
有
期
労
働
契
約
の
反

復
更
新
に
よ
り
無
期
労

働
契
約
と
実
質
的
に
異

な
ら
な
い
状
態
で
存
在

し
て
い
る
場
合
、
ま
た

は
有
期
労
働
契
約
の
期

間
満
了
後
の
雇
用
継
続
に
つ
き
、
合
理
的
期

待
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
そ
の
契
約
期

間
の
満
了
す
る
日
ま
で
か
、
満
了
後
遅
滞
な

く
次
期
労
働
契
約
の
申
込
み
を
し
た
と
き
は
、

そ
の
終
了
が
客
観
的
に
合
理
的
な
理
由
を
欠

き
、
社
会
通
念
上
相
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ

な
い
と
き
は
、
使
用
者
は
そ
の
申
込
み
を
承

認
し
た
も
の
と
み
な
す
（
い
わ
ゆ
る
雇
止
め

法
理
）。

３
�
有
期
契
約
労
働
者
の
労
働
条
件
が
、
期
間

の
定
め
が
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
同
一
使
用
者

に
雇
用
さ
れ
る
無
期
契
約
労
働
者
の
労
働
条

件
と
相
違
す
る
場
合
、
そ
の
相
違
は
、
職
務

の
内
容
、
責
任
の
程
度
、
配
置
の
変
更
の
範

囲
、
そ
の
他
の
事
項
を
考
慮
し
て
、
不
合
理

と
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い

も
の
と
す
る
（
均
等
処
遇
）。

今
回
の
右
の
改
正
法
は
、
１
の
無
期
転
換
申

込
権
は
、施
行
日（
平
成
二
五
年
四
月
一
日
を
予

定
）
以
降
の
日
を
契
約
期
間
の
初
日
と
す
る
期

間
の
定
め
の
あ
る
労
働
契
約
に
つ
い
て
適
用
す

る
と
い
う
適
用
期
日
の
猶
予
が
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、こ
の
無
期
転
換
申
込
権
は
、平
成
三
〇
年

四
月
一
日
以
降
に
権
利
の
行
使
が
可
能
と
な
る
。

な
お
、
２
の
有
期
雇
用
の
更
新
に
伴
う
雇
止

め
の
濫
用
法
理
の
適
用
は
、
交
付
の
日
か
ら
、

労
働
条
件
の
均
等
処
遇
は
、
来
年
四
月
一
日
か

ら
施
行
の
予
定
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
今
回
の
有
期
契
約
規
制
の
改
正

法
は
、短
時
間
労
働
者
と
か
、私
立
学
校
の
非
常

勤
講
師
、六
〇
歳
の
定
年
後
の
再
雇
用
者
、そ
の

他
契
約
の
性
質
上
か
ら
無
期
雇
用
転
換
を
不
適

当
と
す
べ
き
雇
用
パ
タ
ー
ン
も
想
定
さ
れ
る
が
、

何
ら
の
適
用
除
外
も
定
め
ら
れ
て
い
な
い
。
ま

た
、
登
録
型
の
派
遣
労
働
者
に
も
適
用
さ
れ
る

の
で
、
実
務
上
は
多
様
な
混
乱
が
予
想
さ
れ
る
。

そ
こ
で
、
今
回
の
法
改
正
に
よ
る
有
期
契
約

の
規
制
に
対
応
し
、
企
業
と
し
て
は
各
種
の
雇

用
パ
タ
ー
ン
で
雇
用
し
て
い
る
期
間
雇
用
者
に

つ
い
て
、
今
後
の
取
扱
い
を
ど
う
す
る
の
か
を

人
事
政
策
と
し
て
早
急
に
決
定
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

企
業
と
し
て
、
労
働
者
の
み
な
し
無
期
転
換

雇
用
が
生
じ
た
場
合
の
労
働
条
件
は
ど
う
す
る

の
か
、
限
定
契
約
か
ら
包
括
契
約
へ
の
変
更
を

す
る
の
か
、
ま
た
場
合
に
よ
れ
ば
今
後
の
期
間

労
働
契
約
や
更
新
契
約
に
お
い
て
は
、「
本
契

約
は
五
年
を
超
え
て
は
更
新
し
な
い
」
と
か
、

雇
用
期
間
を
最
長
三
年
間
と
し
て
期
間
満
了
か

ら
六
か
月
の
ク
ー
リ
ン
グ
期
間
を
置
く
よ
う
に

す
る
と
か
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
に
つ
い
て
は
、

何
種
類
か
契
約
を
用
意
し
て
、
そ
の
う
ち
に
は

無
期
転
換
の
導
入
制
度
を
定
め
る
契
約
を
加
え

た
り
、
そ
の
他
の
様
々
な
対
応
が
今
か
ら
必
要

と
な
る
。
そ
こ
で
、
無
期
転
換
者
用
の
準
社
員

就
業
規
則
と
い
っ
た
も
の
も
今
か
ら
用
意
す
る

こ
と
も
混
乱
防
止
上
、
必
要
で
あ
ろ
う
。

労
働
契
約
法
改
正
へ
の

人
事
政
策弁

護
士

安
西

�

―３１―



県
内
に
工
場
等
の
建
設
を
予
定

さ
れ
て
い
る
企
業
の
皆
様
へ

県
内
企
業
の
ア
セ
ア
ン
ビ

ジ
ネ
ス
を
支
援
し
ま
す

海
外
拠
点
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
受
入
企
業
を
募
集
し
ま
す

企
業
内
保
育
所
の
設
置
・

運
営
を
支
援
し
ま
す
！

女
性
向
け
の
サ
ー
ビ
ス
や

商
品
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
！

労
働
セ
ミ
ナ
ー
の
受
講
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
！

県
で
は
、
県
内
に
工
場
等
を
建
設
し
、
操

業
す
る
場
合
に
、
当
該
土
地
・
建
物
に
係
る

不
動
産
取
得
税
に
相
当
す
る
額
の
補
助
金
を

交
付
し
て
い
ま
す
。

補
助
要
件
、
手
続
き
等
の
詳
細
に
つ
い
て

は
Ｈ
Ｐ
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

�
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

埼
玉
県
産
業
立
地
促
進
補
助
金
で
検
索
ま

た
は
、http

://w
w
w
.pref.saitam

a.lg.jp/
page/subsidy.htm

l

�
県
内
市
町
の
企
業
立
地
優
遇
制
度

http
://w
w
w
.pref.saitam

a.lg.jp/page
/shichouson-ricchi-incentive.htm

l

�
問
い
合
わ
せ
先

県
企
業
立
地
課

総
務
・
立
地
窓
口
担
当

（
０
４
８
―
８
３
０
―
３
８
０
０
）

�
埼
玉
県
ア
セ
ア
ン
訪
問

成
長
著
し
い
ア
セ
ア
ン
市
場
に
注
目
が
集

ま
っ
て
い
ま
す
。そ
こ
で
、上
田
知
事
は
、県
内

企
業
の
ア
セ
ア
ン
進
出
支
援
に
向
け
た
現
地

政
府
等
と
の
協
力
関
係
を
構
築
す
る
た
め
、８

月
２０
日
�
か
ら
２４
日
�
ま
で
ベ
ト
ナ
ム
と
タ
イ

を
訪
問
し
ま
し
た
。

現
地
で
は
、ベ
ト
ナ
ム
政
府
と
「
経
済
交

流
に
関
す
る
覚
書
」
を
締
結
す
る
と
と
も
に
、

タ
イ
政
府
に
対
し
て
は
同
様
の
覚
書
締
結
の

申
し
入
れ
を
行
い
、経
済
分
野
に
お
け
る
交

流
促
進
に
協
力
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
。

ま
た
、在
ベ
ト
ナ
ム
及
び
在
タ
イ
の
日
本
国

大
使
や
ジ
ェ
ト
ロ
事
務
所
長
、
ハ
ノ
イ
市
長

な
ど
現
地
要
人
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
ベ
ト
ナ
ム
・
タ
イ
そ
れ
ぞ
れ
で
、

県
内
企
業
、
現
地
進
出
企
業
、
現
地
政
府
要

人
、
日
系
要
人
な
ど
約
１
０
０
人
参
加
に
よ

る
経
済
交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

�
ア
セ
ア
ン
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク
と

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

ア
セ
ア
ン
地
域
に
お
け
る
県
内
企
業
の
ビ

ジ
ネ
ス
支
援
を
強
化
す
る
た
め
、
新
た
に
ア

セ
ア
ン
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク
を
開
設

し
ま
し
た
。
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

�
開
設
場
所
�
ベ
ト
ナ
ム
・
ハ
ノ
イ
市
（
キ

ャ
ピ
タ
ル
タ
ワ
ー
２０
階
）

�
現
地
体
制
�
専
任
ス
タ
ッ
フ
１
名（
運
営
は

株
式
会
社
フ
ォ
ー
バ
ル
に
委
託
）な
お
、ア

セ
ア
ン
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し

て
、タ
イ
・
バ
ン
コ
ク
市
に
２
名（
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
、弁
護
士
）、ベ
ト
ナ
ム
・
ホ
ー
チ
ミ
ン

市
に
１
名（
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）、そ
れ
ぞ
れ

配
置
し
て
い
ま
す
。是
非
御
活
用
く
だ
さ
い
。

�
業
務
内
容
�
貿
易
・
投
資
相
談
、
現
地
情

報
提
供
、
展
示
会
出
展
支
援
、
商
談
設
定
・

ア
テ
ン
ド
、
取
引
先
発
掘
・
紹
介
、
現
地

専
門
家
紹
介
。
た
だ
し
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
は
一
部
対
応
で
き
な
い
業
務
が
あ
り

ま
す
。

�
費
用
�
無
料

�
申
込
窓
口
�
�
埼
玉
県
産
業
振
興
公
社
内

埼
玉
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

電
話
０
４
８
―
６
４
７
―
４
１
５
６

�
問
い
合
わ
せ
先

県
企
業
立
地
課

国
際
経
済
担
当

（
０
４
８
―
８
３
０
―
３
７
７
９
）

県
で
は
県
内
企
業
の
海
外
拠
点
に
お
け
る

大
学
生
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
促
進
す
る
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、海
外
に
お
け
る
子
会
社
、関
連

企
業
に
お
い
て
、平
成
二
十
五
年
二
月
、又
は

平
成
二
十
五
年
八
〜
九
月
に
学
生
を
受
け
入

れ
る
こ
と
が
可
能
な
企
業
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

旅
費
・
滞
在
費
は
学
生
負
担
で
あ
り
、
企

業
の
金
銭
的
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

企
業
（
国
内
企
業
）
に
は
所
定
の
謝
金
を
お

支
払
い
し
ま
す
。

詳
細
は
Ｈ
Ｐ
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

http
:
//w
w
w
.pref.saitam

a.lg.jp
/page/

kaigaiinnta-nn.htm
l

�
問
い
合
わ
せ
先

県
就
業
支
援
課

キ
ャ
リ
ア
教
育
担
当

（
０
４
８
―
８
３
０
―
４
５
４
１
）

県
で
は
、
埼
玉
版
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と
し
て
、
企
業
内
保
育
所

の
設
置
・
運
営
に
対
す
る
補
助
制
度
を
設
け

る
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

（
補
助
制
度
の
概
要
）

１

施
設
整
備
費
補
助

�
対
象

�
新
た
に
定
員
５
人
以
上
の
企
業
内
保
育
所

を
整
備
す
る
場
合

�
既
存
の
企
業
内
保
育
所
が
、
５
人
以
上
の

定
員
増
を
伴
う
拡
充
整
備
を
す
る
場
合

	
既
存
の
企
業
内
保
育
所
が
、
５
人
以
上
の

定
員
増
に
伴
い
、
備
品
を
整
備
す
る
場
合

�
補
助
額

１
か
所
あ
た
り
上
限
５
０
０
万
円

２

運
営
費
補
助

�
共
同
設
置
の
場
合

�
対
象

共
同
設
置
に
よ
り
新
た
に
開
設
し

た
定
員
５
人
以
上
の
企
業
内
保
育
所
の
運

営
費

�
補
助
期
間

開
設
し
た
日
の
翌
月
か
ら
３

年
間

�
補
助
額

１
年
目
上
限
３
０
０
万
円
、
２

年
目
上
限
２
２
５
万
円
、
３
年
目
上
限
１

５
０
万
円

�
小
規
模
の
場
合

�
対
象

定
員
４
人
以
下
の
企
業
内
保
育
所

を
新
た
に
開
設
し
た
場
合

�
補
助
期
間

開
設
し
た
日
の
翌
月
か
ら
３

年
間

�
補
助
額

（
月
額
）
０
歳
児
上
限
１
８
５

０
０
円
／
人
、
１
・
２
歳
児
上
限
９
２
０

０
円
／
人

（
共
同
設
置
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
派
遣
）

共
同
設
置
を
検
討
し
て
い
る
企
業
等
に
、

県
が
委
託
し
た
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
派
遣
し
、

具
体
的
な
助
言
を
行
い
ま
す
。

（
県
庁
モ
デ
ル
保
育
所
の
設
置
）

共
同
設
置
保
育
所
の
モ
デ
ル
と
し
て
県
庁

の
敷
地
内
に
保
育
所
を
設
置
し
、
県
と
企
業

で
共
同
利
用
し
ま
す
。

開
園
は
平
成
２５
年
１
月
の
予
定
で
、
共
同

利
用
い
た
だ
け
る
企
業
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

詳
細
は
Ｈ
Ｐ
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

http
://w
w
w
.pref.saitam

a.lg.jp/soshiki
/j23/

�
問
い
合
わ
せ
先

県
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
課

（
０
４
８
―
８
３
０
―
３
９
６
３
）

県
で
は
、
女
性
の
消
費
拡
大
を
図
る
た
め
、

県
内
の
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
が
提
供
す
る
女
性

向
け
の
サ
ー
ビ
ス
や
商
品
の
Ｐ
Ｒ
映
像
を
制

作
し
、
広
く
情
報
発
信
す
る
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

現
在
、
公
募
に
よ
り
選
定
さ
れ
た
３０
事
業

者
の
Ｐ
Ｒ
映
像
を
映
像
制
作
会
社
に
委
託
し

て
制
作
し
て
い
ま
す
。

順
次
、
動
画
サ
イ
ト
な
ど
で
公
開
し
ま
す

の
で
、
ど
う
ぞ
御
期
待
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
Ｈ
Ｐ
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

http
://w
w
w
.pref.saitam

a.lg.jp/page
/joseim

uke.htm
l

�
問
い
合
わ
せ
先

県
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課

人
材
育
成
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
担
当

（
０
４
８
―
８
３
０
―
３
７
５
４
）

県
で
は
、
労
働
法
の
基
礎
知
識
や
社
会
保

障
制
度
な
ど
、
企
業
の
労
務
管
理
の
基
本
や

働
く
ひ
と
に
と
っ
て
身
近
な
問
題
に
つ
い
て

学
べ
る
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
御

参
加
く
だ
さ
い
。

�
日
程



八
潮
地
区

１０
月
２４
日
�
、
２５
日
�



深
谷
地
区

１１
月
２
日
�

�
寄
居
地
区

１１
月
９
日
�

�
蕨
地
区

１１
月
１５
日
�

�
い
ず
れ
の
地
区
も
時
間
は
午
後
６
時
３０

分
〜
午
後
８
時
３０
分

�
詳
細
は
Ｈ
Ｐ
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

http
://w
w
w
.pref.saitam

a.lg.jp/page
/roudoukyouikukouza.htm

l

１２
月
以
降
の
講
座
も
、順
次
、Ｈ
Ｐ
に
掲
載

し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
御
覧
く
だ
さ
い
。

�
問
い
合
わ
せ
先

県
勤
労
者
福
祉
課

労
働
福
祉
担
当

（
０
４
８
―
８
３
０
―
４
５
１
８
）

埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼
玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉
県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県

かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
らららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららら
のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの

おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知
らららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららら
せせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ

コバトン
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第
３
回
ア
ジ
ア
・
ビ
ジ
ネ
ス
・

サ
ミ
ッ
ト
開
催

―
ア
ジ
ア
１２
の
国
・
地
域
か
ら

１４
の
経
済
団
体
が
参
加

経
団
連（
米
倉
弘
昌
会
長
）は
７
月
１３

日
、タ
イ
の
バ
ン
コ
ク
で
、第
３
回
ア
ジ

ア
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
サ
ミ
ッ
ト
を
開
催
し
た
。

ア
ジ
ア
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
サ
ミ
ッ
ト
は
、
経

団
連
が
提
唱
し
立
ち
上
げ
た
も
の
で
あ

り
、
２
０
１
０
年
か
ら
毎
年
開
催
し
て

い
る
。
今
回
の
サ
ミ
ッ
ト
は
、
タ
イ
商

業
・
工
業
・
金
融
合
同
常
任
委
員
会（
Ｊ

Ｓ
Ｃ
Ｃ
Ｉ
Ｂ
）の
申
し
出
に
よ
り
、初
め

て
日
本
以
外
の
地
で
の
開
催
と
な
っ
た
。

今
回
よ
り
、
民
主
化
の
進
展
が
著
し

い
ミ
ャ
ン
マ
ー
か
ら
、
商
工
会
議
所
の

ウ
ィ
ン
・
ア
ウ
ン
会
頭
が
参
加
す
る
こ

と
と
な
り
、
当
日
は
、ア
ジ
ア
１２
の

国
・
地
域
か
ら
１４
の
経
済
団
体
が
参
加
。

討
議
の
結
果
を
共
同
声
明
と
し
て
取
り

ま
と
め
た
。

◆
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催
趣
旨

力
強
さ
を
欠
く
米
国
の
経
済
成
長
、

予
断
を
許
さ
な
い
状
況
が
続
く
欧
州
の

債
務
問
題
を
背
景
に
、
世
界
経
済
の
先

行
き
に
不
透
明
感
が
増
す
な
か
で
、
世

界
の
成
長
エ
ン
ジ
ン
と
し
て
の
ア
ジ
ア

経
済
へ
の
期
待
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て

い
る
。
ア
ジ
ア
の
民
間
の
力
に
よ
っ
て
、

閉
塞
感
が
広
が
る
現
状
を
打
開
す
る
こ

と
を
目
指
し
、
地
域
経
済
協
力
の
推
進
、

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
促
進
、
イ
ン
フ
ラ

整
備
を
は
じ
め
と
す
る
重
要
な
政
策
課

題
に
つ
い
て
、
率
直
な
意
見
交
換
を
行

う
た
め
、
ア
ジ
ア
各
国
・
地
域
の
経
済

界
の
リ
ー
ダ
ー
が
一
堂
に
会
し
た
。

タタ
イイ
のの
ババ
ンン
ココ
クク
でで
開開
催催
ささ
れれ
たた

アア
ジジ
アア
・・
ビビ
ジジ
ネネ
スス
・・
ササ
ミミ
ッッ
トト

討討
議議
結結
果果
をを
共共
同同
声声
明明
にに
取取
りり
まま

とと
めめ

◆
共
同
声
明

サ
ミ
ッ
ト
で
の
米
倉
会
長（
右
）サ
ミ

ッ
ト
の
成
果
は
、
共
同
声
明
と
し
て
取

り
ま
と
め
ら
れ
た
。
概
要
は
次
の
と
お

り
。２

０
２
０
年
の
ア
ジ
ア
太
平
洋
自
由

貿
易
圏
（
Ｆ
Ｔ
Ａ
Ａ
Ｐ
）
の
完
成
に
向

け
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
＋
＋
な
ど

の
地
域
の
取
り
組
み
を
推
進
す
る
。

ア
ジ
ア
地
域
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定

的
な
確
保
と
そ
の
効
率
的
な
利
用
に
向

け
て
、
協
力
し
て
取
り
組
む
。
省
エ
ネ

技
術
の
普
及
に
向
け
連
携
し
、
す
べ
て

の
主
要
国
が
責
任
を
持
っ
て
Ｃ
Ｏ
２
の

削
減
に
取
り
組
み
、
公
平
で
実
効
的
な

次
期
国
際
枠
組
の
構
築
に
協
力
す
る
。

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出
す
た
め

に
は
、
高
度
な
技
術
を
有
す
る
人
材
の

交
流
促
進
や
、
ア
ジ
ア
発
の
規
格
や
規

制
の
標
準
化
と
世
界
へ
の
展
開
・
普
及

が
重
要
で
あ
る
。

将
来
の
成
長
基
盤
を
形
成
す
る
た
め

に
、
ア
ジ
ア
域
内
に
お
い
て
イ
ン
フ
ラ

を
整
備
す
る
べ
き
で
あ
る
。
官
民
連
携

ス
キ
ー
ム
の
整
備
、
二
国
間
オ
フ
セ
ッ

ト
・
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
導
入
に
つ
い
て
、

ア
ジ
ア
経
済
界
が
積
極
的
に
取
り
組
む
。

ア
ジ
ア
域
内
に
災
害
に
強
い
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
を
構
築
す
る
た
め
に
、
協

力
す
る
。

な
お
、
共
同
声
明
本
文
は
、
経
団
連

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（U

R
L
=http

://w
w
w
.

keidanren.or.jp/policy/2012/050.h

tm
l

）
に
掲
載
し
て
い
る
。

◆
今
後
の
対
応

参
加
経
済
団
体
は
、
共
同
声
明
に
基

づ
き
、
各
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
当
局
に
提
言

を
行
う
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
経
団
連

と
し
て
も
、
ア
ジ
ア
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
サ

ミ
ッ
ト
の
提
唱
団
体
と
し
て
、
引
き
続

き
積
極
的
に
携
わ
っ
て
い
く
と
と
も
に
、

自
ら
率
先
し
て
、
共
同
声
明
に
基
づ
い

た
活
動
を
展
開
し
て
い
く
。

な
お
、
次
回
の
サ
ミ
ッ
ト
は
、
イ
ン

ド
工
業
連
盟
（
Ｃ
Ｉ
Ｉ
）
が
ホ
ス
ト
と

な
り
、
来
年
の
し
か
る
べ
き
時
期
に
イ

ン
ド
で
開
催
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

夏
季
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
２

議
長
総
括

―
新
し
い
日
本
を
創
る
―

激
化
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
競
争
と
、
わ

が
国
の
立
地
競
争
力
の
低
下
の
中
で
、

企
業
は
存
続
を
か
け
て
成
長
を
模
索
し

続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
企
業
の
生

き
残
り
の
み
を
考
え
た
場
合
に
は
、
海

外
に
生
産
拠
点
を
移
す
こ
と
が
一
つ
の

解
と
な
る
が
、
そ
れ
で
は
次
世
代
に
わ

た
っ
て
、
安
全
・
安
心
で
豊
か
な
国
民

生
活
を
実
現
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
今

こ
そ
、
６
重
苦
の
解
決
に
向
け
た
政
策

の
断
行
と
、
経
済
界
自
ら
克
服
す
る
知

恵
と
努
力
が
必
要
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
の
も
と
、
今

回
の
夏
季
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
外
交
、

資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
政
治
、
経
済
等

の
幅
広
い
分
野
に
つ
い
て
、
わ
が
国
の

強
み
・
弱
み
と
い
っ
た
身
の
丈
を
確
認

し
た
上
で
、
目
指
す
べ
き
姿
と
そ
れ
を

実
現
す
る
戦
略
等
に
つ
い
て
討
議
し
た
。

１
�
わ
が
国
を
取
り
巻
く
内
外
の
環
境

ア
ジ
ア
等
の
新
興
国
の
台
頭
や
わ
が

国
の
立
地
競
争
力
の
悪
化
、
人
口
減
少

に
伴
う
国
内
市
場
の
縮
小
等
を
背
景
に
、

日
本
経
済
の
地
盤
沈
下
が
懸
念
さ
れ
る
。

加
え
て
、
社
会
保
障
制
度
の
持
続
可
能

性
や
財
政
破
綻
リ
ス
ク
も
危
惧
さ
れ
る
。

昨
年
の
東
日
本
大
震
災
を
契
機
に
、

経
済
成
長
に
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
確

保
に
対
す
る
不
安
が
広
が
っ
て
い
る
。

外
交
面
で
も
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
や
Ｅ
Ｐ
Ａ
の

立
ち
遅
れ
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
予
算
の
減
少
等
が

あ
り
、
国
際
社
会
に
お
け
る
プ
レ
ゼ
ン

ス
は
低
下
し
て
い
る
。

わ
が
国
企
業
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
重
要
な
担
い
手
で
あ

り
、
モ
ノ
づ
く
り
や
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
技
術
水
準
は
国
際
的
に
高
い
。
し

か
し
こ
の
強
み
も
、
国
を
挙
げ
て
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
加
速
化
し
な
け
れ
ば
、

た
ち
ま
ち
諸
外
国
に
遅
れ
を
と
る
。

今
後
と
も
経
済
大
国
の
地
位
を
維
持

で
き
る
の
か
、
わ
が
国
は
今
、
そ
の
分

水
嶺
に
あ
る
。

２
�
わ
が
国
の
目
指
す
べ
き
姿

世
界
の
中
の
日
本
を
強
く
意
識
し
、

日
米
同
盟
の
強
化
を
図
り
つ
つ
、
豊
か

で
安
定
し
開
か
れ
た
ア
ジ
ア
太
平
洋
地

域
を
実
現
す
る
。
新
興
国
等
の
需
要
を

積
極
的
に
取
り
込
み
な
が
ら
、
環
境
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
安
全
・
安
心
等
に
お
け

る
先
進
分
野
で
世
界
を
リ
ー
ド
し
、
世

界
と
と
も
に
発
展
し
て
い
く
、
新
し
い

日
本
を
創
る
。

経
常
黒
字
を
確
保
し
、
実
質
２
％
、

名
目
３
％
程
度
の
持
続
的
な
経
済
成
長

を
通
じ
て
雇
用
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、

社
会
保
障
制
度
の
維
持
を
図
り
、
豊
か

な
国
づ
く
り
を
実
現
す
る
。

ま
た
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
が
経
済
成

長
の
足
か
せ
と
な
ら
な
い
よ
う
、
今
後
、

３
〜
５
年
の
電
力
確
保
の
道
筋
を
明
ら

か
に
す
る
と
と
も
に
、
中
長
期
的
に
は
、

安
全
性
を
大
前
提
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
源

の
多
様
な
選
択
肢
を
保
持
す
る
。
こ
う

し
た
観
点
か
ら
、政
府
が
公
表
し
た「
エ

ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
に
関
す
る
選
択
肢
」

に
つ
い
て
は
、
成
長
戦
略
と
の
整
合
性

を
図
り
つ
つ
、
原
子
力
維
持
の
考
え
を

ベ
ー
ス
に
、
省
エ
ネ
や
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
導
入
量
を
現
実
的
な
も
の
と

し
て
再
構
築
す
べ
き
で
あ
る
。

３
�
新
し
い
日
本
の
創
造
の
た
め
に

�
経
済
界
の
取
り
組
み

経
済
界
は
、
民
主
導
の
持
続
的
な
経

済
成
長
を
実
現
す
る
た
め
、
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
創
出
し
、世
界
最
高
水
準
の
財
・

サ
ー
ビ
ス
を
国
内
外
に
提
供
し
て
い
く
。

そ
の
一
環
と
し
て
、
以
下
に
取
り
組
み
、

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
早
期
復
興
と
新

し
い
日
本
の
創
造
に
つ
な
げ
て
い
く
。

１
�
世
界
に
誇
れ
る
先
進
分
野
で
は
、

日日
本本
経経
団団
連連

提提
言言
・
提提
案案
なな
どど

―３３―



国
内
に
研
究
開
発
、
企
画
、
生
産
、

販
売
、
サ
ー
ビ
ス
等
の
供
給
体
制
を

一
貫
し
て
堅
持
し
、
日
本
市
場
の
開

拓
に
努
め
る
。日
本
で
成
功
し
た
財
・

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
世
界
各
国
の

ニ
ー
ズ
に
合
致
し
た
形
で
ロ
ー
カ
ラ

イ
ズ
す
る
。

２
�
次
世
代
を
担
う
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材

の
育
成
に
努
め
る
。

３
�
政
府
・
自
治
体
・
関
係
業
界
等
と

の
連
携
の
も
と
、
国
内
外
の
需
要
の

発
掘
に
取
り
組
む
。

�
未
来
都
市
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進

す
る
。
そ
の
成
果
を
復
興
に
も
役

立
て
る
よ
う
に
努
め
る
。
ま
た
、

そ
の
一
環
と
し
て
、
快
適
な
街
づ

く
り
に
向
け
、
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ

ー
・
安
全
・
安
心
等
の
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
ビ
ル
ト
イ
ン
し
、
海
外

展
開
も
可
能
な
先
進
的
な
都
市
を

実
現
す
る
。

�
農
商
工
連
携
や
輸
出
振
興
等
を
通

じ
て
、
力
強
い
農
業
の
構
築
に
貢

献
す
る
。

�
Ｉ
Ｔ
化
の
推
進
や
ロ
ボ
ッ
ト
等
の

関
連
機
器
の
開
発
・
実
用
化
な
ど
、

医
療
・
介
護
関
連
産
業
に
お
け
る

サ
ー
ビ
ス
の
高
度
化
と
生
産
性
向

上
に
寄
与
す
る
。

�
内
外
か
ら
の
観
光
客
誘
致
に
資
す

る
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
な
ど
、

観
光
産
業
を
振
興
す
る
。

�
政
府
な
ら
び
に
政
治
に
期
待
す
る
役

割政
府
に
は
、
新
し
い
日
本
の
創
造
に

資
す
る
諸
施
策
の
早
期
実
現
を
強
く
求

め
る
。具
体
的
に
は
、経
団
連
の
２
０
１

２
年
度
事
業
方
針
で
掲
げ
た
、「
本
格
的

な
復
旧
・
復
興
の
加
速
化
」、「
成
長
の
実

現
と
雇
用
の
創
出
」、「
持
続
可
能
な
社

会
保
障
・
財
政
構
造
の
確
立
」、「
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
安
定
供
給
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環

境
政
策
の
再
構
築
」、「
経
済
統
合
の
促

進
と
海
外
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
」
を
最
重

要
課
題
と
し
て
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
。

政
治
に
お
い
て
は
、
上
記
最
重
要
課

題
の
解
決
に
、
よ
り
一
層
強
力
な
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、「
決
断
し
実

行
す
る
」
政
治
を
確
立
す
べ
き
で
あ
る
。

世
界
の
２
０
４
の
国
や
地
域
か
ら
参
加

が
あ
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
・
ロ
ン
ド
ン

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
無
事
に
終
了
し
た
。
近

代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
１
８
９
６
年
（
明
治

２９
年
）
４
月
６
日
に
ア
テ
ネ
で

第
１
回
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。

▼
さ
て
、
ロ
ン
ド
ン
五
輪
は
時

差
の
関
係
で
多
く
の
競
技
が
深

夜
に
行
わ
れ
Ｔ
Ｖ
観
戦
は
熱
帯

夜
中
と
な
り
、
寝
不
足
の
人
が

多
く
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。し
か

し
、
今
回
は
日
本
人
の
活
躍
が

目
立
ち
、
メ
ダ
ル
の
獲
得
数
は

３８
個
と
史
上
最
高
を
記
録
し
た
。

▼
そ
ん
な
中
、
感
動
場
面
の
第

一
位
は
体
操
で
個
人
総
合
金
の

内
村
航
平
さ
ん
、
爽
や
か
な
笑

顔
は
好
印
象
を
全
国
民
に
与
え

忘
れ
ら
れ
な
い
。彼
は「
自
分
は

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
強
い
か
ら
、あ

が
る
こ
と
も
な
い
」な
ど
と
競
技

前
に
は
話
し
て
い
た
が
、個
人
戦

の
予
選
で
は「
五
輪
の
魔
物
」に
と
り
つ
か

れ
、
少
し
ヒ
ヤ
ッ
と
さ
せ
る
こ
と
も
あ
っ

た
が
、
流
石
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
で
し
た
。

決
勝
戦
で
は
見
事
な
演
技
で
、
金
メ
ダ

ル
を
と
り
国
民
に
大
き
な
夢
の
実
現
を
提

供
し
て
く
れ
ま
し
た
。

▼
今
回
の
五
輪
で
は
、日
本
・
大
和
撫
子＝

女
性
陣
の
活
躍
が
物
凄
く
目
立
ち
ま
し
た
。

特
に
サ
ッ
カ
ー
で
銀
メ
ダ
ル
を
と
っ
た
チ

ー
ム
、そ
し
て
、卓
球
で
し
た
。
ま
た
銅
メ

ダ
ル
を
と
っ
た
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
し
た
。

一
方
、
個
人
で
は
レ
ス
リ
ン
グ
や
柔
道

の
選
手
た
ち
な
ど
で
す
。
草
食
系
の
男
子

か
ら
、
肉
食
系
の
女
子
に
完
全
に
お
株
を

と
ら
れ
た
よ
う
な
感
じ
で
あ
る
。

▼
私
が
個
人
的
に
感
動
し
た
の
は
、
女
子

水
泳
の
平
泳
ぎ
で
銀
と
銅
メ
ダ
ル
を
と
っ

た
山
梨
学
院
大
学
生
の
鈴
木
聡
美
さ
ん
で
、

泳
ぐ
度
に
自
己
記
録
を
更
新
し
、
競
技
終

了
後
の
あ
の
爽
や
か
さ
と
明
る
い
元
気
さ

は
最
高
で
し
た
。

▼
今
日
は
銀
座
で
選
手
た
ち
の
凱
旋
パ
レ

ー
ド
が
開
催
さ
れ
、
約
５０
万
人

が
集
ま
っ
た
と
報
道
さ
れ
て
い

る
。ロ

ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

開
催
中
に
ス
タ
ー
ト
し
た
、第
９４

回
全
国
高
校
野
球
選
手
権
大
会
。

昨
年
よ
り
２９
校
少
な
い
全
国
３

９
８
５
校
の
地
区
代
表
が
甲
子

園
に
集
ま
っ
て
の
大
会
で
あ
る
。

当
初
は
五
輪
に
話
題
を
さ
ら

わ
れ
て
い
た
が
、
五
輪
終
了
と

と
も
に
埼
玉
県
で
は
「
浦
和
学

院
」
の
２６
年
振
り
の
２
回
戦
突

破
の
活
躍
が
目
立
っ
て
い
た
。

▼
社
会
人
一
年
生
を
大
阪
で
迎

え
た
私
は
、
開
会
式
を
ど
う
し

て
も
見
た
く
て
、
営
業
を
サ
ボ

り
球
場
に
行
っ
た
。
あ
の
凄
い

日
差
し
で
顔
が
焼
け
て
し
ま
い
、
帰
社
後

に
上
司
に
ば
れ
て
大
目
玉
を
く
ら
っ
た
こ

と
が
懐
か
し
い
思
い
出
と
な
っ
て
い
る
。

ス
ポ
ー
ツ
は
若
者
か
ら
年
配
者
ま
で
フ

ェ
ア
ー
プ
レ
イ
で
爽
や
か
さ
が
あ
り
素
晴

ら
し
い
一
語
に
尽
き
る
。

天
才
よ
り
も
努
力
、
そ
れ
以
上
な
の
は

「
楽
し
い
」
こ
と
だ
と
い
わ
れ
る
が
、
明

る
く
元
気
に
爽
や
か
な
笑
顔
で
、
仕
事
も

人
生
も
「
楽
し
く
」
い
き
た
い
。

第１８９回
ここんんなな時時ににここんんなな事事をを！！

エッセイスト 和 宮 英 之

―３４―
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七
月
一
六
日
〜
九
月
一
五
日

◆
七
・
一
八

平
成
二
四
年
度
第
四
回
ト

ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
七
・
一
九

平
成
二
四
年
度
第
一
回
地

域
社
会
問
題
委
員
会（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
七
・
二
〇

北
部
地
区
協
議
会
幹
事
会

（
秩
父
鉄
道
�
本
社
）

◆
七
・
二
三

平
成
二
四
年
度
第
五
回
ト

ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
七
・
二
四

南
部
地
区
協
議
会
幹
事
会

（
川
口
リ
リ
ア
）

◆
七
・
二
七

西
部
地
区
協
議
会
幹
事
会

（
丸
広
百
貨
店
）

◆
七
・
三
〇

第
三
三
次
小
笠
原
洋
上
研

修
第
一
回
集
合
研
修（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
八
・
一

中
部
地
区
協
議
会
幹
事
会（
ソ

ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
八
・
二
〜
三

第
一
種
・
第
二
種
衛
生

管
理
者
受
験
の
た
め
の
対
策
講
座
（
ソ

ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
八
・
七

平
成
二
四
年
度
第
二
回
ウ
ー

マ
ノ
ミ
ク
ス
推
進
委
員
会
（
ソ
ニ
ッ
ク

シ
テ
ィ
）

◆
八
・
二
一

平
成
二
四
年
度
第
一
回
Ｃ

Ｓ
Ｒ
委
員
会
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
八
・
二
三

安
全
管
理
者
選
任
時
研
修

（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
八
・
二
七

小
笠
原
洋
上
研
修
第
二
回

集
合
研
修
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
八
・
二
九

第
六
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
九
・
三

平
成
二
四
年
度
第
二
回
企
業

戦
略
研
究
会
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
九
・
一
二

第
七
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
九
・
一
三
〜
一
四

第
一
種
・
第
二
種

衛
生
管
理
者
受
験
の
た
め
の
対
策
講
座

（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

全国ネットの人材情報で、
出出向向・・移移籍籍等等のの支支援援！！

●お問い合わせ

�048‐642‐1121（土・日・祝日休）
http : //www.sangyokoyo.or.jp/

出向・移籍の専門機関

企業間の人材マッチングを
サポートしています。

無 料
情報の提供、相談、
あっせんの費用は
かかりません。

信頼と安心
経済・産業団体と
厚生労働省の協力
で設立された公益
法人です。

事
業
だ
よ
り

お気軽に
ご相談ください

埼玉
事務所

出向・移籍対象者 求 人

受受入入企企業業

情報の授受
相談など

斡旋・紹介

企業間交渉の
機会の設定など

セセンンタターー

情報の授受
相談など

送送出出企企業業
人人事事部部門門

―３５―
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★
平
成
２４
年
度
第
２
回
Ｃ
Ｓ
Ｒ
委

員
会

日
時

１０
月
１
日
�
１４
時
〜
１６
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
４０３
・
４０４

内
容

も
う
や
め
よ
う
！
そ
の
法

令
遵
守
〜
本
当
に
尊
敬
さ

れ
て
胸
を
張
っ
て
利
益
を

出
せ
る
会
社
を
創
る
方
法

講
師

増
田
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
法
律

事
務
所
弁
護
士
（
パ
ー
ト

ナ
ー
）・
米
国
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
州
弁
護
士

増
田
英

次
氏

★
同
右
第
３
回
Ｃ
Ｓ
Ｒ
委
員
会

日
時

１１
月
１２
日
�
１４
時
〜
１６
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
４０３
・
４０４

内
容

社
会
か
ら
信
頼
さ
れ
る
企

業
を
目
指
し
て
〜
企
業
不

祥
事
例
を
踏
ま
え
、
あ
る

べ
き
経
営
倫
理
に
つ
い
て

考
え
る

講
師

埼
玉
大
学
経
済
学
部
経
営

学
科
准
教
授

水
村
典
弘

氏

★
第
３３
次
小
笠
原
洋
上
研
修
船
内
、

島
内
研
修

日
時

１０
月
４
日
�
〜
９
日
�
５

泊
６
日

会
場

お
が
さ
わ
ら
丸
・
父
島

内
容

出
航
式
、
研
修
１２
単
位
、

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
、
現
地

交
歓
会
、
課
外
活
動
ほ
か

指
導

研
修
ス
タ
ッ
フ

９
名

★
同
右
第
４
回
集
合
研
修

日
時

１１
月
２２
日
�
９
時
３０
分
〜

１８
時
３０
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
９０６

内
容

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
、

通
信
教
育
修
了
式
、
研
修

修
了
式

講
師

研
修
ス
タ
ッ
フ

★
正
・
副
会
長
会
議

日
時

１０
月
１２
日
�
１３
時
３０
分
〜

１４
時
２０
分

会
場

パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮

内
容

理
事
会
に
付
議
す
る
議
題

の
検
討
、
そ
の
他

★
理
事
会
・
懇
親
会

日
時

１０
月
１２
日
�
１４
時
３０
分
〜

１８
時

会
場

パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮

内
容

平
成
２４
年
度
事
業
・
決
算

報
告
、平
成
２４
年
度
予
算
・

事
業
計
画
、
そ
の
他

★
平
成
２４
年
度
第
８
回
ト
ッ
プ
セ

ミ
ナ
ー

日
時

１０
月
１６
日
�
１４
時
〜
１６
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
４０３
・
４０４

内
容

公
共
事
業
が
日
本
を
救
う

〜
列
島
強
靭
化
で
Ｇ
Ｄ
Ｐ

９００
兆
円
の
日
本
が
生
ま
れ

る

講
師

京
都
大
学
大
学
院
工
学
研

究
科
教
授

藤
井

聡
氏

★
第
９
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

日
時

１１
月
１９
日
�
１４
時
〜
１６
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
４０３
・
４０４

内
容

日
本
経
済
再
生
に
向
け
、

今
実
行
す
べ
き
施
策
と

は
？
〜
日
本
を
代
表
す
る

エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
が
熱
く
語

る

講
師

Ｂ
Ｎ
Ｐ
パ
リ
バ
証
券
�

経
済
調
査
本
部
長
・
チ
ー

フ
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト

河
野

龍
太
郎
氏

★
平
成
２４
年
度
第
４
回
ウ
ー
マ
ノ

ミ
ク
ス
推
進
委
員
会

日
時

１０
月
１８
日
�
１３
時
３０
分
〜

１６
時
４０
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
４０３
・
４０４

内
容

平
成
２４
年
度
均
等
・
両
立

推
進
企
業
表
彰
式
並
び
に

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ

ン
推
進
セ
ミ
ナ
ー

講
師

学
習
院
大
学
経
済
学
部
経

営
学
科
教
授

今
野
浩
一

郎
氏

★
新
入
社
員
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研

修
日
時

１０
月
２３
日
�
９
時
３０
分
〜

１７
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
４０４

内
容

入
社
後
の
職
場
生
活
を
振

り
返
っ
て
・
職
場
で
期
待

さ
れ
る
心
構
え
と
役
割
の

再
確
認
・
仕
事
を
円
滑
に

す
る
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方
・
職

場
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー

を
振
り
返
っ
て
・
今
後
の

挑
戦
課
題
と
目
標
設
定
を

考
え
る

講
師

り
そ
な
総
合
研
究
所
�

パ
ー
ト
ナ
ー
講
師

古
澤

美
奈
子
氏

★
平
成
２４
年
度
第
２
回
少
子
高
齢

化
対
策
研
究
会

日
時

１０
月
２６
日
�
１４
時
〜
１６
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
４０３
・
４０４

内
容

二
一
〇
〇
年
、
人
口
三
分

の
一
の
日
本
〜
衝
撃
の
未

来
予
想
図

講
師

上
智
大
学
経
済
学
部
教
授

鬼
頭

宏
氏

★
平
成
２４
年
度
第
２
回
人
事
労
務

委
員
会

日
時

１０
月
２９
日
�
１４
時
〜
１６
時

３０
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
９０６

内
容

組
織
行
動
研
究
の
権
威
、

古
野
庸
一
氏
が
語
る
「
い

い
会
社
と
は
何
か
〜
社
員

一
人
ひ
と
り
と
向
き
合
う

会
社
が
業
績
を
伸
ば
す
」

講
師

�
リ
ク
ル
ー
ト
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ

組
織
行
動
研
究
所
所
長

古
野
庸
一
氏

同
右

市
場
開
発
部
公
開

サ
ー
ビ
ス
推
進
室
室
長

金
丸

翼
氏

★
平
成
２４
年
度
第
２
回
地
域
社
会

問
題
委
員
会

日
時

１０
月
３０
日
�
１４
時
〜
１６
時

２０
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
４０３
・
４０４

内
容

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座

講
師

公
益
社
団
法
人

認
知
症

の
人
と
家
族
の
会
埼
玉
県

支
部
事
務
局
長

安
藤
幸

男
氏

★
平
成
２４
年
度
第
２
講
埼
玉
大

学
・
埼
玉
県
経
営
者
協
会
合
同

特
別
公
開
講
座

日
時

１１
月
２
日
�
１４
時
〜
１６
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
４０４

内
容

改
め
て
会
社
の
格
付
け
、

債
券
の
格
付
け
等
に
つ
い

て
学
ぶ

講
師

埼
玉
大
学
経
済
学
部
教
授

箕
輪
徳
二
氏

〈
新
入
会
の
ご
案
内
〉

�
伊
藤
商
会

代
表
取
締
役

伊
藤

豊
女

新
座
市
畑
中
一
―
八
―
三
四

電
話
〇
四
八
―
四
二
一
―
七

一
二
三

（
資
）
一
千
三
百
万
円

（
従
）
四
五
名

建
設
機
械
リ
ー
ス
、
販
売
、

土
木
工
事
、
解
体
工
事
、
建

設
機
械
修
理

�
岩
槻
工
業

取
締
役
社
長

西
山

光

加
須
市
大
字
下
三
俣
一
〇
四

四電
話
〇
四
八
〇
―
六
八
―
三

〇
五
三

（
資
）
一
千
万
円

（
従
）
一
七
名

機
械
部
品
加
工

日
信
電
子
サ
ー
ビ
ス
�

取
締
役
社
長

山
手

哲
治

台
東
区
浅
草
橋
五
―
二
〇
―

八
Ｃ
Ｓ
タ
ワ
ー
ビ
ル

電
話
〇
三
―
三
八
六
四
―
三

五
〇
〇

（
資
）
八
億
三
千
三
百
二
十

万
円

（
従
）
六
二
五
名

保
守
サ
ー
ビ
ス
業
（
交
通
信

号
シ
ス
テ
ム
、
駐
車
場
機
器
、

駅
務
機
器
な
ど
）

�
ハ
ン
ダ

代
表
取
締
役

繁
田

昌
利

入
間
市
黒
須
二
―
四
―
二
五

電
話
〇
四
―
二
九
六
三
―
三

三
一
一

（
資
）
二
千
万
円

（
従
）
一
八
名

茶
、
の
り
、
イ
ー
ト
茶
、
菓

子
、
そ
の
他

双
葉
電
気
�

代
表
取
締
役

松
本

隆
幸

さ
い
た
ま
市
中
央
区
本
町
西

四
―
一
二
―
一
〇

電
話
〇
四
八
―
八
五
二
―
七

〇
〇
七

（
資
）
四
千
万
円

（
従
）
一
一
七
名

ス
イ
ッ
チ
ン
グ
電
源
設
計
・

製
造
販
売

�
和
幸
製
作
所

代
表
取
締
役
社
長

小
川

逸
郎

さ
い
た
ま
市
浦
和
区
木
崎
一

―
三
―
二
三

電
話
〇
四
八
―
八
八
六
―
八

五
〇
五

（
資
）
二
千
二
百
五
十
万
円

（
従
）
七
五
名

精
密
電
気
機
器
の
製
造

〈
代
表
者
変
更
〉

有
限
責
任
あ
ず
さ
監
査
法
人
北

関
東
事
務
所

北
関
東
事
務
所
長

筆
野

力
（
旧

福
田

厚
）

�
ビ
ー
ジ
ー
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

取
締
役
社
長

小
谷
野

満

（
旧

嶋
田

和
則
）

�
プ
ラ
コ
ー

代
表
取
締
役
社
長

権
田

和
睦

（
旧

秦

範
男
）

〈
住
所
変
更
〉

Ａ
Ｇ
Ｓ
�

さ
い
た
ま
市
浦
和
区
針
ヶ
谷

四
―
三
―
二
五

（
旧

さ
い
た
ま
市
浦
和
区

針
ヶ
谷
四
―
二
―
一
一
さ
く

ら
浦
和
ビ
ル
）

�
大
熊
商
会

川
口
市
安
行
原
六
五
九
―
二

（
旧

川
口
市
安
行
小
山
一

八
―
一
）

埼玉県経営者協会のホームページアドレス（URL）
http : //www.saitamakeikyo.or.jp/

会員の動き 告 知 版

埼
玉
音
協

埼
経
協
ニ
ュ
ー
ス
三
七
〇
号

２
０
１
２
年
９
月
１５
日
発
行

さ
い
た
ま
市
大
宮
区
桜
木
町
一
‐七
‐五
‐八
七

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
九
階

発
行
所
�
埼
玉
県
経
営
者
協
会

発
行
人

根
岸
茂
文

編
集
人

宮
田
信
久

電
話
〇
四
八
‐
六
四
七
‐
四
一
〇
〇

印
刷
所

望
月
印
刷
株
式
会
社

さ
い
た
ま
市
中
央
区
円
阿
弥
五
‐
八
‐
三
六

爆爆笑笑ラライイブブ 三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之之介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
埼玉音協主催

平成25年2月8日（金）
18 : 30開場 19 : 00開演

▲

会場／大宮ソニックシティ 小ホール

▲

会費／2,800円（一般3,300円を）（全席指定・税込）
＊未就学児のご入場はご遠慮ください。
＊埼玉県経営者協会会員様も上記会費にてご購入いただけます。

この印刷物は再生紙を使用しています
―３６―


